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第一章　絶ぜつ滅めつ種しゆの少女







「はじめまして兄さま。茉まつ莉り花かの家族になってください！」




　晴はる空あきがドアを開けると、見たことのない少女が家の前に立っていた。

　七月。古びた家が並ぶ住宅街。焼けたアスファルトに、電柱が短い影かげを落としている。聞こえるのは途と切ぎれ途切れの蝉せみの声。よくある地方都市の夏だ。

　なのに、少女のまわりだけ、空気が違ちがった。

　大きな麦わら帽ぼう子しをかぶった、小こ柄がらな少女。着ているのはフリルたっぷりのエプロンドレス。小さなポシェットを提さげ、身体に合わない大きなリュックを背負ってる。

　七月の日差しは暑すぎるのか、彼かの女じよは帽子を脱ぬいで額の汗あせをぬぐう。帽子の下から現れたのは、日本人離ばなれした銀色の髪かみ。汗で頬ほおに張り付いたそれを指でとかしてから、彼女は桜色の瞳ひとみを輝かがやかせ、晴空に向かって笑いかける。

「飛行機で八時間もかかっちゃいました。日本は暑いですね、兄さま」

　彼女は好こう奇き心しんに満ちた表情でまわりを見回し、抱だきつく準備をするみたいに両りよう腕うでを挙げた。

　こういう時、どんな顔したらいいんだろう？

「僕ぼくに妹なんかいないよ」

　晴空は言った。

　つまらないセリフだった。でも、晴空には他に思いつかなかった。

「本当にそうですか!?　絶対って言い切れますか？　よーく考えてください、兄さま」

　不思議なくらい彼女が自信たっぷりだったから、晴空は少しだけ考えてみた。

　小さい頃ころに死に別れた両親と姉のこと。自分が生まれてから十五年の、両手の指で数えられるくらいの人間関係を検けん索さくした結果。

「うん。やっぱり僕には妹なんかいないよ」

「兄さまならそう言うと思ってました。茉まつ莉り花かの予想通りです」

　腕組みをして、うんうん、と頷うなずく少女。

　スカートの端はしをつまんでお辞じ儀ぎをして、彼女は玄げん関かんに立つ晴空のところまでやってくる。

「あ、まだ名乗ってなかったです。茉莉花は、竜りん胆どう茉莉花、と言います」

「僕は、葛かつら木ぎ晴はる空あき」

「知ってます」

「僕は君を知らない」

「それでも、兄さまと茉莉花が同じ遺伝子を受け継ついでいるのは間ま違ちがいないのです」

　茉莉花はリュックを開け、銀色の短たん剣けんを取り出した。

　晴空に見せつけるようにそれを引き抜ぬく。奇き妙みようなレリーフがついた、実用には向かなそうなもの。模造刀かと思った――けど、違う。

　晴空には短剣の表面を流れる魔力が見えた。あれは魔法剣だ。それも、かなり強い。

「兄さまはどっちの眼めでこの剣を見ましたか？」

「……なんの話だよ」

「人間の右目ですか？　それとも、竜からもらった左目ですか？」

　少女のセリフに、晴空の心臓が跳はねた。

「――どうして〈竜りゆう眼がん〉のことを知ってるの!?」

「茉莉花にとっては常識です。魔力の流れをすべて見抜くのが〈竜眼〉。そして茉莉花も、同じ竜の力を持っているのです！」

　そう言って、茉莉花は短剣を振ふり上げ――

「えーい」

　まったく気合いのない声とともに、自分の右みぎ腕うでに向かって振り下ろした。

「待って！　ひとんちでなにする気だ!?」

　晴空はあわてて手を伸のばす。けど、間に合わない。

　茉莉花が振り下ろした短剣は、まっすぐ彼女の右腕に当たり――そして、




　ぱきん、という音をたてて、まっぷたつに折れた。




「これが、茉莉花が兄さまと同じ遺伝子を持っている証しよう拠こです」

　茉莉花が掲かかげた腕が、真しん紅くに輝く半はん透とう明めいの鱗うろこで覆おおわれていた。

「――え？」

　晴空は思わず目を見開く。

　信じられない。魔法剣をへし折るほどの防ぼう御ぎよ力りよくを持つ鱗、それは。

「まさか――竜の鱗？」

「茉莉花必殺の〈絶対防アブソリユート・御の鱗セイクリツド〉です。茉莉花が竜の血を引くという証あかしです」

　晴空の反応を見て満足そうに胸を張り、茉莉花は答えた。

「そして、兄さまの左目にあるのは、竜からもらった〈竜眼〉ですよね」

　初対面にしては近すぎる距きよ離りで、晴空の顔を見上げる茉莉花。

「茉莉花は最後の竜エリシアと、人間との間に生まれたハーフです。竜のおかーさんを看み取とってくれたのは兄さまですよね？　おかーさんから茉莉花のこと、聞いてませんか？」

「……聞いてない」

「茉莉花の家族になってあげて、って話は？」

「全然聞いてないよ！　いつそんな話になったんだよ!?」

「地球上で竜の遺伝子を持つ者は、もう茉莉花と兄さましかいないので遺伝的・系統的に単一種族となった竜は相そう互ご扶ふ助じよをする義務があり、竜胆茉莉花と葛木晴空は最後の同族である。つまり二人は竜の……すいません。これなんて読むんですか？」

　茉莉花はいつの間にか手にしていたメモ帳を、晴空に示した。

「眷けん属ぞく――って、メモ読みながらかよ！　内容わかって言ってるの!?」

「難しくてわかんないです！　でも、茉莉花が兄さまの家族になりたいってのは本当です。なんたって、世界でたった二人の竜の――えっと――」

「眷属？」

「そう！　けんぞくなんですから!!」

　びしっ、と晴空を指差す茉莉花。

「……そんなこと言われても」

　だって最後の竜からは、子どもがいたなんてこと、一言も聞いてない。

　思い出す。五年前のことを。

　晴空が一晩中、山をさまよって、最後の竜に出会った時のことを。










　その日は満月だった。

　この地球上に残された最後の竜が、死にかけていることは晴空も知っていた。

　その頃の晴空が世話になっていた家が、最後の竜の死に場所として、山の結界を提供していることも、大人たちの話を聞いて知っていた。

　今しかない。これを逃のがしたら竜に会うチャンスは二度とない。

　そう思った瞬しゆん間かん、晴空は竜がいる山に向かって走り出していた。




　夜の山は暗くて、不気味で、違う世界のようだった。

　月は晴空の頭上から、細い獣けもの道みちを照らしている。スニーカーが枯かれ枝を踏ふむ。その音に驚いて振り返る。誰だれもいない。怖こわくない。ぜったいに、怖くない――自分に言い聞かせながら晴空は先に進んだ。

　一時間――二時間――どのくらいの時間、歩いていたんだろう。

　身から体だ中じゆうが痛かった。

　寝ね巻まきの袖そでがちぎれて、むきだしになった両腕から、だらだらと血が流れていた。どこで切ったのかもわからなかった。歩きすぎて膝ひざが震ふるえていた。一歩踏み出すのに普ふ段だんの十倍くらいの時間がかかった。喉のどは渇かわききって、息をするのも苦しかった。

　ひたすら歩き続けて――気が付くと晴空は、ひらけた場所に立っていた。

　そこは公園くらいの広さがある空間だった。湿しめった地面に大きな木が数本だけ、ぽつん、と生えていた。かすかに水音がした。草の間に小さな隙すき間まがあって、澄すんだ水が流れていた。晴空は掌てのひらで水をすくって飲んだ。それから目をこすり、まわりを見回した。

　疲ひ労ろうのせいでぼやけた視界の中、晴空は、やっとそれを見つけた。

　――いた。

　背の高い木の真下に、青い鱗を持つ巨きよ大だいな竜がいた。

　長い身体を地面に横たえていた。頭のてっぺんから尻尾しつぽの先まで、ぺたり、と地面につけている。腹が膨ふくらんだり、縮んだりを繰くり返している。金色の目は半開きで、今にも閉じてしまいそうだった。

　死にかけているのが、わかった。

「……これが最後の竜」

　晴空はひりつく喉でつぶやいた。

『人間がここでなにをしている!?』

　その声に反応したのか、竜の頭がぴくり、と動いた。

　雷らい鳴めいのような声に気け圧おされて、晴空は地面に座すわり込んだ。

『人間の幼生体……か？　なぜこのようなところにいる』

　竜の金色の眼球が晴空を捉とらえた。

『名乗れ。竜の末期の地へと踏み込むからには、それ相応の礼れい儀ぎがあろう』

「僕は……葛木晴空、です。最後の竜、エリシア＝アースドラグ」

　竜の問いかけに、晴空は答えた。

　恥はずかしいくらいかすかで、震えた声しか出なかった。

『迷い込んできたのならば、帰れ。我は魔ま法ほう使つかいに看取られることを望んではいない』

「僕は魔法使いじゃない！」

　晴空は、反射的に叫さけんでいた。

「それに、迷い込んできたわけじゃない。僕は竜にお願いを聞いてもらいに来たんだ」

『滅ほろび行くものが叶かなえられる願いなどない。竜は生存競争に敗れた』

　最後の竜は遠い目をして語りはじめた。

　この世界には、太古から人間と神しん獣じゆうがいた。

　神獣とは竜、朱雀すざく、麒き麟りんなど、獣けものに似た姿を持ちながら、人間と同等以上の知ち恵えを持つものたちを言う。彼かれらは古い魔法を使い、人間の姿に変身することもできた。

　神獣は人間と共存してきた。時に神として崇あがめられ、時に悪魔として恐おそれられながら。

　神獣は寿じゆ命みようが長い分だけ、個体数が少ない。数千万――数億と増え続ける人間に生せい活かつ圏けんを圧あつ迫ぱくされ、山やま奥おくや深い渓けい谷こくの中へと姿を隠かくした。

　人間の文明が発達を続け、神獣との衝しよう突とつが起きたのが、今から百年前。

　生活圏を侵おかされた神獣のうちの一体が、誤って人間を殺してしまった。

　その時、人間の味方として現れたのが魔法使いだった。

　魔法使いとは魔力を持ち、魔法を使いこなす人間のこと。神獣と同じように人目を避さけて隠れ住んでいた彼らは、この事件を歴史の表おもて舞ぶ台たいに立つために利用した。

　魔法使いは言った。

「竜たち神獣は、人間に危害を加える野生動物。だから、駆く逐ちくすべきである」

　――と。

　人語を解し、魔法を使い、人間に化けることができる野生動物など、この文明世界では危険なだけだと。そうして彼らは「世界の平和を守るために」神獣を攻撃しはじめた。

　魔法使いの魔法は、もともと神獣が教えたものだった。

　魔法使いはそれを研究し、発展させてきた。呪じゆ文もんの詠えい唱しようを短縮し、より発動を速くし、威い力りよくを上げた。魔法使いの組織を作り、集団魔法で神獣を灼やき、切り刻み、滅ぼした。

　百年が過ぎて、この世界から神獣はいなくなった。

　晴空の目の前にいる最後の竜、エリシア＝アースドラグを除いて。

『十年前、我は人の姿に化けて世界を旅し、竜にはもう居場所がないと悟さとった。世界は、人間と魔法使いのものとなったのだと』

　竜は自じ嘲ちようするようにつぶやき、山の麓ふもとに頭を向けた。

　木々の隙間から、町の灯あかりが見えた。

　晴空の住む地方都市。それでもビルが建ち並び、高速道路が走っている。

『あれが人の世界だ。あそこに竜の居場所はないよ。まぁ、嫌きらいではないがな』

　竜は金色の目を細めて、晴空を見た。

『我は争いを好まぬ。ゆえに、おとなしく滅びることにした。汝なんじに叶えたい願いがあるなら、生存競争の勝者である魔法使いに願うがいい』

「僕の願いは、魔法使いじゃ叶えられない」

　聞き分けのない子どもに言い聞かせるような言葉に、晴空はかぶりを振った。

『ほぅ、あらゆる〈神獣〉を滅ぼした魔法使いにさえ叶えられない願いがあると？』

「僕は、今とは違うものになりたいんだ」

　晴空は話しはじめた。

　自分が小さい頃に死んでしまった両親と姉のこと。そのあとに引きとられた家のこと。そこで魔法使いになるための修しゆ業ぎようをしてきたこと。

　だけど、自分は失敗作だった。

　魔法使いになれないってことが、わかってしまった。

「だから僕は別のものになりたいんだ。聞いたことがあるんだ。竜ならそれができるかもしれない、って」

　息がかかるほど近い、互たがいの距離。晴空の前には竜の大きな口。

　ほんの少し開いて閉じるだけで、その牙きばは晴空を噛かみ殺すことができる。

　震えながらも逃にげようとしない少年を、竜は興味深そうに眺ながめていた。

『別のものになりたい、か。うらやましいな、未来があるというのは……』

　つぶやいた竜の、全身を覆う鱗が青い光を放ちはじめる。晴空の視界が青く染まり――

　気が付くと、彼の前に銀色の髪を持つ、人間の女性が立っていた。

「――エリシア＝アースドラグ？」

『然しかり。汝が震えているのがわかったゆえ。怯おびえさせぬように』

　最後の竜は百歳を超こえているはず。でも、そこにいる女性は晴空よりも少し年上くらいにしか見えなかった。

　銀色の髪と、金色の瞳。身体には青いローブをまとっている。

　彼女は優やさしい母親のような表情で、晴空の前にゆっくりと膝をついた。

『我は意外と寂さびしがりやでな。正直、ひとりで滅びていくのは辛つらかったのだよ』

「……竜なのに？」

『人ひと恋こいしい竜がいたら悪いか？』

　竜の化け身しんはふふふ、と、含ふくみ笑いを浮うかべた。

『我は汝が気に入った。古来、竜とは勇者の挑ちよう戦せんに応えるもの。危険を冒おかしてここに来た汝の意志に応えねばなるまい。それに、人間の幼生体に看取られるのも悪くない』

　人型になった竜は、錆さび付いた人形のように腕を上げ――掌で両目を押おさえた。しばらくそうしていたかと思ったら、同じくらい時間をかけて腕を下ろした。
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　そして、息を詰つめて見守る晴空に向かって、両手を差し出した。

『エリシア＝アースドラグの名において、葛木晴空に〈竜眼〉を授さずける』

　陶とう磁じ器きのように真っ白な掌には、金色の眼球がひとつ、載のっていた。

『〈竜眼〉とは、竜が人に授ける眼のことを言う。最後の力をもって、我の目を人の身体に宿せるようにした。汝には世界の真実を見抜く眼を授けよう。魔法使いとして失敗作だったのなら、汝は〈竜眼使い〉になればいい』

「……いいの？」

『いいとも。むしろこれは我の欲だよ。生物としての、な』

〈竜眼〉に手を伸ばした晴空に、竜は満足そうにうなずいた。

　力を使い果たしたのか、竜の――人の姿が崩くずれていく。

『竜という種族が終わるのは構わない。が、人と入り混じったかたちで続いて行くのも悪くなかろう。この残ざん酷こくな世界の続きを、我のかけらに見せてあげてほしい』

　元の姿に戻もどった竜は、にぃ、と巨大な牙をむきだして笑った。

「いいよ。なんだっていい。僕の願いを叶えてくれるなら」

　金色の〈竜眼〉を掌に載せて、晴空は竜に答えた。

『ならば誓ちかえ』

　最後の竜はゆっくりとその首をもたげ、晴空に命じる。

『汝は竜に願いを叶えられたことを決して忘れぬ。我のかけらを守り、残酷なる未来へと向かう。我わが竜眼を与あたえたことを悔くやまぬ未来を、我のかけらに見せる、と』

「誓うよ」

　晴空はうなずいた。

　魔ま法ほう使つかいとしては〈失敗作〉だった自分が、別のものになれるなら、それでいい。

「僕があなたのかけらを未来に連れて行く」

『信じよう、少年』

　最後の竜の口から、古い言葉が流れ出す。

　それは〈竜眼〉を晴空に授けるための、契けい約やく魔法。

　晴空はためらわず、金色の〈竜眼〉を、左目に当てた。

　すぅ、と、まるで水が染しみこむように〈竜眼〉は晴空の眼に吸い込まれていった。

『さらばだ、人間の幼生体よ。長き生の終わりに、汝を信じられたことを幸せに思う』

　力ちから尽つきたように、最後の竜は地面に崩れ落ちた。

　湿った草むらに頭を乗せ、がらんどうの瞼まぶたを閉じる。

　晴空は彼女の頬のあたりに触ふれて、消えていく竜の声に耳を澄ましていた。

　ずっと――竜の呼吸が止まっても、そうしていた。










「あ、その『竜のかけら』って、きっと茉莉花のことですね」

「僕の話ちゃんと聞いてた!?」

　のんきすぎる茉莉花の反応に、晴空が思わず声をあげた。

　自宅のリビングだった。

　晴空と茉莉花はテーブルを挟はさんで、向かい合っていた。

　茉莉花は、晴空から貰もらったペットボトルのお茶を宝物みたいに持ち、大きな目で部屋を見回している。テーブルと椅い子す、テレビがあるだけの狭せまい部屋。それでも茉莉花にとっては珍めずらしいのか、彼女は桜色の瞳を輝かせながら、晴空の言葉に何度もうなずく。

「つまり、魔法使いになろうとして失敗した兄さまが、新たな力を得るために竜のおかーさんに会いに行って〈竜眼〉を授かったというわけですね？」

　えっへん、と、茉莉花は胸を張る。

「うん。そして僕は〈竜眼〉によって、魔ま力りよくの流れを見る力を手に入れたんだ。結局、魔法使いにはなれなかったから、魔法は一いつ切さい使えないんだけどさ」

「兄さまって中二病ですね！」

「いきなり失礼だな!!」

　初対面にしてはぶっちゃけすぎなセリフに、晴空が驚おどろく。

　茉莉花はきょとん、とした顔で、

「え？　中二病って『中天に二つとない命を捧ささげ、病魔さえも駆逐して人々に尽つくすことを誓った勇者』の略ですよね？」

「それどこで覚えたの!?」

「茉莉花を育ててくれた人――竜胆梢こずえさんです。兄さまのことを教えてくれたのもそうです。実は茉莉花には遺伝子的に繋つながった兄さまがいるって」

「……兄きよう妹だいじゃないし。だいたい僕の身体の九九％くらいは人間なんだから」

「つまり残り一％は竜ってことですよね？」

　茉莉花は目を輝かせて、テーブルに身を乗り出した。

　炎えん天てん下を歩いてきて喉が渇いてるのか、ペットボトルのお茶を一気に飲み干す。ふはー、と一息ついてから晴空に向き直り、一言。

「この世界で茉莉花と遺伝子的に一番近いのは兄さまです」

「……まぁ、他に竜の一部を持ってる人間なんかいないだろうけど」

「だから、茉莉花を兄さまの家族として、この家においてください」

「え？　そういう話？」

　予想外すぎた。

　茉莉花が最後の竜の子どもなのは間違いない。茉莉花の鱗は魔法剣をへし折るほど強かった。あんなのは竜の血を引いてなければありえない。

　だけどまさか、家族として一いつ緒しよに暮らすって話になるなんて思わなかった。

「とつぜん生き別れの妹が現れて、兄さまがびっくりしてるのはわかります」

「びっくりはしてるけど、生き別れとか妹とかそういう問題じゃないから」

「茉莉花も、つい最近まで竜の眷属は自分以外、誰もいないと思ってました」

　まるで祈いのるように手を合わせて、茉莉花は言った。

「でも茉莉花を育ててくれた梢さんが、この前、兄さまのことを教えてくれたんです。実の兄妹なんだから……会いに行って、一緒に暮らすように、って」

「その人は？」

「茉莉花を置いてどっか行っちゃいました」

「……なんて親だよ」

「梢さんを悪く言わないでください。無理して茉莉花を育ててくれてたんですから」

　茉莉花は小さなこぶしを、ぎゅ、と握にぎりしめた。

「梢さんは本当のおかーさん――竜に茉莉花を託たくされたって言ってました。茉莉花の本当のお父さんは死んじゃった……って」

　晴空も家族をなくしてる。でも、茉莉花の場合はスケールが違う。

　竜たち〈神獣〉は絶滅種だ。茉莉花は地球上に同族がひとりもいない。

　晴空と茉莉花が兄妹だって理り屈くつはむちゃくちゃだけど、晴空がこの世界で竜の眷属茉莉花に一番近いってことは間違いない。

　なんとかしてあげたい――って思う。思うんだけど――

「ごめん、やっぱり無理！」

「えええええええええええっ!?」

　テーブルに激げき突とつしそうな勢いで頭を下げた晴空に、茉莉花が声を上げる。

「ほら、うちは狭いし散らかってるしお金ないし。僕ひとり暮らすのがやっとだし」

「茉莉花もバイトしますから！」

「僕は君のことをなんにも知らないし！」

「名前は竜胆茉莉花！　十五歳で性別は女の子です！」

「名前はさっき聞い――え？　十五歳？」

　晴空は目の前に座る少女をまじまじと見つめた。

　真っ白なエプロンドレスのスカートを広げて座る姿は、まるで人形のよう。銀色の髪に包まれた頭は、晴空よりも頭ひとつ分くらい下にあるし、華きや奢しやだし、フリルいっぱいのリボンに飾かざられた胸むな元もとは――すっきりした直線美、としか言いようがない。

「あ、同い年なのに妹ってのが気になるんですね。だいじょぶです。茉莉花は十二月生まれですから、確率的に言っても兄さまが兄さまなのは間違いないです」

「そうかもしれないけど！　確かに僕が三か月くらい年上だけど！」

　問題はそこじゃない。突っ込みどころが多すぎだ。

　でも茉莉花は、予想の的中に満足そうな顔で、メモ帳片手に自己紹しよう介かいを続ける。

「茉莉花の好物は日本食です。兄さまのことを知ってから日本食が大好きになりました。なので、兄さまと一緒に暮らすのにまったく問題ないはずです」

「食べ物とかどうでもいいっ。いきなり同居ってのが問題なんだよ！」

「だいじょぶです！　茉莉花は小さい頃から梢さんと一緒に世界を旅してたのでサバイバル能力は高いです。なんだったらお庭にぽーんと放り出しておいてくれてもいいです！」

「女の子にそんなことできるかっ！　ていうか通報されるわ！」

　ひとんちの庭で勝手にサバイバル生活を始める茉莉花を想像して、晴空は頭を抱かかえた。

「君の気持ちはわかるけど、無理だよ」

「どうしてですか？」

「…………え、えっと、男女が一緒に暮らしててなにかあったら大変だし？」

「竜の血をはんぱに引いた者同士では子どもはできないから大だい丈じよう夫ぶです！」

「そういう問題じゃない！」

「あれ？　竜の血をはんぱに引いた者同士じゃないと子どもはできないんでしたっけ？」

「もっと悪いよ！　とにかく無理！」

　晴空と茉莉花が竜に一番近い存在だってのはわかった。実感なんかないけど、理屈では。

　でも、無理だ。

　いきなり初対面の女の子と家族になって、一緒に暮らすなんて無む茶ちや苦く茶ちやだ。

　それに、この町には茉莉花がいられない理由がある。

「この唯ゆい月づき市は、魔法使い四名家が作った〈魔法特区〉なんだ」

　晴空は切り札を使った。

　本当なら、これは最初に言わなきゃいけないことだった。

「この世界から竜たち〈神獣〉を駆逐したのは魔法使いだ。その頂点に立つのが四名家。世界最強の魔法使いの一族だよ」

「梢さんから聞いてます」

　茉莉花は椅子に、ぺたん、と座り直して、乱れた髪を整えた。

「この町が危ないってことも？」

　晴空は真しん剣けんな顔で、言葉を続けた。

「魔法使いが普ふ通つうの町で魔法を使うことは禁止されてる。でも、この町はそうじゃない。魔法を使うことも、魔法実験をすることも認められてる。竜のハーフがいるなんてことがバレたら、茉莉花がどんな目にあうかわからないんだ」

　唯月市に本ほん拠きよ地ちを持つ魔法使い名家〈天あま伎き家〉は竜と縁えんが深くて、魔法使いの中でも唯ゆい一いつ、竜をあがめて共存してきた。最後の竜がこの町の山を死に場所に選んだのはそのせいだ。だけど、全員が竜を大切に思ってるとは限らない。

　それは魔法使いのなりそこないの晴空が一番よく知っている。

「とにかく、その……梢さんと連れん絡らく取ろうよ。迎むかえが来るまでここにいてもいいから」

　晴空が出せるぎりぎりの妥だ協きよう案あんだった。

「茉莉花……ひとりぼっちは、嫌いやなんです。自分に繋がるなにかが、欲ほしいんです」

　茉莉花はさびしそうに話し始めた。

　自分は中ちゆう途と半はん端ぱなできそこないの竜。人間の血を引いているためか、完全な竜の姿にはなれない。竜の母親と会ったこともない。そして竜の血筋は自分で終わり。

　自分と繋がっているものがなにもない。

　だから、自分に少しでも近い人の側にいたい――

「竜のおかーさんは茉莉花のことを考えて、兄さまに〈竜眼〉をあげたんだと思うんです。人間ばっかりになっちゃったこの世界と、茉莉花が繋がるよすがになるように、って。だから、茉莉花と一緒にいて……ください」

　うつむく茉莉花の声がか細くなっていく。

　彼女がどんな顔をしているのか、晴空には見えない。肩かたが小刻みに震えていた。今にも泣き出すんじゃないかって思うくらい――

「ふ、ふふふふふふふふっふふふふふふふふ！」

「――って笑い出した!?」

「兄さまがそこまで血縁者茉莉花との同居を拒こばむのならば、考えがあります！」

　茉莉花が勢いよく立ち上がる。

「血のリーン・盟約によってサイメリウス・術式をフイン・起動するエクスカルネス」

「それは――古代魔法エンシエント!?」

　もっとも古い言葉によって紡つむがれる魔法だった。

　人間が生まれるよりはるか昔から、竜たち〈神獣〉が使っていたものだ。

「（彼の者は竜の血族により、魂たましいを拘こう束そくされん。上位者の命に従え。大いなる混こん沌とんより繋がりし契けい約やくの流れによって――）」

　目を閉じて茉莉花は詠唱を続ける。小さな唇くちびるから流れ出る、賛美歌のような古代言語。魔法使いのなりそこないの晴空にも、意味はなんとなくわかる。

　それにしても――

「（我が名はエリシア＝アースドラグが娘むすめ、竜胆茉莉花。彼の名は葛木晴空。そは竜眼を宿し、竜の一いつ端たんに連なるもの。その心に糸を繋ぐ。我が意思を心に食い込ませ――）」

「長っ！　詠唱ながっ！」

　晴空の〈竜眼〉に、茉莉花を取り巻く魔力の流れが映る。

　まるで波は紋もんのように、詠唱と共に震え、揺ゆれ、振しん動どうする。

「（血の盟約に従い、我は願う！　我が命令はひとつ！　兄さま！　茉莉花をここにいさせてください――っ！）」

「ちょっと待て――――っ！」

　次の瞬間、魔力の波が膨れあがり――
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　魔法が発動せずに消しよう滅めつした。

「あ、あれ？　あれあれ？」

　びっくりした顔の茉莉花が左右を見回す。

「お、おかしいです。どうしてなにも起きないんですか？」

「……だから待てって言ったのに」

　竜が使う古代魔法の中でも〈血の盟約〉は最も難しく、大切なものだ。一生一度きりしか使えないって聞いている。発動しても、しなくても関係ない。

　茉莉花はもう二度と〈血の盟約〉を使えない。

「魔法の構成が甘あますぎ。『ここにいさせてください』じゃ駄だ目めだって。それ命令じゃないし、条件が曖あい昧まいすぎる。そんなのじゃ五分でも十分でも茉莉花がこの場にいたら達成されたことになるだろ？」

「…………う、うぅ」

「それに〈血の盟約〉は上位の竜が格下の竜に使うものだって聞いたことあるけど。茉莉花、僕のことを自分より格下だってちゃんと意識してた？」

「そんなわけないです！　兄さまは茉莉花のいちばん大事な人で……はっ!?」

　ミスに気づいた茉莉花が涙目になる。

　古代魔法エンシエントは扱あつかいが難しい。古代言語とイメージによって発動する魔法だから、集中が解けたり、発音をひとつ間違えただけでも失敗してしまう。

　晴空はため息をついた。失敗してよかった。本当に。

〈血の盟約〉は「私はあなたに一生、身も心も捧げます。代わりにお願いひとつだけ聞いてね？」って魔法だ。いきなり茉莉花のすべてを差し出されても困るのだ。

「…………ごめんなさい兄さま。ばちがあたりました。兄さまを魔法でどうにかしようなんて……ごめんなさい……ごめんなさい」

　茉莉花の目から涙がこぼれ落ちる。でも、泣きたいのは晴空の方だった。

　魔法もちゃんと使えない。竜としての知識もない。しかも絶滅種で単一種族で、身よりが世界に誰もいない。晴空だけを頼たよってやってきた女の子。

　ほっとけない。

　ほっとけない――しょうがない、って、晴空は自分に言い聞かせる。

　最後の竜が人間に化けた時の姿が頭に浮かんだ。死の直前だったのに、後こう悔かいなんかなんにもなさそうな顔してた。茉莉花は彼かの女じよに似ていた。髪かみの色や、目のかたちも。

「……この町は危ないって言ったよね。なにかあっても知らないからな」

　晴空は溜ため息いきまじりで言った。

　しょうがないのだ。

〈竜眼〉をもらった自分が、最後の竜の子どもを見捨てられるわけがない。

「…………僕は竜に借りがあるし。ここで放り出して、茉莉花が魔法使いになにかされたら寝ね覚ざめが悪いし……だから」

「……あの、兄さま。それって？」

　てのひらで涙を拭ぬぐって、茉莉花が顔をあげた。

「ずっとじゃないけど……ここにいてもいいよ」

「は、はいっ！」

　ぱぁ、と笑え顔がおになった茉莉花が、床ゆかにくっつくくらいの勢いで頭を下げる。

「茉莉花、兄さまの妹として一いつ生しよう懸けん命めいつとめます！　どうかよろしくお願いします！」

　晴空は覚かく悟ごを決めた。

　できるだけ早く茉莉花の育ての親と連絡を取って、茉莉花を帰す。

　それまでは彼女を魔法使いから全力で守る。

「本当に、これからよろしくお願いしますね。兄さま」

　茉莉花は椅子から立ち上がり、深々とお辞じ儀ぎをした。

「うん。よろしく」

「兄さま」

「……うん？」

「…………呼んでみただけです。えへへ」

　とろけそうな顔で、頬ほおを押さえる茉莉花だった。










「じゃあ、この部屋を使って」

　荷物を片付けて、掃そう除じ機きをかけたら準備完かん了りよう。もともとは物置にしていた二階の和室で、ずっと閉めきってたから湿っぽい。窓を開けると、住宅街の向こうに商店街と高速道路、そして晴空が通う学校が見えた。さらにその向こうには深い山。あれが五年前に竜が死んだ山だ。その麓には魔法使いの名家、東方を治める〈天伎家〉の屋や敷しきがある。

「ここが茉莉花のお部屋なんですね……」

　茉莉花はうっとりした顔で、掃そう除じが終わったばかりの部屋を眺めていた。

「で、最初に話しておきたいことがあるんだけど」

　掃除機を片付けながら、晴空は言った。

「家族会議ですか!?」

　窓から外を眺めていた茉莉花が、電光石火で振ふり返る。彼女は部屋の隅すみに重なってた座ざ布ぶ団とんを畳たたみに滑すべらせ、ジャンプしてその上に正座状態で着地。すぐそばで晴空の顔を見上げながら、こぼれそうな笑顔で手を挙げる。

「はい！　茉莉花はさっき兄さまのお菓か子しを勝手に食べました！」

「目の前で見てたから知ってるよ」

「怒おこらないんですか？」

「茉莉花の家族会議って怒られるの限定なの？」

「そういうのあこがれでしたから……」

　ぽーっとした顔でつぶやく茉莉花。

「はい兄さま！」

「今度はなんだよ」

「茉莉花はさっき兄さまがトイレに立った隙すきに、兄さまが飲みかけのお茶を飲んじゃいました！　間接キスしても胸のどきどきが変化しませんでした！　だから、茉莉花と兄さまはもう家族だと思います！」

「そういうことを話したいんじゃない！　その――」

　晴空は咳せき払ばらいをしてごまかす。さっきから茉莉花のペースに飲まれっぱなしだ。

「僕ぼくたちが一緒に暮らすためのルールを決めておきたいんだ」

「ルール、ですか？」

「僕たちはお互いのことをなにも知らない。だから、ここまでやったら喧けん嘩かになる、とか、そういうラインをちゃんと引いておいた方がいいと思うんだ」

「難しくてよくわからないですけど兄さまがそう言うなら」

「まず、お互いのプライバシーは大事にすることにしよう」

「……はい」

　晴空の言葉に茉莉花は、不承不承、って感じで頷うなずいた。

「あと、茉莉花は人前で竜りゆうの力を使わないこと。魔法使いに見つかると面めん倒どうなことになるから。茉莉花の安全のためにも」

「心配してくれるのは兄さまが茉莉花を愛しているからですか？」

「――ちょっ!?」

「兄さまの気持ちは嬉うれしいです。でも、わざわざ口にしなくても大丈夫です。家族なんですから、兄さまが茉莉花を愛してることはわかって――」

「僕からの提案はこれくらい！　茉莉花はなにかある？」

　晴空は構わず続ける。茉莉花の反応を気にしてたら話が進まない。

「はい。では、茉莉花からも提案です！」

　畳の上に正座したまま、しゅた、と手を挙げる茉莉花。

「『おはよう』と『おやすみなさい』はちゃんと言いましょう」

「子どもかよ……まぁ、いいけど」

「ごはんは一緒に食べましょう。難しい時は、朝ごはんだけでも」

「うん。わかった」

「お風ふ呂ろは一緒に入りましょう。難しい時は、シャワーだけでも」

「うん。わか――るかなんだよそれはっ！」

「え？　兄妹は一緒にお風呂に入って洗いっことかするものじゃないんですか？」

「それは小さい時の話！　茉莉花も僕も年ねん齢れい的てきには高校生だろ!?」

　そもそも血は繋がってないし、遺伝子の繋がりだってあやしいのに。

「茉莉花と兄さまには小さい頃ころの思い出がないです。なので、小さい子どもがやりそうなことを、さかのぼってやるべきだと思うです。具体的には一緒に寝ねたり一緒にお風呂入ったり、手を繋いで集団登校したりです」

「茉莉花……家族に変な夢見てない？」

　なんとなく頭痛を感じて、晴空はこめかみを押さえた。

　茉莉花は不満そうに唇をとがらせて、

「しょうがないじゃないですか、茉莉花には今まで家族って呼べる人がいなかったんですから」

「……育てのお母さんは？」

「梢さんは、自分は家族じゃないって言ってました。茉莉花は竜からの預かりもので、いつか竜の眷けん属ぞくに返すべきものだって」

　おだやかな口調でつぶやく茉莉花。

「茉莉花は、竜の血を引く最後のひとりです。茉莉花で最後なんです。竜は恐竜さんや原人さんみたいに、『過去にいた』生き物です」

　茉莉花は祈るように手を合わせて、晴空を見つめた。

「だから最後の竜の子どもは、家族と一緒に幸せな時間を過ごしたって、みんなに言えるようにしたいんです。人間を嫌いになんかならないよ。兄さまと一緒にいたんだよ、って」

「……う」

　晴空は言葉に詰まった。

　ずるい。そういうのってずるい。「最後の竜」ってのは殺し文句だ。

　それに、兄さまって言われても困る。いきなり茉莉花を家族だなんて思えない。

　晴空は魔ま法ほう使つかいの失敗作で、中途半端な〈竜りゆう眼がん使い〉

　茉莉花は竜と人の血を半分ずつ受け継いだ、中途半端な〈神獣〉

　似たもの同士の同居人ってことなら、しばらく一緒に暮らせるかもしれない、けれど。

「……えっと。それじゃ、もうひとつお願い」

　なんとか気分を切り替かえて、晴空は真ま面じ目めな顔になる。

「一緒に暮らすことになったからには、茉莉花を育ててくれた人に挨あい拶さつしといた方がいいと思うんだ。だから、連れん絡らく先さきを教えて」

「は、はいっ！」

　茉莉花はメモ帳を取り出し、そのうちの一枚を破って晴空に差し出した。

「じゃあ兄さまのご家族も紹介してください。お世話になるのに挨拶もなしなんて、茉莉花はそんな非常識じゃないです」

「いないよ」

「…………え？」

「僕に家族は、いない。そういうのは、いないんだ」

「いない……って、まさか兄さまも卵から生まれたんですか!?」

「『も』って、茉莉花は卵から生まれたの!?」

「正確には外殻型胎たい盤ばんというものらしいです。あ、おへそはありますよ？」

「スカートまくりあげるなってば！　見せなくていいっ！　とにかく、僕には連絡しなきゃいけない家族とかいないから」

　晴空は慌あわてて茉莉花のスカートを押さえた。

　とにかく魔法使いから茉莉花を守る。それだけは決めた。後のことは後で考える。

『さらばだ、人間の幼生体よ。長き生の終わりに、汝を信じられたことを幸せに思う』

　最後の竜は優しかった。

　その子どもに、人間を嫌いになってほしくない。







第二章〈魔法喰らいアツシユ〉







　夜、茉まつ莉り花かがくれたメモの番号に電話をかけたら、女の人が出た。

『……Hi　Kozue Rindoh is Speaking』

「あなたが茉莉花の育ての親――竜りん胆どう梢こずえさんですか？」

　流ちょうな英語で話す女性に、晴はる空あきは問いかける。

「はじめまして、葛かつら木ぎ晴空と言います。茉莉花はうちで預かってます」

『君のことは知ってるよ。茉莉花はどうしてる？』

　少し間があって、感情のない声で返事が返ってきた。

「寝てます。長旅で疲つかれたんでしょうね」

『そっか。ちゃんと無事に着いたんだ』

　携けい帯たいの向こうで、かすかに溜息をつく気配があった。

『ま、五歳で一緒にサハラを横断したこともあるから、心配しちゃいなかったけどね』

「なんでそんな小さい頃から人生ベリーハードなんですか」

『この世界で生き残る手段を教えたかっただけさ』

「はっきり言います。茉莉花を引き取りにきてください」

　携帯の向こうにいる女性、竜胆梢に向けて、晴空は告げた。

『……〈血の盟約〉は効かなかったのかな？』

「効きませんでしたよ。というか、初対面で人生差し出されても困ります」

『ふーん。魔ま法ほうの術式とかも全部メモ帳に書いといてあげたのにね。あのお馬ば鹿か、自己流でやっちゃったか。まぁ、いいんじゃないかな？　茉莉花も君に魔法をかけて同居するなんて、気が進まなかったみたいだし』

「だけど、僕じゃ茉莉花を引き取れない」

『はぁ!?』

　電話口の向こうで、竜胆梢は別次元の生命体に出会ったような声をあげた。

『なんで？　あんな可か愛わいい子が転がりこんできたんだよ？　萌もえない？』

「萌えるか」

『義ぎ妹まいだよ？　君が若い劣れつ情じように駆かられて理性をなくしても法律違い反はんにはならないんだよ？　それに、はんぱに竜の血を引くもの同士はえっちしても子どもはできない――あれ？　はんぱに竜の血を引くもの同士じゃないと子どもはできないんだっけ？　どっち？』

「知るかっ!!」

　思わず叫さけんでから天てん井じようを見る。ここは一階。キッチンの隅。

　二階で寝てる茉莉花が起きた気配は――なし。

『君に迷めい惑わくをかけるつもりはないよ。生活費は茉莉花名義の口座にちゃんと振り込むし、あの子を君と同じ学校に通わせる手続きも進めてる。なにが不満なんだい？』

「――ちょっと待った！」

　耳を疑うセリフに、晴空の呼吸が一いつ瞬しゆん、止まった。

「僕と同じ学校って、僕がどこに通ってるのかわかって言ってんのか!?」

『時とき軸じく学園だろう？』

「時軸魔ま法ほう学園だよ！　魔法使いを育成するための学校！」

　世界には十数カ所の〈魔法特区〉がある。

　神しん獣じゆうを駆く逐ちくしたあと、人間との交こう渉しようの末に魔法使いが手に入れた自治区で、その土地の中では、魔法使いは四名家の管理のもとに魔法を使うことが認められている。そして、特区の中には次世代の魔法使いを育成するための魔法学園がある。

　その中でも時軸学園は、一いつ般ぱんの学生向けのクラスもあるオープンな施し設せつだ。少数派である魔法使いが社会から孤こ立りつしないように、一般生徒と魔法生徒の交流を深めよう、というのが学園の出資者の考えらしい。そのため一般人向けの〈普ふ通つう科か〉は入学金も授業料も免めん除じよされている。

　魔法使いになれなかった晴空が〈普通科〉に通っているのは、単純に学費の節約のためだった。

「竜の眷属を魔法学園に通わせてどうするんだよ!?」

『ばれなきゃいいだろう？　茉莉花はぱっと見、人間の美少女なんだから』

「魔法使いを――四名家を、甘く見るな」

　竜の関係者なら知っているはずだ。魔法特区を支配している、魔法使い四名家のことを。

　魔法使いは、百年前に起きた神獣と人間の対立を最大限に利用した。

「神獣は人間の世界をおびやかす危険生物である」と、危機感をあおり、自分たちは世界の平和を守る正義の味方として、一般人の側に立ち、神獣を殺した。

　当時、最も強かった四人の魔法使いがいた。

　彼かれらは神獣を人の領域から駆逐したあと、それぞれに魔法使いの組織を作った。それが魔法使い四名家。魔法特区は彼らによって管理されていて、魔法使いの多くは、次の四名家のいずれかに所属している。

　世界の四つの方位を治める魔法使い名家は次の通り。

　南の摩耶マーヤー。

　北のカインズ。

　西のアグリッパ。

　東の天あま伎き。

　そして晴空の住む唯ゆい月づき市には、東の天伎家の本拠地がある。

　天伎家は魔ま法ほう特区である唯月市において、違法魔法の取り締しまりなどを担当している。晴空が通う時軸学園の校長や理事長も天伎家の人間だし、そもそも唯月市の市長だって天伎家の血縁者だ。

　いわばこの唯月市は、東の魔法使いの総本山でもあるのだ。

『でもさ、天伎家は魔法使いの中でも唯一、竜をあがめて共存してきた一族だよね？　彼らが茉莉花に手を出すわけないじゃんか』

　それは晴空も知っている。有名な話だ。

　創始者が竜に借りがあるとかで、天伎家は竜にだけは手を出さなかった。けれど、

「この町には他の魔法使いだって来るんだ。安全だなんて保証はどこにもない。そんなとこに茉莉花を置いとくわけにはいかないだろ？」

『そんなに茉莉花を心配するのは、あの子を愛しているからかい？』

「話そらすな。あと、茉莉花の家族観が変なのはあんたのせいかよ!?」

『うん。家族は甘あま々あまとろとろってのが私のモットーだからね。とにかく安心したよ。君になら、茉莉花を預けても大丈夫そうだ』

「……は？」

　晴空は絶句した。危機感のまったくない、彼女の答えに。

「なに言ってんだよ！　茉莉花が危ないってのがわかんないのか!?」

『わかってるよ。だけど、茉莉花が生きていくためには、どのみち魔法使いと接せつ触しよくするのは避さけられない。彼らがすでにこの世界の上位種である以上ね』

　背筋が寒くなるほど冷えきった声が、電話口から流れ出る。

『生き残れ』

「……竜胆梢、あんたなに言って――」

『私は竜が滅ほろんだとは思っていない。竜たち神獣は新たな進化の段階に入った。そのはじまりが茉莉花と君だ。竜と人が愛し合って生まれた子どもと、竜の一部を託された子ども』

「ふ、ふ、ふ、ふざけんなああああああっ！」

　こっちは真面目に話をしてるのに！　茉莉花の身の安全がかかってるのに！

「あんたは茉莉花のことはどうでもいいのかよ!?」

『私の役目は終わった。なお、君へのプレゼントを茉莉花に託している。あれは君が持つべきものだ。くれぐれも、茉莉花をよろしく頼たのむ』

　早口で言いたいことだけ言って。電話は切れた。

　すぐさまリダイヤルする。だけど、

『お客さまのおかけになった電話番号は現在使われておりません』

「解約かよ!?」

　電話を切って一分も経たってないのに。

　晴空にはわかった。竜胆梢は、こっちが電話してくるのを予想していた。どう答えるかも準備していた。そしてあの人には茉莉花を引き取る気がない。

　茉莉花にはもう、この家しか居場所がない。

「――茉莉花は――守る」

　けれど、魔法使い相手にどうしろっていうんだろう。

　あいつらは〈杖つえ〉の一ひと振ふりで魔法を連射してくるのに。

「……プレゼントってなんだろう」

　晴空は電話を置いて、寝しん室しつに向かった。










　プレゼントは、晴空の部屋に置いてあった。

　正確には、それをつかんだ茉莉花が、晴空のベッドにつっぷしていた。

　パジャマ姿の茉莉花。その手には鋼鉄製のアタッシェケース。

「……はっ！」

　背せ伸のびした猫ねこみたいなポーズで寝ね息いきを立てていた茉莉花が、突とつ然ぜん、がば、と顔を上げた。

「ね、寝てないです。茉莉花寝てないです」

　アタッシェケースを頭上にかかげて、茉莉花は海草のようにゆらゆら揺れる。

　どうして茉莉花がここにいるのか、なんとなくわかった。

　晴空にプレゼントを渡わたそうと待ち構えていたら、眠ねむ気けに負けて力ちから尽つきたらしい。

「い、意識はクリアーなので問題なしです。これを兄さまに渡すまで寝るわけには――」

「あーもう、わかったから」

　晴空は茉莉花の背中に布ふ団とんをかぶせた。

「プレゼントはちゃんと受け取るから。もう寝ろって」

「本当、ですか？」

「うん」

　見てられなかった。半分眠ねむりかけた茉莉花が必死に掲かかげるアタッシェケース。指が滑ったら確実に彼女の脳天を直ちよく撃げきするそれに、晴空は急いで手を伸のばす。

「よかったです。それは、大事なもの、です……」

　安心したのか、茉莉花は、ベッドにぱたん、と倒たおれて、目を閉じた。

「これは世界をくつがえす切り札になるって梢さんが………………。おやすみなさい」

「……世界をくつがえす切り札？」

　晴空はアタッシェケースを振ってみた。音はしない。ただ、重い。

　大きさはノートパソコンが入るくらい。ボタンを押おすと、簡単にロックが外れた。

「…………どうやって国内に持ち込んだんだろう」

　入っていたのは、銀色の拳けん銃じゆうだった。

　回転式の弾だん倉そうがついていて、グリップと銃身には魔法文字が描えがかれている。

『すべての魔ま法ほうを壊こわすもの。塵と化しアツシユ・灰に還れトウ・アツシユ』

〈アッシュ〉――それがこの拳銃の名前のようだった。

　銃身の横に、小さく折りたたまれた紙が入っていた。上の方に「竜胆梢」の署名がある。彼女が書いた、この銃の説明書らしい。

『この銃は魔法使いを呪のろった竜が作りし、すべての魔法を壊すもの』

「魔法を壊すもの……？」

　そんなもの、聞いたことがなかった。

『アッシュが撃うち出す銃弾は魔力の流れを破壊する。いかなる魔法であっても、銃弾を受けたものは消滅する。これは竜の眷属にしか使えない、最強の魔銃』

　魔法使いと竜たち〈神獣〉の戦力が拮きつ抗こうしていたころ、自分たちが滅ぼされることを予想して、対たい抗こう策さくを練っていた竜がいた。彼は人に姿を変え、魔法使いたちの魔法技術や、魔力を宿した武器についての研究を続けた。

　そして作り上げられたのがこの拳銃〈魔法喰らいアツシユ〉

　どんな魔法でも、銃弾を当てさえすれば打ち消すことができる。まさに無敵の――

「………………使えねぇ……」

　晴空はがっくりと肩を落とした。

　今は、魔法使いがのんきに呪じゆ文もんを唱えてた時代とは違ちがう。彼らは〈杖〉の一振りで弾幕を張ることができる。この銃で魔法を撃ち落とすことはできるかもしれないけど、それは飛んでくる銃弾を銃弾で撃げき墜ついしろってのと同じだ。無理がありすぎる。

「わかってないのか……。魔法使いの強さが。茉莉花も、茉莉花の育ての親も」

　この町は茉莉花にとって危険すぎる。

「……なんとかしないと」

　正体を隠かくして暮らしていくか、なんとかして茉莉花の育ての親を探し出すか。

　魔ま法ほう使つかいになりそこねた十五歳に竜の運命は、荷が重すぎた。










　次の日。

「『爆炎の矢、五連星フイフスミーテイア』!!」

　生徒が振りおろした〈杖〉から真しん紅くの矢が発射された。

　矢は体育館ほどの広さがある空間を一瞬で横断し、壁かべ際ぎわに設置された標的に突つき刺ささる。

　轟ごう音おんとともに標的――防ぼう御ぎよ魔法が施ほどこされた鉄製の柱――が吹ふき飛んだ。

　地上に設置された、魔法練習場アリーナ。そこに集まった生徒たちから歓かん声せいが上がった。

　――ここが普通の学校ならよかったのに。

　三階の窓から練習場を見下ろしていた晴空はため息をついた。

　ここは唯月市にある時軸学園。

　東方を治める魔法使い名家、天伎家によって作られた、魔法使い養成学校だった。

　広大な敷しき地ちを持ち、木々に囲まれた学園は町のランドマークにもなっている。

　正方形を描くように配置された校舎は、それ自体が強力な結界だ。魔法効果や騒そう音おんを外部に漏もらさないように設計されている。中庭にあたる部分には円形のアリーナがあり、学園のどこからでも、魔法使いの卵たちの練習風景を見ることができる。

「やっぱりすごいね……魔法使いって」

　小さな声に振り向くと、晴空の後ろにクラスメイトが立っていた。

　背は晴空より少し低い。長い前まえ髪がみが、表情を隠している。華きや奢しやな身体に不ふ釣つり合あいなほど発達した胸の前で手を組み合わせ、彼女は照れくさそうに晴空の隣となりに腰こしを下ろす。

「五方向からの同時魔法展開……この如月きさらぎのるんも、彼らの実力には一歩ゆずるの」

「いやここ一般人向けの〈普通科〉だから。対たい抗こう心しん燃やしてもしょうがないから」

　遠えん慮りよがちな口調で大たい言げん壮そう語ごをつぶやくクラスメイトに、思わず突っ込む晴空だった。

　二人で、四方を校舎に囲まれたアリーナを見下ろす。

　アリーナは周囲に防御用の結界が張られた、屋根のない体育館のようなものだ。

　中央に魔法の練習をするためのグラウンドがあり、それを観客席が取り囲んでいる。

　皆みなが見守るなか、次の生徒が現れ、首から提さげたペンダントを握にぎりしめる。

　あれが魔ま法ほう使つかいの切り札である〈杖〉の起動キーだ。生徒が小さくつぶやくと、手の中に銀色の〈杖〉が出現する。人の腕うでの半分くらいの長さがある金属製の棒で、表面に魔力のラインが走っている。

「〈杖〉ってかっこいいよね。わたしも欲ほしいな……」

　うっとりと魔法使いの武器に見とれているクラスメイト、如月のるん。

　魔法使いと一般人の関係は、今のところは良好だ。

　特区外での魔法使用は基本的に禁止されているし、小さな事故が起こることはあっても、それは素す早ばやく四名家によって処理されていく。人間との間にトラブルを起こさないように、天伎家は慎しん重ちように特区を管理している。

　それに魔法使いと神獣との戦いは、写真や文章記録も残っている「生きた」英えい雄ゆう譚たんだ。　凶暴な神獣から人間を守ってくれた魔法使いに憧あこがれて転校してくる生徒もいるし、魔法生徒の練習風景を見て魔力に目覚める生徒もいる。

　アリーナを見下ろしながら寒気を感じているのは、晴空くらいだろう。

「あの〈杖〉が世界のすべてを変えたんだよな……」

　そして神獣を滅ぼした――どうしても、そう考えてしまう。

〈杖〉は生徒の魔力を受けて、どくん、どくん、と脈打っている。

〈生命金属〉――それが〈杖〉の素材となっている物質だ。

　文字通り生命と原始的な知能を持つ金属で、その精製方法は四名家しか知らない。

　昔の魔法使いは、声で〈呪文〉を唱えていた。

　だが、声による詠えい唱しようでは、同時にひとつの呪文しか唱えられなかった。途と中ちゆうで発音を間ま違ちがえたり、集中が途と切ぎれたりすれば、魔法は失敗してしまっていた。

〈杖〉はそれらの問題をすべて解決した。

〈生命金属〉で作られた〈杖〉は、魔法使いが唱えた呪文を記き憶おくする。一度記憶させた呪文は、魔力を注いで〈杖〉を振れば即そく座ざに発動できる。さらに〈杖〉にはいくつでも呪文をインストールしておける。

〈杖〉は覚えた呪文を音ではなく、図形――〈魔法陣〉に変へん換かんする。それを空中に映し出すことにより、一瞬で魔法を発動させる。魔力で描かれた〈魔法陣〉は、普ふ通つうの環かん境きようでは目に見えないので、敵に魔法を読み取られることもない。おまけに〈魔法陣〉を複数発生させることで、同時にいくつもの魔法を使うことができる。

　その結果、魔法使いは〈杖〉の一振りで弾幕が張れるようになった。

　スピードと効率を極きわめた〈杖〉の魔法は、竜たち神獣を圧あつ倒とうした。

　いくら竜の鱗うろこが強くても、四方を囲まれ、数時間にわたって攻こう撃げき魔ま法ほうをくらい続けたら耐たえられない。感覚器官を破は壊かいされ、内臓を灼やかれ、四し肢しを潰つぶされて死んでいった。

　――この学園に茉莉花を、正体隠して通わせるって……。

　あり得ない、と思う。いくら茉莉花が、見た目は普通の女の子だとしても。

　晴空は制服のポケットから携帯を取り出した。休み時間ごとに電話して、茉莉花が家にいるのは確かく認にんしてる。ねぼけ口調で返事してくるのは、長旅の疲れが残ってるからだろう。

　だけど、茉莉花をずっと家に閉じ込めておくわけにもいかない。

「あのさ、如月」

「なぁに、葛木くん」

「如月は竜って、知ってる？」

　晴空の質問に、如月のるんは少し考えてから口を開く。

「人を襲おそう神獣の中でも最強の種族だよね？　最後まで魔法使いに抵てい抗こうしていたものたち。出会ったらすぐに魔法使いを呼んで駆逐してもらわなきゃいけないって」

　絶望的な気分になった。

「…………ごめん、忘れて」

「変なこと言ってないで、一いつ緒しよに天伎家に就職するためにがんばろ？」

「いや、僕はそんな気ないんだけど」

「それにしては放課後いつも図書館で遅おそくまで勉強してるよね？」

「授業料がただなんだから、使わないともったいないし」

　晴空は、のるんから視線を逸そらした。

　魔法使いとして〈失敗作〉だった自分が、いまさら天伎家に入れるとは思えない。

　小さい頃は天伎家の訓練施設にいたけれど、今では記録も抹まつ消しようされているはずだ。魔法使いになれず、竜の力にすがった子どもなんて、天伎家にとって汚お点てんでしかない。

　晴空の〈竜眼〉のことも、知っているのは天伎家の当主と、その血けつ縁えんの魔法使いだけだ。

「それに〈普通科〉の生徒は入学時に魔力チェックを受けてるだろ。僕たちは魔力がない。だから、魔法は使えない。四名家に入れるわけないじゃないか」

「今は魔力がなくても、いつか覚かく醒せいするかもしれないよ？」

　窓まど枠わくに腰こし掛かけ、脚あしをぶらぶらさせる如月のるん。

「わたしの魔力も、そのうち大覚醒するかもなんだよ？　〈光フオ子トンの・プ魔リン姫セス〉を超こえて……世界を変えるの。一般人と魔法使いがもっと仲良くなれる世界に……」

　世界規模の夢をのるんが口にした瞬しゆん間かん――

　晴空たちの教室に向かって巨きよ大だいな鉄柱が飛んできた。

　魔ま法ほうで吹き飛ばされた鉄柱――練習用の標的が校舎に張はり巡めぐらされた防御結界に激げき突とつする。衝しよう撃げきで窓の強化ガラスが震ふるえ、不協和音をかき鳴らす。

「あ……〈光フオ子トンの・プ魔リン姫セス〉天伎愛あい菜なさまだ……」

　如月のるんが呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

　地上のアリーナに、いつの間にか黒くろ髪かみの少女が立っていた。

　生徒も教師も思わずため息をつくほど美しい少女だった。

　背は晴空より少し低いくらいだろう。すらりとした手足を伸ばし、金色の〈杖〉を握りしめている。芸術的なまで整った顔は、氷のような無表情。周囲が向ける熱っぽい視線を受けて、彼かの女じよはうっとうしそうに、肩かたまである黒髪をかきあげた。その態度のせいか、可愛い顔立ちながら、近寄りがたいほどの高貴さを感じさせる。

「〈光子公転フオトンエイジス――天エン使ジエのリツ光クハ輪ロウ〉」

　愛菜は、空中の標的に向かって〈杖〉を振った。

　瞬間、完全なる真円を描いた光の輪が生まれ、すべての標的が蒸発した。

　複数の魔法を組み合わせ、その発動のタイミングを完全に同期させなければいけない絶技を当然のようにこなし、愛菜は手を振って次の標的を要求する。

　彼女、天伎愛菜は天伎家の当主の孫だ。

　年長の魔法使いたちをさしおいて、次期当主候補第三位に任ぜられ、〈光子の魔姫〉の二つ名まで授さずけられている。この学園においては魔力・魔法の技術ともに最強。一年生ながら生徒会の副会長まで務めている。文字通り、学園のトップに立つ少女だった。

「……やっぱり雲の上の人なの……今のところは……まだ」

　窓まど際ぎわで頬ほお杖づえをつきながら、如月のるんがさりげなく挑ちよう戦せん的てきなセリフを口にする。

　それが聞こえたかのように――愛菜が、こちらを見た。

　晴空と愛菜の視線が一瞬、絡からみ合う。愛菜の口が、かすかに開きかける。

　けれど彼女はなにも言わず、地上に視線を戻もどした。

「〈狂乱せしカオテイツク・爆炎メキド・巨人のテイターンズ・演舞ロンド〉」

　愛菜の〈杖〉の先に赤い光が宿り、膨ふくれあがっていく。膨ぼう大だいな熱を受けて、風が渦うず巻まく。生徒たちが一いつ斉せいに伏ふせる。それぞれに〈杖〉を取り出し、防護用の魔力障しよう壁へきを展開する。

　そしてアリーナに爆炎魔法が炸さく裂れつした。

「――きゃ！」

　如月のるんが耳を押さえてうずくまる。

　アリーナが爆風と土つち埃ぼこりにつつまれる。なにも見えない。驚おどろいた生徒たちが窓際に集まってくる。予想外の威い力りよくに警報が鳴り始めたとき――

　突然、晴空の制服のポケットで携帯が震えた。

　反射的に取り出して耳に当てると、

『メールの返事くらいさっさとよこしなさい！　晴空ってば、もーっ！』

　短いメッセージのあと、ぷつん、と通話は途切れた。

　爆炎がおさまりはじめたアリーナ。

　中央に立つ愛菜は、ちょうど携帯電話を制服のポケットにしまうところだった。

「……ふーん、だ」

　ぷい、と、晴空から視線を逸らして、愛菜はアリーナを出て行った。

　なぜか殺気を感じながら、晴空はメールを起動。二十分前に一件、受信していた。

　送信者は「天伎愛菜」、件名は「仕事の依い頼らい」




『天伎家より〈竜眼使い〉に仕事を依頼します。

　今夜十二時までに、廃はい墟きよ地区の指定の場所へ来ること。依頼内容はその時に伝えます。

　緊きん急きゆうのため、拒きよ否ひは認めません。どうしても駄目なら、直接あたしに言いにきなさい。

天伎　愛菜』




　天伎愛菜から――正確には天伎家からの仕事の依頼だった。

　一人暮らしの晴空は生活費もかかる。両親の遺産も多少はあるけど、なに不自由なく生活できるほどじゃない。だから時々、〈竜眼〉のことを知っている天伎の人間から仕事を受けている。魔法使いになれなかったできそこないでも、そこそこの使い道はあるらしい。

「……バイトが入るのはありがたいんだけどさ」

　爆炎魔法でカムフラージュして電話してくるのはどうなんだろう。

　ため息をついた瞬間、二通目のメールが画面に表示された。




『追つい伸しん。ついでにコンビニでおやつ買ってきて』




「……人をパシリに使うな、魔法使い」

　晴空はぼやきながら、携帯をポケットに戻した。










「――遅い」

「真夜中に呼び出しといて、最初のセリフがそれ？」

　晴空の言葉に、愛菜は「当然」って顔でうなずいた。

「急ぎだって言ったのに、日付変わるぎりぎりじゃない」

　愛菜は廃はい屋おくの門の前に座すわり、こっちを見ていた。

　綺き麗れいな黒髪が、夜風に揺ゆれている。お嬢じよう様さまっぽく見えるのは、銀と水すい晶しようで飾かざられた髪かみ留どめのせいだろう。きっちりと制服を着込んでいるが、それを見る人間は、周囲数キロメートルには晴空しかいない。二人のまわりにあるのは崩くずれかけたブロック塀べいと、とっくに消えてしまった街灯、灯あかりの点つかない自じ販はん機き、それくらいだ。

　今の時刻は午後十一時五十五分。ここは唯月市のはずれ。川沿いにある、廃墟地区。

　十年前に行われた、大規模な魔ま法ほう儀ぎ式しきの失敗で人がいなくなった土地だった。

　面積は唯月市の三分の一くらい。川と山に囲まれ、周囲からは隔かく離りされている。もともとは再開発地域だったのだけれど、魔法儀式の直後から住人が幻げん覚かくを見るようになったり、五感が狂くるって平へい衡こう感覚がおかしくなったり、集団で記憶障害が起こったりという現象が発生するようになった。当時はパニック状態だったらしい。

　異常現象は半年くらいで落ち着いたけれど、住人はみんなこの町を去っていった。

　今は土地すべてを天伎家が買い取り、魔法使いの実験場にしている。

「で、なによその格好。外出する時は制服で、って、校則に書いてあるでしょ？」

　愛菜は自分の制服と晴空の服装を見比べ、むっとした顔になる。

「時軸学園の制服は魔法使いの正装として認められてるんだから。なのに、なんでパーカーとジーンズなのよ」

「出かけるときにトラブったせいで、着き替がえる時間がなかったんだよ」

　正確には、茉莉花が眠るまで時間がかかっただけだった。

　昼間、ずっと一人で留守番させてたせいで、晴空が家に帰るなりくっついてきて、夕飯を食べてから眠るまでほとんど密着状態だった。やっと茉莉花が寝ね付ついて、晴空がこっそり家を出てくる頃ころには、日付が変わる直前になっていた。

「それに、おやつ買わなきゃいけないから慌ててたんだってば。ほら」

　晴空は自転車のカゴに入れたコンビニ袋ぶくろからシュークリームを出した。

「……他に言うことないの？」

　愛菜はむっとした顔でそれを受け取る。晴空は少し考えてから、

「遅おくれて申し訳ありませんでした。天伎家次期当主候補第三位、天伎愛菜さま」

「違うー。コーヒー、自分の分だけ？」

　愛菜はコンビニ袋を指さし、駄だ々だっ子みたいに足をばたつかせた。

「あたしも眠いの！　仕事がなければとっくに寝ねてる時間なの！　なのにコーヒーは自分の分だけなの!?」

　うー、と恨うらめしそうな顔の愛菜。

　晴空は買い置きにするつもりだった缶かんコーヒーを取り出し、愛菜に向かって放り投げた。キャッチして、愛菜はプルタブを開けて一気に飲み干し――

「……晴空のいじわる」

　涙目になった。

「ど、どうしてブラックなんか買ってくるの？　苦いの駄だ目めだって知ってるでしょ!?」

「………………めんどくさい」

　晴空は構わず自分の分の缶コーヒーを開けた。愛菜のこういう態度には慣れっこだ。

「学園では『天伎家当主候補、天伎愛菜です』って顔してるのに、どうして外だとこんなゆるゆるなんだよ」

「しょ、しょうがないじゃない。時軸学園は天伎家が出資してる学校だもん。あたしがみんなに変なとこ見せるわけにはいかないもん」

「それって疲れない？」

「疲れるわよ？　だから晴空で発散してるんじゃない」

　いーっ、と歯をむき出す愛菜。

　晴空と愛菜は、小さい頃からの幼おさな馴な染じみだ。

　晴空が天伎家の訓練施設にいた頃、愛菜は彼の隣の席で魔法を勉強していた。

　晴空は魔法使いになるために、愛菜は当主候補になるために。

　結局のところ晴空は魔法使いにはなれず、愛菜は望み通りに天伎家当主候補になり――道は分かれてしまったけれど、二人の関係は今でも変わらない。

「少しは同情してよね。女の子がこーんな時間までお仕事してるんだから」

　愛菜は、はむ、とシュークリームに噛かみ付いた。すると反対側からクリームが飛び出して、愛菜の手にかかる。愛菜はまた涙目で晴空を見る。晴空は慣れた手つきでポケットからティッシュを取り出して愛菜に渡した。

「なんでそんなに不器用なんだよ。〈光子の魔姫〉」

「うっさい！　それより、仕事するからついてきて！」

　愛菜は手を拭ふいて立ち上がった。廃屋の門を通り抜ぬけ、晴空を手招く。

「実は数日前、この町にはぐれ魔法使いが入り込んだの」

「はぐれ魔ま法ほう使つかい？」

「天伎家の関係者でも、学生でもない奴やつ。気配を消すのがうまくて、最近まで居場所がわからなかったの」

　愛菜と晴空はそのまま廃屋の庭に回り込む。

「で、今日、新しい情報が入ったの。この付近で奇き妙みような光を目もく撃げきしたって。おそらく、なにかの魔法が使われたんだと思うわ」

「つまり僕ぼくに、魔法の痕こん跡せきを追跡トレースしろってこと？」

　呼ばれた理由がやっとわかった。

　愛菜が担当してる、魔法特区内の事件調査。それを手伝えってことらしい。

「そういうこと。私が晴空に仕事を回すように言ったんだからね。感謝してよね」

　晴空の答えに、愛菜は得意そうに鼻を鳴らした。

　しばらく進むと廃屋の裏庭に出た。ペンキの剥はげたチェアーと、丸いテーブルが転がっている。そのまわりには雑草が手当たり次し第だいに生えていた。放ほう棄きされてから、ほとんど人が立ち入っていないのだろう。

　けれど、庭の真ん中には不自然な空間があった。

　まるで巨大な手でえぐられたように、そこだけ土が丸くむき出しになっている。

「ここね。どう思う？　晴空」

「なんというか、天伎家の特区で使うにしては雑な魔法だよな」

「うちも舐なめられたもんよねー」

　愛菜は鬱うつ陶とうしそうに髪かみをかき上げて、肩をすくめた。

「さっき解かい析せき魔法を試ためしてみたけど、反応はなかったわ。簡単にトレースできるような痕跡を残しておくようなへまはしない、ってことね。でも――」

　ととん、と、スキップして、晴空の目の前に来た愛菜が、笑う。

「晴空の眼めならどうかしら。ね、〈竜りゆう眼がん使い〉」

「はいはい」

　晴空は〈竜眼〉を起動した。




「解析」




　人間の視界から、竜りゆうの視界への移行。

　地面、草、それに人が、ぼんやりと光を放ちはじめる。蛍ほたる火びのようにかすかな、オレンジ色の光。誰だれもが持っている生命力のようなものだ、と、誰かが言っていた。

　それとはっきりと区別できるのは、魔力の光。

　魔ま法ほう使つかいや神獣が持っている、もうひとつの流れだった。

　晴空は側に立つ愛菜に視線を向けた。彼女の服を通して、薄うす青あおいラインが見えた。

　血管のように、身体に魔力を行き渡らせている流れ――〈魔力系〉と呼ばれているもの。

　相変わらず、綺麗だった。

「――って、どこ見てるのえっち！」

　愛菜が真っ赤になって胸を押さえた。

「いや、魔力の流れが見えただけだし！」

「は、晴空ってそんなので興奮するの!?　しょ、しょうがないわね……」

「そこまでマニアックじゃねぇよ……」

　面めん倒どうそうに言い返して、晴空はむき出しの地面に視線を移した。

　うっすらと、魔力の痕跡が残っていた。

　解析魔法が虫眼鏡だとしたら、晴空の〈竜眼〉は電子顕けん微び鏡きようだ。残存魔力からどんな魔法が使われたかまで読み取ることができる。

「……ここで行われたのは〈探索系〉の魔法だ」

「〈探索系〉？」

「探しものでもしてたんじゃないかな。こういうのは屋内でやるより、見晴らしのいい場所でやったほうが精度が上がるから」

「わざわざ天伎家の特区にきて、探しもの？」
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　愛菜は腕うで組ぐみをして首をかしげた。

「そういう地味な魔法って趣しゆ味みじゃないのよねー。確か、探知したい相手の髪の毛とか爪つめとか、形の近いものとかが使われるんだっけ？」

「うん。それを触しよく媒ばいとして対象の居場所を特定するんだけどさ」

　晴空は〈竜眼〉を凝こらした。

「ってことは、どこかに触媒が残ってるかもしれない……」

　地面を這はう、蜘く蛛もの巣のような残存魔力が見えた。無数のラインが示す先になにかが落ちている。固くて、滑なめらかな手て触ざわりのもの。これは――

「竜の鱗ね」

　隣に立っていた愛菜が、それをつまみ上げた。

　掌てのひらにちょうど乗るサイズの、貝かい殻がらにも似たものをじっと観察する。

「図ず鑑かんで見たことあるもん。間違いないわ」

「……竜の鱗を触媒に探索魔法を使ったってことか」

「となると、狙ねらいは天伎うちの〈竜の遺産〉かな？」

　竜をあがめる天伎家が、最後の竜から受け取ったと言われる〈竜の遺産〉。

　その正体は晴空も愛菜も知らない。秘中の秘だ。

「年に一回か二回は、こういう馬ば鹿かが来るのよねー」

　愛菜は説明を続ける。

　探索魔法は竜の鱗を触媒に行われた。おそらくはこの町にある「竜に関係するもの」を探し出すために。「竜に関係するもの」といえば、天伎家が最後の竜から受け継ついだ〈竜の遺産〉しかない。つまり、はぐれ魔法使いの目的はそれに違いない――

「――違う」

　晴空の顔から、血の気が引いた。

　今、この町にある「竜に関係するもの」は〈竜の遺産〉だけじゃない。

　茉莉花がいる。竜の血を引く、竜のハーフが。

「ごめん。用事を思い出したから帰る！」

　晴空は廃屋の庭から駆かけ出した。

　竜を探すための魔法は茉莉花にも反応する。

　もし、はぐれ魔法使いが竜に関係するものを狙っているのなら、茉莉花を見み逃のがすはずがない――！

　自分の甘あまさに歯噛みする。やっぱり、茉莉花はむりやりでもこの町から出すんだった！

「ちょ、ちょっと待ちなさい！　話はまだ終わってないわよ！　ねぇ！　も――――っ！　はるあきの、ばかぁ――――――!!」










　家まであと五分。

　晴空が川沿いの道にさしかかったところで、自転車の前輪が吹き飛んだ。

「――え」

　自転車が、がくん、と、つんのめる。晴空は反射的にブレーキを握りしめる――けれど、バランスを崩した自転車は止まらない。晴空を巻き込んで真横に倒れ、そのままアスファルトをざざざざーっと、滑すべり、横断歩道の中央で停とまる。

　鳥の羽ばたきが聞こえたような気がして、晴空は上を見た。

　黒いローブを着た人ひと影かげが、空中に浮かんでいた。

「――――魔法使い」

　晴空の全身に鳥とり肌はだが立った。

　空中に浮かんでいる長身の人物。

　フードを目ま深ぶかに被かぶっていて、顔がほとんど見えない。ただ、口元だけが、病やんだ笑えみを浮かべている。漆しつ黒こくのローブからのぞいているのは、死人のように青白い手足。

　そして手の中には銀色の〈杖〉。

「襲しゆう撃げき……!?」

　どうして気づかなかったんだろう。

　はぐれ魔法使いが竜を探索サーチしていたのなら、引っかかるのは茉莉花だけじゃない。晴空の〈竜眼〉だって対象になる。こんな単純なことに気づかなかったのは――

　――茉莉花のことで、頭がいっぱいだったからだ。

　あの人なつっこい竜の眷けん属ぞくをどうやって守るかばかり考えて、自分も竜の眷属だってことを忘れていた。

　恐きよう怖ふで身体が震え出す。晴空は地面にうずくまったまま、動けない。

　よく見るとアスファルトに亀き裂れつができていた。自転車を壊したのは敵の魔法。足あし下もとからの攻撃だ。地面――地と岩を操あやつる能力――それと、気配も感じさせない飛行能力。加えて、晴空の居場所をピンポイントで探知してきた能力。

　敵ははぐれ魔法使いなんかじゃない。

　もっと上位の。おそらく魔法使い四名家のひとつ――

　大地の属性を持ち、生と死を司つかさどるもの。北方を治める〈カインズ〉の魔法使いだ。

「――〈地グラウをンデ這インうグ・悪デモ魔ンズの・ア腕ーム〉」

　魔法使いのざらついた声が響ひびく。

　呪文の詠唱を必要としない、ゼロタイムの魔法発動。地面に亀裂が走る。

「ちっ！」

　晴空は震える身体を抑おさえて立ち上がる。

〈竜眼〉には魔力の流れが見える。敵の魔法をかわした直後に逃にげるくらいはできる――

　はずだった。

「兄さま――――――――っ！　危ないっ！」

　突然、衝撃が来た。

　勢いよくぶつかってきたなにかに突き飛ばされて、晴空は地面に転がる。

　振ふり向いた晴空の視界に映ったのは、銀色の長い髪。大きな目。

　泣きそうな顔をした茉莉花が、晴空を突き飛ばすポーズのまま立っていた。

　晴空がさっきまでいた、横断歩道の真ん中に。

「ば、ばか――――――っ!!」

　頭の中が真っ白になった。

　地の底から鉤かぎ爪づめのある巨大な腕が出現する。黒く、脈打つ、岩でできた腕。

　それがアスファルトの道路を高速で横切り――

「――――――――――きゃ」

　まっすぐに、茉莉花を撥はね飛ばした。

　小こ柄がらな身体が宙を舞まい、道路に落ちる。それでも衝撃を消しきれず、路上で何度もバウンドする。茉莉花の身体はアスファルトを転がり、電柱に激突し、やっと止まった。

「……まつ……りか？」

　一いつ瞬しゆんの出来事だった。晴空が、手を伸ばす暇ひまもないくらいに。

　茉莉花は動かない。びくりとも、しない。

　呼吸しているかどうかさえわからない。ピンク色のパジャマがぼろぼろになっている。アスファルトで擦すれて、ちぎれて。

　晴空は、限界まで目を見開いていた。

　なにが起きたのか頭では理解している。なのに、それに反応できない。

　――また――ぼくのまわりでひとがしんだ。

　もう、あんなのは嫌いやだっていったのに。

　あんなことが起こらないように〈竜眼〉をもらったのに！

「――〈氷結する死者の指ハデスズ・ゲイジ〉」

　再び魔法使いの声が響く。地上から青白い、亡ぼう霊れいのような腕が湧わき出してくる。

　茉莉花を撥ね飛ばしたのとは違う魔法だ。焔ほのおのようにゆらめきながら寄り集まり、晴空の目の前で壁かべとなる。亡霊の指が、アスファルトを叩たたく。指先から氷が生まれ、アスファルトを伝い、晴空に向かってくる。

「竜を二匹発見。捕ほ獲かくし、連行する」

　魔法使いは晴空を見ない。

　話をしようともしない。たぶん、こっちを対等の生き物だとも思っていない。

「――茉莉花は、渡わたさない」

　魔法使いがなにを考えてるかなんか知らない。

　だけど晴空は茉莉花を守るって決めた。最後の竜への借りを返すって。

　生き残る。二人助かるのが無理なら、茉莉花だけでも助ける。

「武器。なんでもいい。武器になりそうなものを――！」

　路上にあるのは前輪の砕くだけた自転車。千切れたスポーク。そして――

　晴空のすぐそばに転がっている、小さなアタッシェケース。

「――!?」

　この場にはそぐわないアタッシェケースに、晴空は手を伸のばした。

　表面にピンク色のリボンが巻きついている。カードが一枚、貼り付いている。

『兄さまへ。茉莉花より、らぶー』

　晴空はアタッシェケースの蓋ふたを開けた。

「――〈魔法喰らいアツシユ〉」

　入っていたのは、銀色の拳けん銃じゆうだった。

　どうして茉莉花がここにいるのか、やっとわかった。

　夜中に目を覚まして、プレゼントが放り出してあるのに気づいて、晴空を探しに来たんだろう。そしたら偶ぐう然ぜん、晴空がピンチになってるのに出くわして、助けた。それだけ。

　この街に来たばっかりで、右も左もわからないのに。

「……茉莉花の……ばか」

　昨日からそうだ。こっちは妹だなんて思ってないのに、空回りばっかり。

　竜の眷属だって証明するためだけに魔ま法ほう剣けんを叩き折って、一生に一度しか使えない〈血の盟約〉を無む駄だにして。家族会議で大喜びして。

　茉莉花がこんなだから――

「〈魔法喰らいアツシユ〉！　僕に力を貸せ！」

　晴空は、竜が世界を呪のろうために作った拳銃を、その手に掴つかんだ。

「今だけでいいから僕を竜の眷属だと認めろ！　僕に最後の竜の子どもを助けさせろ!!」

　表面に刻まれた〈魔法文字〉が輝かがやき始める。銃身が光の竜となり、ほどける。

　小さな――掌に載のるほど小さな竜が、透とう明めいな眼球で晴空を見た。

　しゅるん

　光の竜が身体をくねらせ、晴空の手首に絡みつく。水晶のリングに変わる。

　次の瞬間、情報が頭の中に流れ込んできた。

〈魔法喰らい〉の使い方。そして〈竜眼〉でなにを観みればいいのかが。

「――来い」

　晴空はその拳銃を、呼んだ。

「僕を使い手と認めたのならこの手の中に来い！　〈魔法喰らい〉の銃よ！」

　リングが再びほどける。

　光の竜がうねり、絡まり――銀色の拳銃に姿を変えた。

　りり――と鈴すずが鳴るような音。回転式拳銃のシリンダーが光を放つ。

　そして八連装の弾だん倉そうに、銃じゆう弾だんが装そう填てんされた。

「塵ちりは塵に、灰は灰に――」

　晴空は〈アッシュ〉のトリガーを引いた。

「すべての魔ま法ほうを無に帰す！」

　銃声

　魔法喰らいの銃弾が〈氷結する死者の指〉を撃うち抜く！

　路上でゆらめいていた青白い腕が、暴風に吹ふき散らされたように消しよう滅めつした。

「――な、貴様！」

「最初のまともなセリフがそれかよ、魔法使い！」

　晴空は〈アッシュ〉を頭上に向けた。

「いつまでも他人を見下ろしてないで降りて来い！　三流！」

　銃弾が、魔法使いの靴くつに命中した。

　ガラスが砕けるような音と共に、靴の表面に浮かぶ〈魔法陣〉が砕けた。飛行能力を失い、魔法使いが落ちてくる。黒いローブが翻ひるがえる。魔法使いの手には銀色の〈杖つえ〉。その先せん端たんを晴空に向ける――

「お前が起動しようとしているのは〈死ヴアニ人シ喰ンらグい・のプ鉄レ槌ス〉だ」

〈竜眼〉には、魔法使いが起動しようとしている〈魔法陣〉が映っていた。

　どんな魔法を使おうとしているのかも。

　魔法使い自身の身体を流れる魔力も。

　魔法の発動のタイミングも。すべて――手に取るようにわかる！

「それは高質量の物体を落下させ、こちらを無力化する攻撃魔法。でも僕たちが危険だと思うなら、迷わず殲せん滅めつ魔法を使うべきだ。それに呪じゆ文もんの構築も甘い。だから発動までのタイムラグがある」

　三たびの銃声。

「だから！　簡単に砕かれる！」

　銃弾が〈魔法陣〉を貫つらぬく。魔力で描えがかれた文字と図形が砕け散る。

　敵の魔法が発動もせずに消滅する。

「ま、まさか、見えているのか!?　不可視の〈魔法陣〉が!?　わが魔力の動きが!?」

「うるさい、黙だまってろ魔法使い！」

　晴空の激げき昂こうとともに〈アッシュ〉が銃弾を吐はき出す。それが魔法使いの〈杖〉に食い込む――インストールされていた魔法を食い破る。異物の侵しん入にゆうに〈杖〉が震え出す。生命を持つ金属が、高周波のような絶ぜつ叫きようを掻かき鳴らす。

『ＬＹＧＩＡＡＡＡＡＩＩＩＩＩＩＡＡＡＡＡＡＡＡ!!』

　断だん末まつ魔まの絶叫をあげて〈杖〉が爆ばく発はつし、魔法使いを吹き飛ばした。

　が、ごん

　ローブをまとった身体がガードレールに激突し、崩れ落ちた。

「……はぁ……は、ぁ」

　晴空の手が震えていた。

　自分が握にぎっている銃じゆうの威力に恐怖さえ感じる。

　さっき〈アッシュ〉を握った瞬間、頭の中に情報が流れ込んできた。

『魔法陣を撃て』――〈アッシュ〉はそう言っていた。

〈杖〉は呪文を唱える代わりに〈魔法陣〉を発生させる。

　すべての魔法はそこから生まれる。だから、その前に魔法喰らいの銃弾を〈魔法陣〉に当てて破壊すれば、魔法は発動せずに消滅する。

　銃弾で魔法を撃ち落とすなんてばかばかしいと思ってた。使いものにならないって。

　でも、違ちがった。この銃は〈竜眼〉と組み合わせれば、無類の力を発揮する。

「……この銃は、魔法使いの天敵だ」

〈竜眼〉なら魔力の流れが読める。〈魔法陣〉も見える。どんな魔法がどっちに向かって飛んでいくかも解析できる。

　そして〈アッシュ〉の銃弾は、生命金属で作られた〈杖〉を一いち撃げきで破壊できる。

〈杖〉がなくなれば、魔法使いは魔法を使えなくなる。戦闘能力を失う。

「つまり、魔法を避さけて撃ち落として、〈杖〉を壊せば勝ち。そうじゃなかったら魔法の弾だん幕まく喰くらって終わり……ってことか」

　ぞっとする。

　これを作った竜は、どこかおかしかったんだろう。

　銃の威力は充じゆう分ぶん。相手が攻撃してくる方向やタイミングもわかる。だから銃弾ばらまく装そう甲こう車しやに生身で立ち向かえ――たぶん〈アッシュ〉は、そういう意図で作られてる。

「……無む茶ちやすぎるよ。そんなんだから滅ほろぶんだよ……」

　晴空は倒たおれたままのカインズの魔法使いに、銃口を向けた。

　照準を魔法使いの眉み間けんに合わせる。敵は動かない。この距きよ離りなら外さない。

「四名家はこっちを対等な相手だなんて思ってない。話をする気もない。無力化すればすむわけじゃないんだ」

　トリガーにかけた晴空の指が震え出す。

　魔法使いは容よう赦しやなく茉莉花を吹き飛ばした。女の子相手に、ためらいもなく。

「……茉莉花がもし、死んだら」

「茉莉花がどうかしましたか？」

「うん、もし茉莉花が死んだら、僕はこいつを…………え？」

　聞こえた声に、晴空は思わず振り返る。

　街灯の真下、アスファルトの上に茉莉花がちょこん、と座っていた。

　川かわ面もを流れる夜風が、銀色の髪をふわり、と巻き上げる。

「……茉莉花？」

「はい、兄さまの妹の竜胆茉莉花です。でも、葛木茉莉花に変えたほうがいいですか？」

　茉莉花は立ち上がり、晴空に向かって慌あわてて駆け寄ってくる。

　生きてる。怪け我がはしてない。というか傷ひとつ負ってない。

「りんどうまつりか……かつらぎまつりか……いっそ兄さまが『竜胆晴空』ってなるのはどうですか？　兄きよう妹だいなのに苗みよう字じが違うのはおかしいです！」

「……茉莉花、なんで無事なの？」

「はい。〈絶対防アブソリユート・御の鱗セイクリツド〉全身モードです」

　茉莉花は自じ慢まんそうに腕うでを挙げた。

　破れたパジャマの隙すき間まからのぞく腕や腋わきの下、横腹やあんまり膨らんでない胸のあたりまでが、水晶のように輝いていた。

「昨日兄さまに見せた〈絶対防御の鱗〉を全身に張り巡らせたんです。自動発動ですから、生半可な魔法じゃ茉莉花に傷を負わせるなんてできません。えっへん」

「あのさ、茉莉花」

「なんでしょう兄さま」

「…………なんかもうどうでもいいや」

　力が抜けた。

　晴空は道路に、がくん、と座り込んだ。

「あ、もしかして兄さま、心配してくれました？　それって茉莉花を家族だって思ってくれたってことですよね？　ですよね!?」

　晴空の顔を覗のぞき込んで、茉莉花は桜色の瞳ひとみを輝かせる。

「……うっさいなぁ」

「ふっふーん。兄さま、ごまかしたってわかりますよーっだ。兄さまの目が少しうるうるしてますもんねー。茉莉花、夜目がきくからわかっちゃいますもんねー」

「夜目がきくからって、夜中に出歩くなよ……ったく」

「むー！　兄さまひどいです。自分を慕したって追いかけてきた妹には、もうちょっと優やさしい言葉をかけるべきだと思います！」

「追いかけてきてなんて頼たのんでないし」

　晴空は横を向いた。まったく、さんざん心配したのに。

　でも「心配した」なんて言わない。言ったら茉莉花がまた調子に乗るし、それに、家族だって認めるわけにはいかない理由がある。それだけは、どうしようもない。

「あ、兄さま。魔法使いが逃げたです」

　茉莉花の声に、晴空は顔を上げた。

　彼かの女じよが指さす先で、川沿いの道を必死に走っていく魔法使いの背中が見えた。

　晴空が茉莉花に気を取られている間に逃げ出したらしい。

「ほっといていいんですか？」

「いいんじゃないかな。近くにいる天伎の魔法使いが、そろそろこっちに気づく頃だよ」

「近くにいる天伎の魔法使い？」

　茉莉花が疑問を口にした瞬しゆん間かん、極ごく太ぶとの光線が川面を横切った。

　ごお、と川の水が沸ふつ騰とうする。夜よ霧ぎりどころじゃない。川がすべて温泉にでも変わったかのような水蒸気が噴ふき上がる。それを一瞬で切り裂さいて、光線が川沿いの道に着ちやく弾だんした。

「――――――――!!」

　真夜中の河原に、声にならない絶叫が響く。

　そして敵の魔法使いは、極太の光線に飲み込まれて吹っ飛んだ。

「じゃあ帰ろうか茉莉花」

　晴空はジーンズの裾すそを払はらって立ち上がる。

「え？　い、いいんですか？　これで終わりなんですか？」

「あとは魔法使い同士の問題だから、僕たちにはまったく関係なし。うん、ないない。コンビニ寄っておやつ買って帰ろ」

「おやつなら、天伎家の屋や敷しきでごちそうするわよ？」

　突とつ然ぜん、聞こえた声に、晴空の背筋に寒気が走った。

　いつの間に来ていたのか――

　夜風に黒くろ髪かみをなびかせた愛菜が街灯に寄りかかり、二人を見ていた。

「晴空、久しぶりにうちに来ない？　聞きたいことがたくさんあるの」

「……えっと」

　晴空は愛菜から視線を逸そらして、深呼吸を一回。

「い、今の――魔法使いを吹き飛ばしたのは愛菜の魔法？」

「みればわかるでしょ。それよりそこにいる女の子は――」

「そうだったのか！　びっくりした！　すごいよ！」

　愛菜の言葉が終わる前に、晴空は両りよう腕うでを振り回して声をあげた。顔は笑っているけれど頬ほおは引きつり、額からは冷や汗あせが流れ落ちている。

「あの距離からピンポイントの精密射撃なんて、凄腕のスナイパーもびっくりだよ！」

「え!?　そ、そう？」

　突然の賞賛に、ぽかん、となる愛菜。

「うん。もう愛菜が天伎家の次期当主でいいんじゃないかな。愛菜が当主になれば、天伎家がすべての魔法使いの頂点に立つのは間ま違ちがいないよ。う、うん、絶対、絶対そう」

「と、当然でしょ。頑がん張ばって修しゆ行ぎようしたもん。〈光子の魔姫〉の二つ名をもらうくらいになったんだから。褒ほめられたって嬉うれしくなんかないわよ」

　晴空の手放しの褒め言葉に、真っ赤になって横を向く愛菜。

　黒髪をくるくると指に巻き付け、横目で晴空の顔をうかがう。

「でも……晴空はあたしのことそんなふうに思ってるんだ。ふーん……」

「うん。愛菜は間違いなく次期当主の器うつわにして最強の魔法使いだよ。だから、あとは任せていいよね。下手に一いつ般ぱん人じんが関かかわって、天伎愛菜の名をけがすわけにはいかないし」

「そ、そうね。確かに魔法使いのことは魔法使いが処理するべきよね」

「じゃあ僕たちは帰るよ。なにかあったら電話して……って、なんだよ茉莉花？」

「ん！　兄さま！　んーっ！」

　なぜか怒おこった顔の茉莉花が、愛菜と晴空の間に腕を突つき出した。

「兄さま。に・い・さ・ま！　これは〈絶対防アブソリユート・御の鱗セイクリツド〉です！」

「…………え？」

　茉莉花の右みぎ腕うでにある真しん紅くの輝きに気づいたのか、愛菜が、はっとした顔になる。

　ポケットから竜の鱗うろこを取り出し、茉莉花の腕と見比べる。

「〈絶対防御の鱗〉って――それ、竜の？」

「そうです竜の不ふ可か侵しんの防ぼう御ぎよ力りよくを示すものです！　魔法をくらっても平気でした！　茉莉花、これで兄さまを助けました!!」

　愛菜の方は見向きもせず、茉莉花は頬を膨ふくらませて晴空に詰つめ寄る。

「なのになんでその人はべた褒めなのに、茉莉花のことは褒めてくれないんですか!?」

「今そういう話してないから！」

　とりあえず愛菜を褒めまくって、この場をごまかそうとしてるだけなんだけど。

　でも茉莉花は晴空を許さない。涙目でこっちをじーっと睨にらんでる。

「……そういえば梢さんに、日本人は家族をあんまり褒めないって聞いたことがあります」

　突然なにかに気づいたように茉莉花の顔が、ぱぁ、と笑え顔がおになる。

「つまり、茉莉花を褒めないってことは、兄さまはもう茉莉花を家族だって認めてるってことですね！　なーんだそういうことですか！　もう、兄さまったらもー、もーっ」

「ま、まつりかえらいえらい」

「わっ、今さら頭をなでなでですか!?」

「まつりかえらいえらい」

「しかも棒読みです！　感情こもってないです。こんなんじゃ茉莉花を褒めたことにはならな――えへ。えへへ、えへへへへへへ」

　晴空の手のひらが頭の上を往復するたびに、茉莉花の表情がとろけていく。

　甘々だった。とろとろだった。脳内麻ま薬やくが出まくってるみたいだった。

「ねぇ…………晴空、この子、だぁれ？」

　一瞬、空気が凍こおり付いたような気がした。

　愛菜が引きつった顔で晴空と茉莉花を見ていた。

「ちょっとした知り合いだよ」

「なに言ってるんですかまつりかはいもうとえへ、えへへへへへ」

　抗こう議ぎしようとした茉莉花が、頭を撫なでられて腰こしくだけになる。

「ふーん、でも、さっき〈絶対防御の鱗〉とか言ってなかった？」

「きっと中二病なんだよ」

「でも〈絶対防御の鱗〉って竜の能力よね？　それに晴空がさっき竜の鱗を見たとき、急いで家に帰ろうとしたのはどうして？」

「あ、愛菜も成長したよね！　その観察眼！　さすが天伎家の次期当主候補!!」

「わわっ、兄さまなでるスピード速すぎです！　頭熱いです！　燃えちゃいます！　でも気持ちいいです。茉莉花はいったいどうすればいいんですか!?」

　なでなでなでなでなでなでなでなでっ！

　高速で茉莉花の頭を撫でる晴空の顔が、だんだん青ざめていく。

「……ねぇ、晴空、このまま素す直なおにあたしんち来る？　それとも連行されたい？」

　愛菜は人差し指を唇くちびるに当て、凶きよう悪あくな笑みを浮かべ、告げる。

「それと……事情聴ちよう取しゆと尋じん問もん、どっちが好き？　選ばせてあげる。遠えん慮りよしなくていいわ。あたしと晴空の仲だもん。ね？」







[image: ]







第三章　狩かられる者・狩る者







　魔法使い四名家のひとつ、天あま伎き家の「当主の間」に晴はる空あきたちはいた。

　天伎家の本ほん拠きよ地ちは山の麓ふもとにある。

　広大な敷しき地ちに魔法研究施し設せつを備え、魔法使いたちの宿舎や訓練施設も併設している。

　天伎家直系の魔法使いが住む屋敷があるのは、敷地の中心。

　純白の豪ごう奢しやな建物で、森のような庭園を備えている。

　ここはその屋敷の一番奥おくにある当主の間。花に囲まれた綺き麗れいな場所だけれど、内実を知っている晴空は恐怖を隠かくせない。

　当主の間は天伎家の中ちゆう枢すう。当主とその後こう継けい者しや――最強の魔法使いが住まう場所だ。

「天伎家当主代行、天伎歌か音のんである」

　当主の間、その一段高い席に座すわった少女が告げた。

　中庭から吹き込む風に、エメラルドグリーンの長い髪が揺ゆれている。純白のドレスをまとった姿は絵本に出てくるお姫ひめさまか、天使のようだ。

　だが、穏おだやかな外見とは裏腹に、眼光は異様なほどの威圧感を発していた。

　それは彼女が、この場の者すべての生せい殺さつ与よ奪だつを握る地位にいる証でもある。

　彼女の名は、天伎歌音。愛あい菜なの姉にして、天伎家後継者候補第一位の少女だった。

「当主である天伎夏なつ希きさまはご高こう齢れいのため、今回の件は私が処理を任されている。私の言葉は当主さまの言葉、そう思ってもらいたい」

　歌音の正面に立った晴空と茉まつ莉り花かが、彼女のセリフに頷うなずいた。

　晴空は震ふるえそうになるのを必死に抑えていた。愛菜が同席してくれていなかったら逃げ出してるかもしれない。茉莉花も歌音が恐こわいのか、青い顔をしている。

　天伎家の当主代行とは、この魔ま法ほう特区の支配者を意味する。

　そして天伎歌音は、天伎家の当主になるために生まれた最強種だ。

　受じゆ胎たいする日から出産まで一日たりとも欠かさずに胎児のまわりで行われた魔法の儀ぎ式しき。産み落とされる日の星の位置まで計算して作り出された最強の魔法使い、それが天伎歌音だ。

「愛菜から事情は聞いている」

　ちらり、と、当主の間の隅すみに控ひかえた愛菜を見てから、歌音は言った。

「だが〈失敗作〉葛かつら木ぎ晴空、お前の口からも聞きたい。その少女は何者なのか。なぜ他家の魔法使いとトラブルを起こしたのか――死ねばいいのに」

「……え？」

「なんでもない。お前は聞かれたことにだけ答えよ」

　晴空の反応には構わず、無表情のまま歌音は告げた。

　理り不ふ尽じんだと思う。晴空が好き好んで魔法使いとトラブルを起こしたわけじゃない。

　カインズの魔法使いに一方的に襲おそわれ、それを撃げき退たいしたあとは愛菜の監かん視しのもと、その場で待機。天伎家の迎むかえが来るや否や問答無用で天伎家の屋敷に移動。一晩経たったらこの扱あつかいだった。

　今日は土曜日で学校が休みだけど、色々とやりたいことがあったのだ。茉莉花の荷物の片付けだって終わってないし、食器やタオルなんかの日用品も準備しなきゃいけない。バイトで食いつないでる学生の生活を邪じや魔まされるのは、はっきりいって迷めい惑わくだった。

「……できるだけ早く終わらせよう」

　とりあえず晴空は、茉莉花が家に来たところから話し始めた。




「世界で一番、竜りゆうに近い二人だから兄妹、か……どこから突っ込めばいいんだろうね」

　晴空の話を聞き終えた歌音は、呆あきれたようにつぶやいた。

「最後の竜の末まつ裔えいが選んだのが、魔ま法ほう使つかいくずれの〈失敗作〉なんてね。かつて神しん獣じゆうと呼ばれた者たちがここまで堕おちるとは、呆れるを通り越こして哀かなしいね」

「天伎家の当主代行さん、あなたあたまこわれてます」

　茉莉花は細い腕を伸ばして、歌音を指さした。

「おい――茉莉花!?」

「茉莉花は堕ちるどころか盛り上がりっぱなしです。竜の魔銃〈アッシュ〉も兄さまを竜の眷属だと認めてます。そうじゃなかったら魔法使いなんか倒せません。偉えらい魔法使いのくせに、そんなこともわからないんですか」

　晴空が止めるのを無視して、茉莉花は言葉を続ける。

「茉莉花はあなたが兄さまを〈失敗作〉なんて呼ぶのをむちゃくちゃ怒ってます。神獣を絶ぜつ滅めつに追い込んだ魔法使いがこの程度なんて、哀しいのは茉莉花の方ですっ！」

「立場をわきまえるがいい。絶滅種の少女」

　歌音の声が響き渡った。

　彼女の背後にあるタペストリー。四名家にしか許されない〈黄金の杖〉を描いたそれが、風にひるがえる。歌音の姿が陰かげになる。

　次の瞬間、当主の間に金色の羽根が舞った。

　部屋の四よ隅すみに、金色の翼つばさを持つ天使が出現する。顔はない。服も着ていない。人の姿をして背中に翼を生やしているだけの、魔法で作られた使い魔だ。

「〈祝福されし天使〉だよ。葛木晴空」

　金色の〈杖〉を手に、歌音は告げた。

「……わざわざ僕ぼくたちを脅おどすために呼んだのかよ、天伎歌音」

　晴空は茉莉花を背中にかばいながら、歌音の顔を見返した。

　一瞬だけ振り返る。当主の間の隅にいた愛菜が前に出ようとしていた。けれど、その動きは歌音の視線に制されて止まる。

「竜に構うのは当主さまの意志だ。次期当主は忙いそがしい。危害を加えるほど、お前たちに興味なんかない」

　晴空と、それから愛菜を睨んでから、歌音は続ける。

　当主代行の仕事は魔法研究、新しい魔導具の開発、特区の管理など、山のようにある。

　なのにどうして竜の眷属なんかに時間を取られなければいけないのか。

　歌音は椅い子すの肘ひじ掛かけによりかかり、長いため息をついた。

「ああめんどくさい。早く研究に戻もどりたい。みんな死ねばいいのに」

「……だったら僕たち帰ってもいいよね」

「そうもいかないさ。〈杖〉を一撃で破壊する銃や、魔法の直ちよく撃げきを受けても平気な少女のことを知ったら」

　歌音はドレスの胸むな元もとから封ふう筒とうを取り出した。

　中身を引き出し、おごそかな口調で読み上げる。

「今朝、摩耶マーヤー、カインズ、アグリッパから、天伎家に問い合わせがあった。『竜の眷属は天伎家の所有物か？　それならば天伎家に〈争そう魔ま〉を申し込む。魔法使い同士の正式な戦せん闘とうをもって竜を奪うばい取りたい。もし応じなければ、我らは勝手に竜を狩る』とね」

「な、な、な、な、なんですかそれわぁっ!?」

　目を丸くした茉莉花が立ち上がり、声を上げた。

「じょ、じょーだんじゃないです！　茉莉花の身体は茉莉花の……茉莉花と兄さまのものです！　どうして知らない人に狩られたりしなきゃいけないんですか!?」

「君たちが能力を見せてしまったからだろうね。魔法使いがどうして神獣を滅ぼさなければいけなかったかは、君も知っているだろう？」

「神獣と人間が対立した時、自分たちの味方になって欲ほしいという人間の願いに応こたえた。そして世界の平和を守るために戦った、ですよね。茉莉花の読んだ本には、そう書いてありました」

　それは嘘うそではないけれど、真実でもない物語。

　魔法特区を手に入れる手段として神獣を滅ぼしたことを隠すため、魔法使いが広めた欺ぎ瞞まんだ。

　茉莉花もそれは知っているのだろう。握りしめた拳こぶしが、かすかに震えていた。

「それでも、私たち天伎家は竜をあがめ、共存してきた」

　茉莉花の答えに、歌音は、ふん、と鼻を鳴らす。

「だが、他の魔法使いはそうではない。そして君たちは竜の眷属に魔法使いをおびやかす力があることを示してしまった。他の三名家がその力を欲ほつするのは当然だろう？」

「茉莉花は、兄さまに会いにきてはいけなかったんですか？」

　呆ぼう然ぜんとした口調で、茉莉花は言った。

「この世界で茉莉花に一番近い人と一いつ緒しよにいたかっただけです。それがそんなにいけないことだったんですか？」

「なぁに、安心するといい。君のことは天伎家が保護してあげよう」

　歌音の声は、とても優しかった。

「最後の竜が死んだ山に、君のための屋敷を建てよう。山は天伎家の結界だ。そこで一生穏やかに暮らせばいい。君がそこから出なければ、他の名家も文句は言わないさ」

「……兄さまは？」

「〈失敗作〉は他の場所で保護する。君たち二人が一緒にいると、他の名家が勘かんぐるかもしれないからね。うん、これでいいだろう。決定」

「神かみ棚だなに安置して、死ぬまでそこで飼い殺し」

　晴空の心臓が痛いくらいに鳴っていた。

　それが怒いかりからなのか、天伎家の当主代行に逆らう怖こわさからなのか、わからなかった。

「神棚から降りてくる神様は邪魔なだけ。そういうことだろ、当主代行」

「〈失敗作〉が口を開くか」

「口くらい開くよ。生きてるんだから、僕らは」

　晴空にも歌音が言いたいことはわかる。

　茉莉花の命を守ることだけを考えるなら、歌音の提案はもっとも現実的だ。

「あんたは、優しい」

「ばーか。私はお前のことなんかだいっきらいだ。〈失敗作〉」

「じゃあ茉莉花に優しい、って言っとく。でも、それは他人を檻おりに閉じ込めて保護したことにするのと同じだ。あんたの言ってるのはそういうことだろ」

「天伎家は竜の少女を守ろうとしている。どこが不満なんだい？」

「自由がない」

「仕方ない。この世界に竜が生きられるスペースはない」

「そんなこと知るか。生きるかどうかなんてこっちの勝手だ」

「この魔法特区から出るかい？　それでも結果は同じだよ。カインズ・摩耶・アグリッパは、目をつけた竜の眷けん属ぞくを逃にがさないだろうね。魔法を使わずに拉ら致ちするか、人目につかないように魔法で殺すか、かな？　私の提案に乗った方がましじゃない？」

「茉莉花は生きるためにこの町に来たんだ。人生行き止まりにするためじゃない」

「だったら、お前はその少女を守りきれるのか？」

　歌音は椅子の上で長い脚あしを組み、茉莉花を指差した。

「兄さまに守って欲しいなんて言いません。茉莉花が、兄さまを守るんです」

　茉莉花はまっすぐ、晴空だけを見つめていた。

「……茉莉花はずっと、梢こずえさんと一緒にさまよってました。梢さんは茉莉花を大事に育ててくれたけど、本当の家族にはなれませんでした。茉莉花は半分しか人間じゃないです。どんなに人間のふりをしても、みんなと違うってわかってしまうんです」

　だから、自分に似た人を探していた。

　竜は絶滅した。茉莉花の同族は、もう、世界のどこにもいないはずだった。

「でも、茉莉花は兄さまと出会いました」

「君と晴空は違う。こいつは竜の一部を後天的に植え付けられだけだ」

「後天的とか生まれつきとか、関係ないです。兄さまは五年前に竜に会うことを選んだんです。兄さまがそれを選んだから、竜のおかーさんは兄さまに〈竜りゆう眼がん〉をあげることを選んだんです。みんなそうです。なにかを選んで、変わっていくんです」

　茉莉花は目を閉じて、夢見るように語り続ける。

「だから茉莉花は兄さまを『家族』だって思うことを選びます。命をかけて兄さまを守ることを選びます。それが、なんにもなくなった竜の末裔にとっての真実です」

「君の気持ちはわかったよ。理解はできないけどさ」

　歌音はこつん、と、〈杖〉で椅子の肘掛けを叩いた。

　四体の天使が、影かげ絵えのように消えて行く。

「だけどね、晴空は魔法使いになろうとして失敗し、代わりに〈竜眼〉を求めた弱虫だ。そんなやつに君の気持ちが背負えるのか？」

「僕は――」

　うまく言葉が出てこなかった。

　茉莉花は晴空を家族だって言う。でも、晴空には家族ってどんなものかわからない。

「僕は竜の味方になる」

　だから、晴空に言えるのはそれだけだった。

「茉莉花の気持ちが背負えるかなんて、そんなのわからない。だけど僕は竜に借りがある。魔法使いが茉莉花を、獲え物ものとか神棚を飾かざる置物がわりにするなら、僕はそれに抵てい抗こうする」

「ふぅん、それをどうやって行うつもりだい〈失敗作〉」

　歌音の声は容赦がなかった。

　負けないように、晴空は喉のどから必死に声を絞しぼり出す。

「〈争魔〉を受ける。そして竜の眷属は天伎家と同盟を結びたい」

「はぁ!?　同盟!?　そんなことして天伎家にどんなメリットがあるのさ」

「メリットはないかもしれない。だけど、天伎家が竜の眷属を他の名家に奪われるのはデメリットになる。竜をあがめている一族が、自分たちの魔法特区で竜の眷属を奪われたなんてのは、いい恥はじさらしだろ」

「……ふぅん」

　楽しい出し物を見るような顔で、歌音は鼻を鳴らした。

　晴空は話を続ける。

「それに、天伎家が魔法使い四名家の中でも優位にいるのは〈竜の遺産〉を持っているからだよな。当主と、次期当主しか知らないそれが、他の三名家を警けい戒かいさせている。だけど茉莉花だって〈竜の遺産〉みたいなものだ。彼女が他の魔法使いの手に渡わたったら、天伎家は優位をなくすことになる。そう考えれば、僕たちと手を組む価値はあると思うけど？」

「甘あまいね。奴やつらの干かん渉しようを防ぐ手段なんかいくらでもある。例えば私が君たちを強ごう引いんに山の結界へと封ふうじたらどうするんだい？」

「茉莉花と一緒に結界を突とつ破ぱするに決まってる」

　晴空は「当然」って口調で、歌音の問いを切り捨てた。

「結界破りなんか前にもやってる。最後の竜を看み取とった時に」

「だが自由を与あたえることで、天伎家は君たちを敵に奪われるリスクを犯おかすことになる。仮に竜の少女その子を敵に奪われたらどうする？　そうなったら我々は名声を失うんだろう？」

「その時は僕を殺せ」

　晴空は言った。

「僕が裏切って茉莉花を差し出したことにして殺せ。そうすれば天伎家に傷はつかない」

「他の魔法使いがそれを信じるかい？」

「僕は魔法使いを捨てて竜の力に走った〈失敗作〉だ。竜を捨てて別のものに走ったっておかしくない。少なくとも他の魔法使いにそう思わせることはできるはずだろ」

　晴空は言葉を切った。

　しばらく、誰だれも口をきかなかった。

　張はり詰めた空気の中、最初に口を開いたのは歌音だった。

「君たちは自由のために、天伎家はプライドを守るために同盟を結ぶってことかな？」

「ああ」

「虫が良すぎるとは思わない？」

「竜を狙ねらうのは魔法使いの勝手な都合だ。茉莉花はなにも悪くない。茉莉花の居場所がこの世界にないのなら、そんなの、世界の方が間違ってる」

　晴空が切れるカードは全部使った。あとはもう、なんにもない。

　いつの間にか茉莉花が晴空にくっついていた。晴空と歌音のやりとりに青ざめている。けれど、唇だけは「屈くつしない」という意思をたたえて、笑うかたちだった。

「……なるほどね〈失敗作はるあき〉は、こんなふうに成長したか」

　ふふふ、と、意味深な笑えみをうかべる歌音。

「いいだろう。では、愛菜」

「は、はいっ！　姉さま！」

　部屋の隅に控えていた愛菜が、慌てて声をあげる。

「天伎家は三名家との〈争魔〉に応じる。竜の眷属はお前が守れ」

　響ひびき渡った歌音の声に、愛菜が、ぴん、と背筋を伸のばす。

「それが、天伎家と竜の眷属との同盟の証あかし。愛菜は〈失敗作〉と竜の少女のそばに在り、竜の眷属を奪いに来るカインズ、摩耶、アグリッパ――三名家の魔法使いから守れ。これは、当主代行である天伎歌音の決定である」

「りょ、了りよう解かいしました！」

「最後の竜の血を引く者、竜りん胆どう茉莉花。君は本当にそれでいいんだね？」

　歌音はエメラルドグリーンの髪かみを揺らし、強い視線で茉莉花を見下ろす。

「茉莉花は兄さまと一緒にいられる未来を望みます」

　迷いのかけらもなく、茉莉花は宣言した。

「それが死と隣となり合わせでも？」

「ひとりぼっちで生きる百年より、大切な人といられる一いつ瞬しゆんを、茉莉花は望みます」

「いいだろう。十分な答えは得られた。最後に〈失敗作〉」

「はい……当主代行」

「天伎家と竜との同盟の対価は、お前の生命では安すぎる。ゆえに、これより先の戦いから逃げた瞬間、天伎家がその背中を撃うつ。忘れるな、葛木晴空」

　重々しい歌音の問いに、晴空は緊張した顔でうなずき返す。

「疲つかれた……しゃべりすぎた」

　眠ねむそうに目をこすって、歌音は椅子に背を預け、目を閉じた。

「話は終わりだ。私は研究に戻りたい。さっさと出てってくれ」

　歌音の〈杖つえ〉の一ひと振ふりで、当主の間の扉とびらが開く。

　吹ふき込んでくる新しん鮮せんな空気に深呼吸して、晴空は茉莉花の手を引き、部屋を出た。










「えへへ、えへへ、えへへー」

　屋敷を出て、自宅へ着いたのは昼前だった。

　帰りに寄り道して三人分の食材を買い込んでた時も、家についたあとも、茉莉花の顔はゆるみっぱなしだった。

「え、えへへ、えへへ。ねー、兄さま、なにか言いたいことはありますか？」

「店の人も通りかかる人も、みんなドン引きしてたね」

「兄さまと茉莉花の仲良し兄妹っぷりにですね!?」

「茉莉花のそのゆるみっぱなしの顔に、だよ！」

　リビングのテーブルに頬杖をつき、うんざりした顔で晴空は言った。

　一緒にいるこっちが恥はずかしかった。

　なにが兄妹だって思う。今時、新しん婚こん夫ふう婦ふだってそんな顔しない。少なくとも人前では。

「しょうがないです。さっきの兄さまの姿をずっと脳内再生してたんですから。天伎家の人に啖たん呵かきる兄さまはカッコ良くて……」

　また、ぽ――――――っ、となる茉莉花。

「あれって、兄さまが茉莉花を妹だって認めてくれたってことですよね？」

「ううん」

「え？　だって、茉莉花を命がけで守ってくれるって」

　平然と首を横に振ふる晴空に、茉莉花があっけにとられた顔になる。

「女の子がピンチになってたら誰だってそうするだろ」

「『竜の味方になる』ってかっこいいセリフは!?」

「なんかムカついたから勢いで」

「…………」

「魔法使いに一方的に力を借りるのはまずいんだ。どんな条件を持ち出されるかわからないし。だからこっちも意見が言えるように、同盟ってかたちにしておきたかったんだ」

「長いです。一行にまとめてください。あと、使う漢字は三文字くらいで」

「小学生か!?」

「残念でした。茉莉花は小学校なんか行ったことないですよーっ」

　えっへん、と、何な故ぜか胸を張る茉莉花。

「茉莉花は梢さんと一緒に世界中を回ってましたから、学校に行く機会なんかなかったです。友達はいますよ？　でも、家族のお話にだけは、茉莉花は一度も入れなかったです」

　梢さんは家族というより、同居人だったから。

　家族を知らない茉莉花は、みんなの輪に入れなかった。

「でも、これからはみんなと同じお話ができます。さっそくみんなに兄さまについて書いたポエムを送ります。兄さまがなにを食べてどんな本を読んでどんなえっちな本を隠してるのかとかそれはもう事細かに書いたポエムを！」

「やめて今すぐ消去して！」

「〈竜詩人ドラゴンポエマー〉茉莉花の存在意義をこわさないでください！」

「なんでも竜って付ければいいわけじゃないっ！」

　テーブルを挟はさんでわめきあう晴空と茉莉花。

　二人同時に息を切らして、二人同時にテーブルの上のコップに手を伸ばす。

　タイミングがぴったり合ったのに茉莉花が嬉しそうに笑うのが、なんだか悔くやしかった。




「……そろそろこれからのことを話していい？」




　テーブルにつっぷして、頬を膨らませて、あきれ顔。

　会話が途と切ぎれたのを見計らってつぶやいた愛菜が、はぁ、とため息をついた。

「あたしのこと、紹しよう介かいだけして放置ってどういうこと、晴空」

「……ごめん、愛菜」

　茉莉花のペースに巻き込まれてた。

　天伎家からの帰りに茉莉花と愛菜をお互たがいに紹介して、家に帰ったらすぐにこれからのことを打ち合わせるつもりだったのに。

　思わず両手を合わせる晴空を、愛菜が横目で睨む。

「まったく。少しは状じよう況きようを考えてくれないかしら……」

「わかってます。兄さまと茉莉花の間を引き裂く悪い人が近づいてるんですよね？」

　コップを手に、愛菜に向かって茉莉花が頷いた。

「間違ってないけど魔法的要素がさっぱり抜ぬけてるわね……」

「わかってますってば。愛菜さんは兄さまの幼おさな馴な染じみで、兄さまの通う学園最強の魔法使いで天伎家の第三位後継者候補で〈光フオ子トンの・プ魔リン姫セス〉なんですよね？」

　祈いのるように手を組み合わせ、目を輝かがやかせて愛菜を見つめる茉莉花。

「つまり愛菜さんは兄さまと茉莉花を守るためにやってきた『愛天使ラヴリーエンジエル』なんですね!?」

「……晴空……この子をどんなふうに教育してるの」

　そんなこと言われても。出会ってからまだ二日しか経ってないのに。

　兄きよう妹だいって言われるたびに否定するのは、もう諦あきらめたけど、二人の遺伝子はやっぱり一パーセントくらいしか繋つながってない。なのに茉莉花の兄妹愛は今日も絶賛暴走中。濃こい時間を一緒に過ごしているといえば聞こえはいいけれど、濃すぎて悪わる酔よいしそうだった。

「じゃあ、お話の前にお茶いれますね。お客様は座っててください」

　茉莉花は立ち上がり、台所に向かった。

「……それで、晴空は本当に覚かく悟ごを決めたの？」

　茉莉花がいなくなったのを確かく認にんして、愛菜が訊きいた。

「あれだけ啖呵切っといて、竜胆ちゃんを守れなかったら歌音姉さまに殺されるわよ」

「そもそもどうしてあんなに当主代行に敵視されてるのかわからないんだけど」

「それは晴空が昔、初めてうちに来た時『はじめましてかのん姉。これからよろしくね』とかいって手を握にぎってぶんぶん振り回したからでしょ！」

「……あ」

　そういえばそうだった。

　家族が死んで天伎家に引き取られた時、魔ま法ほう使つかいがどういうものかわからなくて、無理してフレンドリーに挨あい拶さつしたら、地ち下か牢ろうに閉じ込められたんだった。

「歌音姉さま、絶対に忘れてないわよ。最強種の記き憶おく力りよくをみくびったら駄だ目め。なんたって姉さまは生まれてすぐにみんなの言葉を理解し、五歳にして地水火風の四大元素魔法を使いこなしてたんだから」

　愛菜は頬杖をついて、横を向いた。

「あたしみたいな劣化版とは違ちがうもん。あたしは姉さまみたいにはなれなかったの」

「そんなこと……ないだろ」

「でも、昨日晴空が褒めてくれたのは嬉しかったかな。うん。まぁ、魔法使いじゃない奴の言うことだから参考になんかならないし、ちょっと嬉しかっただけだけど。うん」

　つーん、と視線を逸そらして、でも真っ赤な顔の愛菜。

「お待たせしました。なにかいい雰ふん囲い気きっぽかったので待機してましたけど限界です！」

　不意に茉莉花が麦茶とお菓か子しが載のったトレーを音もなく、晴空と愛菜の間に置いた。

　まるで獲物を狙う獣けもののようにしなやかな動きで、二人の間に滑すべり込む。

　おだやかな笑顔。その向こうに肉にく食しよく獣じゆうの叫さけびが聞こえたような気がした。

「はい、お話の続きをどうぞ。確かどこかの魔法使いが、兄さまにこてんぱんにされに来るんですよね？　愛菜さん」

「そ、そうね……あたしは、あなたと晴空を守る立場になるわ」

「昨日倒たおしたあの黒いローブのやつは、カインズの魔法使いで間違いない？」

　晴空の問いに、愛菜が頷いた。

「カインズ所属の魔法使い。魔力はたいしたことなかったわ。文字通りの雑ざ魚こね」

「でもあいつのせいで茉莉花のことが魔法使いにバレたんだよな……」

　カインズの魔法使いは晴空たちから逃げ出し、愛菜に倒されるまでの短い時間に、三名家へ連れん絡らくしたのだろう。この町にいる竜の眷属は、魔法使いにとって脅きよう威いになるかもしれないということを。

　だからカインズ、摩耶、アグリッパから〈争魔〉の依い頼らいが来た。

　魔ま法ほう使つかいの優位をゆるがす竜の眷属を奪い取るために。

「あの、お話の途と中ちゆうですけど、〈争魔〉って、なんなんですか？」

「魔法使いがひとつのものを賭かけて戦う儀式よ」

　おそるおそる、といった茉莉花の質問に、愛菜が答えた。

「互いの魔法を駆く使ししたバトルで『相手の杖を折るか、戦闘不能にしたら勝ち』ってルールが決まってるわ。魔法使いがガチで戦うと殺し合いになって、収しゆう拾しゆうつかなくなるから」

　今回、魔法使いが奪い合うのは晴空と茉莉花。

　摩耶、カインズ、アグリッパから、それぞれ魔法使いがやってきて、晴空と茉莉花を取り合って戦う。天伎家は奪われないように防衛する。

「あたしの場合は、晴空と竜胆ちゃんを奪われても負けになるの。けど、問題は――」

「向こうはこっちのことを知ってるけど、こっちはどんな魔法使いが来るのかわからない……ってことか」

　愛菜のセリフを、晴空が引き継ついだ。

「カインズはもう偵てい察さつ役やくまで送り込んできてる。僕たちを襲った魔法使いは飛行用の靴くつ――〈魔導具〉まで使ってた。三名家は本気で僕たちを狩るつもりでいる」

「兄さま、〈魔導具〉って？」

　茉莉花が、手を挙げた。

「魔法使いが作ったマジックアイテムのこと。あらかじめ魔法を埋うめ込んでおいて、強度を上げたり、空を飛ぶ能力をつけたりできるんだ。茉莉花が持って来た魔法剣も、カインズの魔法使いが使ってた空飛ぶ靴も魔導具だよ」

「魔法ってそんなことまでできるんですか？」

「〈生命金属〉があるからね。それを靴や道具の材料に使うことで、魔法の効果を持たせることができるんだよ。魔導具は作るのに手間がかかるし、高価だから実戦で使われることは少ないらしいけど……」

　茉莉花に説明しながら、晴空は自分でも考えをまとめようとしていた。

〈アッシュ〉なら〈魔導具〉を一いち撃げきで破は壊かいできる。

　でも、その情報もたぶん、すでに三名家はつかんでいるだろう。

　だったら、竜の眷属を奪うのなんか簡単だ。〈魔導具〉なんか使わず、魔法をひたすら連射すればいい。そうすれば〈アッシュ〉じゃ消しきれない。簡単に無力化できる。

「とにかく、あたしの魔法で先制するのがベストだと思うわ。あたしだって〈争魔〉の経験はあんまりないけど、天伎家の土地で勝手なことさせたりしないんだから」

　考え込む晴空の代わりに、愛菜が答えた。

「最初に動きそうなのは……やっぱりカインズか」

　カインズはすでに尖せん兵ぺいを送り込んでいる。それがやられた今、他の家より早く手を打ってくるはずだ。

　晴空は隣となりに座る茉莉花を見た。

　家族かどうかなんてわからない。でも茉莉花を守りたい。

　魔法使いの実験場で、茉莉花が実験材料にされているのを想像すると――それだけで寒気がする。吐はき気がする。最後の竜の子どもを守れなかった自分をぶち壊こわしたくなる。

　だから、絶対に守る。

　竜の眷属の決意、なんて立派なものじゃないけど。

「……最初の相手がカインズなら、試ためしてみたいことがあるんだ」

　四名家の魔法使いはプライドが高い。

　人間や神獣相手には舐なめてかかってくるけど、同どう胞ほうの魔法使い相手には慎しん重ちようだ。

「先手を打って、一発ぶんなぐってみようよ」







第四章　竜りゆう王おう選出







「というわけで待ってたよ、魔ま法ほう使つかいさん」

　晴はる空あきは隠れていた廃はい屋おくの陰から出た。

「――――――っ!?」

「そんなに驚おどろくことかなぁ」

　振り向いた金きん髪ぱつの少女の表情に、かえってこっちがびっくりする。

　ここは、昨日愛菜と一緒に調査に来た廃はい墟きよ地区。

　竜の鱗うろこによる探たん索さく魔法が行われた廃屋だった。

「どうしてお前がここにいますの!?」

　金髪の少女は叫んだ。

　月明かりの下、ツインテールの髪が揺れている。黒いマントで身体を隠しているせいで、少女の白い肌はだが浮うき上がって見える。この町に着いたばかりなのか、片手で大きなトランクを引いている。彼かの女じよはいらだったようにブーツで地面を蹴けり、晴空を見み据すえた。

「半分はバクチだよ。失敗しても別にダメージがあるわけじゃないし」

　晴空は制服のズボンについた埃ほこりを払はらいながら、少女の問いに答えた。

　一瞬だけ振り返り、退路を確認する。後ろにはぼろぼろの柵さく、右手には廃屋の壁かべ。金髪の少女からは一定の距きよ離りを取る。廃屋を楯たてにして、いつでも逃げられるように。

「この町に潜せん入にゆうしたカインズの魔法使いは、ここで竜を探すための魔法を使った」

　晴空はそこだけ土がむき出しになった地面を、爪つま先さきで突ついた。

「だから、あいつを派は遣けんしたカインズとしては、なにかやっかいな遺留品がないか、確認しに来るんじゃないかって思ったんだ。犯人は現場に戻るって言うし」

「……つまらない推理ですわね」

「そりゃこっちは一いつ般ぱん人じんだからな」

　本当につまらなそうな顔をする少女に、晴空は肩かたをすくめた。

「僕は葛かつら木ぎ晴空。そっちの名前を教えてもらえないかな」

「リディア＝カインズ。あなたのことは知っていますわ、葛木晴空」

　少女――リディア＝カインズは、マントの前を合わせたまま、答えた。

「魔法使いになれずに〈竜眼〉に手を出した、天あま伎き家の〈失敗作〉ですわね」

「なんでそこまで情報が漏もれてるんだよ……」

〈竜眼〉のことは、天伎家でも一部の人間しか知らないはずだ。茉莉花の育ての親や他家の魔ま法ほう使つかいが知っているということは、どこからか情報が漏れたのだろう。

　迷惑な話だった。

「ま、いいや。じゃあお願いだよ。このまま帰ってくれないかな」

「……はぁ？」

「そっちの言う通り、僕は〈失敗作〉だ。〈竜眼〉があっても、魔法使いと対等に戦う力なんかない。僕を手に入れたって自じ慢まんにもならない。僕たちは魔法使いに喧けん嘩かを売りたいわけじゃない。普ふ通つうに生きてたいだけなんだ。だから、帰ってくれ」

「竜の力を、天伎家に独どく占せんさせるわけにはいきませんの」

　薄うす笑わらいを浮かべるリディアの目が、不思議なほどの殺気を帯びていた。

「わたくしは少しでも天伎家の戦力をそぎ落とせればそれでいい。カインズが魔法使いの頂点に立ち、四名家の魔法をすべて手に入れるためにも」

「どうして……魔法使いってそうなんだよ」

「どうして神獣ってそうなんですの？　もう、あなたたちは滅ほろんでいるのに。死者が口を開いて権利を主張するなんて、聞かされるこっちが迷惑ですわ」

「……交こう渉しよう決けつ裂れつか」

　晴空は、じり、と、あとずさる。

「当たり前でしょ！　離はなれなさい、晴空!!」

　頭上から聞こえた愛あい菜なの声に、カインズの魔法使いが顔をあげる。

　けれど、もう遅おそい。

「解放！　〈光の矢、一千サウザンドの軍勢ミリオンアーミー〉！」

　廃屋の屋根には、自らが呼び出した光の波は濤とうに照らされた愛菜の姿。

　空中に浮かぶ〈魔法陣〉から生まれた、千を超こえる光の矢。それが一いつ斉せいにリディアに向かって発射される。

　そして半径数メートルにわたって降り注ぐ光の矢が、リディアの姿を覆おおい尽つくした。

　光の豪ごう雨うは止まらない。

　晴空に見えるのは、光の矢の群れに包み込まれた、リディアの影かげだけだ。

「この場所に来た時点でおしまいなのよ、カインズの魔法使い」

「兄さまを舐めると痛いことになるのです。魔法使いさん」

　愛菜の背後に隠かくれていた茉まつ莉り花かが顔を出す。

　茉莉花は、ととと、と廃屋の屋根を伝い、ジャンプ。チェックのスカートをひるがえし、晴空の隣に着地。白いブラウスをぱぱん、と払って、晴空に寄り添そう。

　晴空の作戦はシンプルだった。

　カインズが来そうな場所に待ち伏ぶせる。現れたら、晴空が注意を引きつける。その隙すきに、愛菜が魔法で敵を一気に無力化する。なんとか上う手まく行ったけど、ほとんどは運の領域。

　晴空が自分で言った通り、ただのバクチだ。

「聞こえてる？　リディア＝カインズ。降参しなさい。こっちには数時間〈光の矢〉を降ふらせ続けるだけの魔力があるわ」

　愛菜は〈杖〉をリディアに向けて宣言した。

「…………茉莉花、さがって」

　晴空は茉莉花を背中にかばいながら〈魔法喰らいアツシユ〉を呼び出す。

　嫌いやな予感がした。

　光の雨の向こうに浮かびあがる、黒い傘かさをさした少女の影。

　その傘の表面に浮かんだ〈魔法陣〉が、光の矢を跳ね返していた。

「駄目だ愛菜！　リディア＝カインズは〈光属性〉魔法の対たい抗こう手段を持ってる！」

　晴空は〈アッシュ〉の引き金を引いた。

　魔法喰らいの銃じゆう弾だんが光の矢の隙すき間まを縫ぬって疾はしる。狙ったのは黒い傘だった。

　が、リディアが上げた右みぎ腕うでが〈アッシュ〉の銃弾を受け止めた。彼女の手首にあるブレスレットの表面に〈魔法陣〉が浮かび上がる。それは一瞬、銃弾を止め――砕くだけて消える。同時にブレスレットも粉々になった。

「その銃、情報通りの威い力りよくですわね。このブレスレットは大たい砲ほうさえも防ぐというのに」

　黒い傘の下で、リディア＝カインズは黄金の〈杖〉を構えた。

「では、歪ネんクだロ死マとン妙シなーる・法ア則ルのケ創ミ造ス者トであるカインズの名において、竜りゆうの眷属を狩からせていただきます！」

　術式解放。リディアの背後に〈魔法陣〉が浮かんで、消える。

　同時に、彼女は足あし下もとのトランクを蹴り飛ばした。

　トランクの口が開き、中から赤黒い肉の塊かたまりが飛び出す。それがスライムのように地面を数秒間這はいずったかと思うと、一瞬で膨ふくれあがり――狼おおかみに似た獣に変わる。

　廃屋を震ふるわす叫び声をあげて、獣は晴空と茉莉花に向かって飛びかかる。

「愛菜！　防ぼう御ぎよを！」

「〈光ブレツシング楯・ヴエール〉！」

　光の楯が、晴空の目の前に展開される。それに弾はじかれた獣は廃屋の壁を蹴り、地面に着地する。無数の矢に穿うがたれた地面に立つリディアに寄り添い、黒い獣は喉を鳴らした。

「ふふ、なかなか反応が早いですわね」

　リディアは豊かな胸を揺ゆらして、くるり、と一回転。

　翻ひるがえった彼女のマントの向こうにあったのは――無数の魔ま導どう具ぐだった。

　防ぼう御ぎよ魔法がほどこされた胸当てブレストプレート、アミュレット、ブレスレット。

　黒い傘は、愛菜が得意とする〈光属性〉の魔法を防ぐための魔導具だろう。カインズは錬金術アルケミーを得意とする一族だ。魔導具を持っているのはおかしくない。だけど――

「なんだよ、その重装備……」

　魔導具は十数年かけて作られる芸術品だ。ひとつ売れば家を買えるくらいの価値がある。たかが竜の眷属を手に入れるために、使い捨てにしていいものじゃない。

「手間はできるだけはぶく主義ですの。天伎家の魔法には属性防御の〈魔導具〉を。竜の眷属の駆く除じよには優ゆう秀しゆうなる猟犬ケルベロスを！」

　リディアの目に再び、殺気を帯びた眼光が宿る。

「魔法自じ慢まんに興味はねぇよ！」

　反射的に晴空は〈アッシュ〉の引き金を引く。弾だん丸がんは猟犬の眉み間けんに着弾。

　剛ごう毛もうに覆われた眉間に穴が空く。けれど、それだけだった。

　――効いてない？

　違う。届いていない。

〈竜眼〉に、猟犬を生み出している〈魔法陣〉が映る。

　それは猟犬を包み込む、厚い肉の壁の向こうにあった。

　猟犬はカインズが肉と骨をかき交ぜて作った魔法生物だ。厚い肉の壁の中に仕込まれた〈魔法陣〉で身体を維い持じし、体内に宿した魔力の塊を動力に動いている。

〈アッシュ〉の弾丸が体内の〈魔法陣〉に達しない限り、猟犬は倒せない。

「猟犬はあたしがやる。晴空は魔法使い本体を〈アッシュ〉で！」

「させませんわ！」

　愛菜が〈杖〉を猟犬に向ける。だが、リディアがそれを許さない。リディアの〈杖〉が変形し、漆しつ黒こくの刃やいばを持つ鎌かまと化す。リディアは魔導具を打ち鳴らしながら飛び上がり、愛菜に詰つめ寄る。

「愛菜！」

　晴空は〈アッシュ〉の引き金を引いた――が、射線は再び猟犬に遮さえぎられた。

　二匹目だ。最初に現れた者より大きい。

　さらにもう一匹出現する。合計三匹。

　黒い犬はフォーメーションを組み、訓練された動きで晴空に向かってくる。

「はる――あきっ！　逃げて！」

　リディアの鎌をかわしながら、愛菜が叫ぶ。

「あたしがこいつを倒す！　そうすれば猟犬も消えるわ。それまで逃げて！」

「わかった。愛菜！　〈光の矢〉を三斉射！　当てなくていい、目くらましを!!」

「了解！」

　愛菜が放った〈光の矢〉が廃屋を貫つらぬいた。

　壁が砕ける。柱が折れる。支えをなくした屋根が崩くずれ、梁はりと瓦かわらが降り注ぐ。夜中には迷めい惑わくすぎる轟ごう音おん。噴ふん煙えんのような埃と土つち煙けむりでなにも見えなくなる。

「茉莉花こっちへ！　この場所じゃ戦えない！」

「はいですっ！」

　晴空は茉莉花の手を引いて走り出す。

　廃屋の入り口まで駆かけ戻もどり、隣の家との隙間に隠してあった自転車を引っ張り出す。

　昨日、魔法使いに壊されたのを修理したばかりだ。魔法使いが喰くらい合う〈争そう魔ま〉には貧弱すぎる移動手段。だけど〈失敗作〉の晴空にはこれが精せい一いつ杯ぱいだ。

「茉莉花、乗って！」

　返事は待たない。荷台に茉莉花の体重を感じた瞬しゆん間かん、晴空は一気にペダルを漕こいだ。

「開けた場所だと囲まれて終わりだ。どこか戦えそうな場所は……」

「竜ドラゴンのインス直ピレー感シヨンです！　茉莉花はあの建物に興味があります！」

　茉莉花が指さしたのは、月明かりに浮かびあがる大きな建物。

　中学校の廃校舎だった。

　――ある程度の広さがある。内部構造の予想がつく。三匹に同時に囲まれにくい。

　戦うのに必要な条件は満たしている。竜の直感なんてのは信じてないけど……。

「了解！　あの廃校舎に向かう！　しっかり掴つかまってて!!」

　晴空は廃校舎に自転車で突っ込んでいった。
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「〈神罰パニツシユメント〉！」

　愛菜の〈杖〉の先に光の粒りゆう子しが集まり、螺ら旋せんを描えがく。

　月げつ下かに生まれる小型の太陽。それが弾け、極ごく太ぶとの光線がリディアに向かって奔はしる。

「……くだらないですわね」

　リディアは余よ裕ゆうの笑みとともに、光線を黒い傘で受け止めた。

「まだ〈光属性〉防御の魔導具は壊せない、か」

　魔法で空を駆けながら、愛菜は舌打ちした。

　月明かりの下、影かげ絵えのような廃墟地区。今晩だけで、いくつ廃屋を全壊させただろう。

　晴空と分断されたのが痛い。〈アッシュ〉なら一撃で魔導具を破壊できるのに。

　廃ビルの屋上に着地し、愛菜はため息をついた。

「もう息切れですの？　天伎家もたいしたことないんですのね」

　給きゆう水すい塔とうの上にリディアが立っていた。

　月を背景に、黒い傘を広げて。ポーズも表情も計算が透すけて見えるくらいあざとい。

「〈光フオ子トンの・プ魔リン姫セス〉天伎愛菜――あなたがあんな〈失敗作〉に手を貸す理由などないでしょうに。今からでも遅くはないですわ。手を引きなさいな」

　ブレストプレートに覆われた胸を揺らして、リディアは笑う。

「あの〈失敗作〉は、もともと魔法使いを目指していたそうですけど、ダメダメにもほどがありますわね。竜の力に手を出すなど。魔法使いが〈神しん獣じゆう〉の細さい胞ぼうを身体に入れれば、どうなるかなんて常識ですのに。馬ば鹿かじゃないのかしら」

「知ってるわよ。あいつが馬鹿なことくらい」

　そんなの、付き合いの長い愛菜の方が知っている。

「馬鹿じゃなきゃ、〈竜りゆう眼がん〉を身体に入れたりできないもの」

「でしょうね。そのせいで身体の中の魔力の流れ――〈魔力系〉はズタズタに破壊されてしまったのですから。〈神獣〉の細胞を身体に入れればそうなるのは、魔法使いにとっては常識でしょうに」

　この場にいない晴空に向かって、リディアは吐き捨てた。

「あんなちっぽけな力を手に入れるために、魔法が一いつ切さい使えなくなった。まったく、あいつはどうしようもない愚おろか者ですわ」

「うん、わかった。つまりあんたは病院送りにされたいわけね？　リディア＝カインズ」

　愛菜は〈杖〉を振り、魔法の属性を変へん更こうする。

　カインズごときに正体を見せるつもりはなかった。けど、抑おさえられない。

　なにも知らないくせに。

　晴空がどうして〈竜眼〉を求めたのか。それを愛菜がどんな思いで見ていたのか。

「晴空を馬鹿にしていいのは、あいつの伝説を知っている奴だけよ！　あんたが今、とびっきりの地じ雷らいを踏ふんだってことを教えてあげる！」

　愛菜の〈杖〉が輝く。

　ビルの屋上に生まれる無数の火球。光から、炎ほのおへの属性変化。

　大岩のような火球が傘に着弾する。

　一発――二発、さらに三発。

　衝しよう撃げきで、リディアの身体が揺れる。リディアの傘は愛菜が得意とする〈光属性〉魔ま法ほうの防御に特化した魔導具だ。火球の直撃を受けても耐たえられるようにはできていない。

「――こんな――ものっ！」

　リディアは燃え尽きた傘を投げ捨て、〈鎌〉で火球をなぎ払う。

「わたくしが持っているのは〈光属性〉防御の魔導具だけではありませんのよ！」

「全身を魔導具で固めた臆おく病びよう者ものには興味ないわ」

　愛菜はインストールしておいた魔法を選ぶ。どれがいいだろう。できるだけ長く楽しめるものがいい。晴空が戻ってきたとき、こっちの見せ場がなくなってたら嫌だから。

「〈光子の魔姫〉の名において、その暴言を裁いてあげる。リディア＝カインズ！」
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「塵と化しアツシユ・灰に還れトウ・アツシユ!!」

〈アッシュ〉が銃じゆう弾だんを吐き出す。

　魔法喰らいの弾丸が、猟犬の口の中へと突き進み、体内にある〈魔法陣〉に突き刺ささる。

　ぱしゃ

　猟犬の身体が弾け、魔力が金色の液体となって溢あふれ出す。

　あとに残るのは廊ろう下かにできた水たまりと、赤い小さな結けつ晶しよう体たいだけ。

「灰に還れ。えい」

　再びの銃声。

　そして結晶体も銃弾を撃ち込まれ、砕けて消えた。

「今のが魔力結晶ってやつだよ」

　廃校の校舎だった。

　猟犬を倒した晴空は深呼吸して、階段の踊おどり場に立つ茉莉花を見た。

「魔力結晶は魔法使いが自分の魔力を固めて作った乾かん電でん池ち、かな。使い魔はこれを動力に動いてる……って、どしたの茉莉花？」

「む――――――――――っ」

　月明かりの下、頬ほおをめいっぱい膨らませた茉莉花が、晴空をにらんでいた。

「に、兄さま。いま、自分がなにしたかわかってますか!?」

「……猟犬をやっつけた」

「だからって！　いきなりワンコさんの前に飛び出してどうするんですか!?」

　階段を駆け下りてきた茉莉花が晴空に詰め寄る。

　涙目の茉莉花。肩が震えてた。指が真っ白になるくらい拳こぶしを握りしめてた。

「もしも一撃で倒せなかったら、兄さまは身体をまっぷたつにされてたんですよ!?」

「さっき説明しただろ？」

　晴空も焦あせってたから、うまく伝わってなかったのかも。

「使い魔はその姿にあわせた戦い方をする。犬の姿をしてるってことは牙きばがメインの武器だから、攻こう撃げきする時は口を開ける。身体の中にある〈魔法陣〉を壊すには、そのタイミングで〈アッシュ〉を撃ち込むのがベストだったんだ」

　だから階段の陰かげに隠れて、猟犬を待ち伏せた。

　ぎりぎりまで近づいたところで目の前に飛び出して、反射的に口を開けた猟犬に向けて〈アッシュ〉を撃ち込んだ。死ぬほど怖こわかったけど――なんとかなった。

「それを見た茉莉花がこう思うかもって考えてくれないんですか」

　でも茉莉花は怒おこっていた。握りしめた小さな拳が、ととん、と晴空の胸を叩たたいた。

「兄さまが死んじゃう……って」

「死ぬことはないと思う。カインズの目的はあくまでも竜の眷けん属ぞくを手に入れることだから。手足を食いちぎられて行動不能にされるくらいじゃないかな？」

　平然と答える晴空に、茉莉花はとても長いため息をついた。

「……茉莉花はだんだん兄さまの性格がわかってきました」

「二匹目もこれでいけると思うんだけどな」

　校舎の中は月がわずかに差し込むだけの暗くら闇やみ。おそらく猟犬は鼻と耳で晴空たちを探している。イヌ科の耳は間ま違ちがいなく〈アッシュ〉の銃声をとらえているはずだ。

「倒すには、ワンコさんの口を開ければいいわけですね、兄さま？」

「うん。身体を狙ねらっても肉の壁にはばまれて、銃弾が〈魔法陣〉に届かないから」

「……どうやら茉莉花の真の力を見せる時が来たようです」

　晴空の頭とぶつかりそうな距離で、こくこくこくっ、と頷うなずく茉莉花。

「真の力？」

「梢こずえさんが言ってました。茉莉花は竜の姿になれない代わりに、一時的に本物の竜並みの筋力と反射神経を引き出すことができるって。リスクがあるから封ふう印いんされているって。ある条件を満たすことで、それが使えるようになるんだ、って」

「……ある条件って？」

「竜族の王たる、竜王の許可です」

　茉莉花は説明を続ける。

　古来、竜たちは同族同士の争いを避さけるために竜王を選出していた。竜王には他の竜に対して命令をする権利があり、竜のハーフである茉莉花もその影えい響きようを受ける。そして茉莉花の隠された能力も、竜王の許可があれば目覚めさせることができる――と。

「つまり竜王が『覚かく醒せいしてもいいよ』って言えば、茉莉花の能力は目覚めるんです」

「で、肝かん心じんの竜王は？」

「竜王候補を除くすべての竜が全会一いつ致ちで選ぶことになってます」

「………………だめだろ、それ」

　意味がなかった。

　猟犬はすぐそこまで迫せまってる。今から竜を集めて選挙をやる時間なんかない。

「はいっ！　茉莉花は、兄さまが竜王になるのがいいと思います!!」

　茉莉花は勢いよく手を挙げた。

「――え？」

「反対者はいますか!?　いません！　では全会一致で兄さまが竜王に選出されました！」

「ちょっと待った!!　なんだよそれ!?」

　輝く笑え顔がおでばんざいする茉莉花を押おさえるように、晴空は声を上げた。

　意味がわからなかった。

「竜王選出します」と言われた数十秒後に、すでに選挙が終わってた。

「え？　新たなる竜王が決まった記念すべき選挙ですけど？」

　なに言ってますか兄さま――って顔で、茉莉花が首をかしげた。

「だって、地球上に竜の眷属は兄さまと茉莉花しかいないです。兄さまが竜王候補に決まった以上、投票権があるのは茉莉花だけですよね？　その茉莉花が兄さまが竜王だって認めたわけです。ほら、全会一致です」

　ぱん、ぱぱん、と手を叩いて、とっても満足そうな茉莉花。

「おかしいだろ!?　なんだよその組織票！　竜王!?　僕ぼくが!?」

「細かいことは言いっこなしです。時間ないですよ？」

　言葉が途切れ、二人が耳を澄すます。

　校舎をつなぐ渡わたり廊下の方向から、重いものが擦こすれるような音が聞こえた。

　二匹目の猟犬が、もうすぐ来る。

「賭けをしましょう、兄さま」

　茉莉花は人差し指を立てて、晴空の鼻先に触ふれた。

「試しに茉莉花の封印を解いてみてください。それで茉莉花が覚醒したら――ちょっとでいいですから、茉莉花は妹なのかなーって、考えて欲ほしいです」

　どうしてだろう。なんだか茉莉花に追い詰められているような気がした。

　晴空たちを狩りにきてるのはカインズの猟犬のはずなのに。

「『竜王の名において命ずる。わが眷属よ本ほん性しようを顕あらわせ！』って言ってみて下さい」

「……えっと」

「ちなみに、兄さまが賭けから降りた場合、茉莉花の不戦勝が自動的に成立します。茉莉花は兄さまの妹ということが確定しますので、さらに兄さまべったりになると考えてください。制限時間は十秒です九八七！」

「竜王の名において命ずる。わが眷属よ本性を顕せ！」

　茉莉花の剣けん幕まくに、晴空は思わず叫んでいた。

　声が、まるで竜の咆ほう吼こうのように、からっぽの校舎に響ひびき渡る。

　茉莉花の表情が、固まった。

　両りよう肩かたを押さえて飛び退のく。唇くちびるを結んで、うるんだ目で晴空を見つめる。

「賭けは……茉莉花の勝ちです……兄さま」

　茉莉花の銀色の髪かみが光を放ちながら、別の生き物のように揺れはじめる。耳の後ろから小さな――人差し指くらいの角が顔を出す。

　そして〈竜眼〉には茉莉花が放つ、真しん紅くのオーラが映っていた。

「……これが、覚醒」

　中ちゆう途と半はん端ぱで可か愛わいらしい、竜のハーフのメタモルフォーゼ。

「茉莉花がワンコさんの口をこじあけるです」

　茉莉花が廊下の先に視線を向ける。

　二匹目の猟犬が、廊下の角に立っていた。

「兄さまはその隙に〈アッシュ〉を！」

「わかっ――」

　晴空のセリフが終わる前に、茉莉花が床ゆかを蹴った。

「うるぅぅぅぅわんわんわんわんわああああああああん!!」

　弾丸。ほかに例えようがない。

　叫び声をあげて、茉莉花は猟犬へと突とつ進しんする！

　獲え物ものを発見した猟犬がよだれを垂らしながら駆けてくる。茉莉花が身体をひるがえす。一いつ瞬しゆん開き、ばつん、と閉じた猟犬の口を紙かみ一ひと重えで避ける。牙がかすめたスカートの端はしが千切れ飛ぶ。猟犬はすかさずそれを喰らう。晴空に狙そ撃げきの暇ひまを与あたえない高速開閉。

「ＧＹＡＧＹＡＧＹＡＡＡＡＡＡＡＡ!!」

「ワンコが竜を喰らおうなどと！」

　茉莉花が拳を握にぎりしめ――

「ひゃくおくまんねんはやいのです――――――っ!!」

　振ふり上げたそれが、猟犬の鼻に突き立つ！

　びしゃ、と、猟犬の肉が飛び散り、露ろ出しゆつした顎がつ骨こつに亀き裂れつが走る。

「ＧＹＡＧＹＡＧＹＡＧＹＡＧＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ!!」

「必殺！　まつりか！　にだん、まわしげり――――っ！」

　空中で身体をひねって、猟犬の側頭部に一撃――二撃。

　茉莉花の十倍はありそうな猟犬の体が真横に傾かたむく。巨きよ体たいが、錆さびた防火扉とびらにぶつかる。校舎が揺れる。踏み込んだ茉莉花は猟犬の下した顎あごにアッパー。猟犬が一瞬、宙に浮かぶ。

「……これが竜の力」

　一時的とはいえ、カインズの使い魔を圧あつ倒とうしてる……一時的？

「茉莉花！　一時的ってどのくらい!?」

「一分三十秒です!!」

「!?　殴なぐってる場合じゃない！　あご！　猟犬の顎を開けて！」

「りょ、了りよう解かいです！」

　茉莉花は「ふん！」という気合とともに猟犬の下顎を踏んづける。さらに上顎に掌底。
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　自分の身体をつっかえ棒にして、猟犬の口を限界まで開かせる。

「今です！　兄さま――――っ！」

　茉莉花がこっちを向いた。

　晴空は〈アッシュ〉のトリガーに指をかけた。

　その指が硬こう直ちよくする。

〈竜眼〉に猟犬の喉のどの奥おくが映る。見えるのは猟犬を構成している〈魔法陣〉、それと――

　その向こうに、二重写しのように、もうひとつの〈魔法陣〉が見えた。

「兄さま、早くっ！」

「――！」

　茉莉花の声に、指が勝手に反応した。

　鈍にぶい銃声。軽い反動。銃弾がまっすぐ、猟犬の喉めがけて飛んで行く――

　同時に晴空は〈竜眼〉でもうひとつの〈魔法陣〉を解かい析せきする。

　形状と、文字の羅ら列れつ。そこから読み取れる呪じゆ文もんの効果。それは。

「茉莉花逃にげろっ！」

　それがわかった瞬間、晴空は喉がやぶれるくらいの声で叫さけんでいた。

「早く！　今すぐ猟犬そいつから離はなれろ――――――っ!!」

「は、は、はいですっ！」

　茉莉花が猟犬の顎を蹴る。反動で、晴空に向かって飛んでくる。猟犬の閉じかけた口に、銃弾が飛び込んで行く。晴空が茉莉花の身体を受け止めたのと、銃弾が猟犬の〈魔ま法ほう陣じん〉を砕いたのは、ほぼ同時だった。

　晴空は茉莉花を抱だいたまま廊下を蹴り、教室に飛び込んだ。身体を丸めて机の陰に転がる。茉莉花の両耳を抑え、自分の耳を肩で押さえる。

　猟犬の中にある二つ目の〈魔法陣〉の正体がわかった。

　あれは猟犬を構成する〈魔法陣〉が破壊された瞬間、自じ爆ばくさせるための魔法だ!!




　直後、猟犬を動かしていた魔力がすべて熱に変へん換かんされた。




　猟犬の身体が灼しやく熱ねつし、液化した肉が飛び散る。それでもおさまらない魔力の熱が、周囲の空気を膨ぼう張ちようさせる。わき起こる爆風。廊下と教室のガラスが一斉に割れる。衝しよう撃げき波はが壁を砕く。コンクリートの破は片へんが飛んで行く。特別教室の机が揺れ、浮き上がる。

「――ぃさま！」

　茉莉花の声が聞こえない。晴空は彼女の身体におおいかぶさる。熱風が身体に入ったら内臓を焼かれる。茉莉花の鱗も、そこまで防ぐ力はないはずだ。

　――油断した。

〈アッシュ〉は銃弾一発でひとつの〈魔法陣〉しか壊せない。

　片方の〈魔法陣〉が壊れるのをトリガーにして瞬しゆん間かん的てきに自爆されたら、防ぐ方法がない。

　――一匹目に自爆魔法陣がなかったのは、油断させるための誘さそいってことか。

　だけど、おかしい。〈争魔〉はカインズが竜の眷属を手に入れるためのものだ。でも自爆トラップに気づかなかったら、晴空と茉莉花は死んでいた。

　つまり、カインズは晴空と茉莉花を殺すつもりだということになる。










「……さま……兄さま！　大だい丈じよう夫ぶですか！　兄さまぁ！」

　ぺちぺち、と、頬を叩かれて我に返った。

「兄さま聞こえますか？　大丈夫ですか。ねぇ、兄さまったら！」

「だい、じょぶ」

　晴空は頭を振って起き上がる。服が少し焦こげたくらいで、火傷やけどはしていない。盾たてになってくれていた机に、コンクリートの破片が食い込んでいた。まわりは椅い子すやガラスの破片が散乱し、まるで爆ばく心しん地ちのようだった。

　教室は原形をとどめていない。元々どんな教室だったのかも、もうわからない。

「ごめん……油断した。茉莉花は平気？」

「平気です。兄さまがかばってくれたんですから平気に決まってます」

　茉莉花は涙目で晴空の顔を覗のぞき込む。

「だけど……なにが起きたんですか？」

「猟犬に自爆装置が仕込まれてたんだ」

「自爆？　自分でどっかーん、ですか？」

「うん。猟犬の中に二つの〈魔法陣〉があって、一つ目を壊こわすと、二つ目が自動的に発動するようになってたんだ」

　自爆〈魔法陣〉は猟犬を作っている〈魔法陣〉の後ろに重なり合うように配置されている。

　猟犬を作っている〈魔法陣〉を壊さなければ、自爆〈魔法陣〉にアッシュの弾丸は届かない。だけど一つ目の〈魔法陣〉を壊したら、その瞬間に自爆される。

　たちが悪すぎた。

「ありがと、茉莉花。油断してた。一匹目と同じやり方してたらたぶん、死んでた。僕が生きてるのは茉莉花のおかげだよ。ありがと」

「……え」

　茉莉花の顔が、ぼっ、と、灼熱した。

　慌あわてたみたいに両りよう腕うでを振り回し、唇をぎゅ、と噛かみしめ、上うわ目め遣づかいに晴空を見つめる。

「……ときどき兄さまは茉莉花の心臓を爆発させる気なんじゃないかって思うです」

「とにかく移動しよう。猟犬はまだいるんだ」

　晴空は茉莉花の手を引いて、教室から飛び出した。焼け焦げた廊下を走り抜ぬけ、出口に向かう。相手が一匹なら囲まれない。逃げられるかもしれない。

　そう思ったとき、廊下の先に猟犬の赤い目が見えた。

「ＧＹＡ！　ＧＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ!!」

　目の位置がおかしい。どうしてあんなに天てん井じよう近くにあるのか。

「――兄さま！」

　瞬間、茉莉花が晴空を抱いて、真横に飛んだ。直後、二人の身体があった空間を、壁と天井を削けずり取りながら猟犬の身体が通り過ぎた。階段へと転がり込んだ二人の前に、人の胴どう体たいほどの太さがある前まえ脚あしが伸のびてくる。

「ＧＹＡ――ＧＹＡＡ」

　二人の視線の先に、巨きよ大だいな猟犬の姿があった。

　これ見よがしに開いた口の奥に〈魔法陣〉――それと魔力の塊が見えた。

「……まずいな」

「兄さま？」

「魔力結晶が大きすぎる。あれが爆発したら校舎の半分が吹ふっ飛ぶ」

　規格外すぎた。

　天井に頭をこすりつけながら走る猟犬も。それを動かしている魔力結晶も。

　あれが自爆したら、晴空と茉莉花も灼やきつくされる。壁かべなんか楯たてにもならない。教室ごと蒸発する。おまけに結晶体が大きい分だけ敵の瞬しゆん発ぱつ力りよくがすさまじい。開けた場所に出たら、あっという間に追いつかれる。

「茉莉花！　上に逃げろ！」

　アッシュの引き金を引いて、階段を駆け上がる。銃弾が猟犬の足を削り取る。バランスを崩しかけた猟犬の足はすぐに再生。猟犬は口を閉じて、にやりと笑う。

「兄さま！　どうやってあいつをやっつけますか!?」

「そんなすぐに作戦を思いつくわけないだろ!?」

「兄さまがなんの考えもなく、ただ逃げるわけないです」

「かいかぶりだよっ！」

　二階をスルーして三階へ。

　晴空は頭をフル回転させる。

　近づけば食われる。近づかなければ、猟犬は口を開かない。口が開かなければ〈魔法陣〉を壊せない。でも、近づけば自爆に巻き込まれる――

「……リスクなしで倒たおそうなんて、虫がよすぎるよな……」

　三階は特とく殊しゆ教室が並んでいた。

　ドアの前のプレートを確かめてから、晴空は教室のひとつに飛び込んだ。

「兄さま、ここは？　なんかへんなにおいするですよ？」

「ここは理科室。実験とかするところだよ」

「わかりました兄さま！」

　晴空の答えに、茉莉花は、ぽん、と手を叩いた。

「薬品のにおいでワンコさんをだまそうというわけですね？」

「それも考えたんだけどね……」

　廃校になってから時間が経たっているせいか、薬品棚はからっぽだった。あるのはビーカーにフラスコ、錆びた椅子、元素周期表――その他、使われなくなった機材たち。

「ごめん茉莉花……ここから先は、無傷じゃ抜けられないみたいだ」

　晴空は覚かく悟ごを決めた。

　ひとつ間違えたら、二人とも死ぬ。

　だったら、少しでも生き延びる確率が高い方法を選ぶだけだ。

「ここを切り抜けるには、僕か茉莉花が餌えさになるしかない」

　晴空は茉莉花に向かって、宣言した。




　　　＊




　作戦通り、それは実行された。

「茉莉花き――――っくっ!!」

　急接近する目標のにおい。ぼんやりと見える姿かたち。

　それを攻撃の機会と判断した猟犬が、反射的に口を開いた。

　猟犬の役目は目標を捕らえ、噛み砕き、殺すこと。

　与えられたシンプルな命令と反応に従い、目標を迎げい撃げきする。

　こちらに足を向けて飛んできた人ひと影かげを、猟犬の巨大な両顎が挟はさみ込む。人の腕うでほどもある牙が、目標の身体に食い込む。ほこりまみれの廊下に、粉々になった身体が散らばる。骨と内臓が不自然なくらいに乾かわいた音を立てる。転がった無機質な頭部を、猟犬は容よう赦しやなく踏みつける。そして、次の瞬間――

　閉じきらない口から入ってきた異物が、猟犬の中の〈魔ま法ほう陣じん〉を砕いた。

「ＧＩ、ＧＡ、ＧＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ!!」

　自爆〈魔法陣〉が起動。

　猟犬は廃校の校舎を巻き込んで、爆風とともに蒸発した。




　　　＊




　愛菜にも、それが見えた。

　夜中に突とつ然ぜん生まれた巨大な火球と、廃校舎の半分が蒸発する光景が。

「――晴空!?」

　起動しかけていた攻こう撃げき魔ま法ほうを即そく座ざに中止。

　愛菜は魔力全開で空中を駆け、校舎に一番近いビルの屋上に着地した。

「ゲームは終しゆう了りようですわ」

　少し遅おくれて屋上に降り立ったリディア＝カインズが、くくっ、と喉を鳴らした。

「〈竜眼使い〉は死亡。竜りゆうの少女は……人の形くらいは残ってるかもしれませんわね」

「なによ、それ」

　呆ぼう然ぜんとする愛菜に、金かな網あみを背にしたリディアが答える。

「猟りよう犬けんを構成する魔法が破は壊かいされたら、自爆するように設定してありましたの」

「はぁ!?　晴空たちを殺してどうするのよ!?　あんたの目的は竜の眷属を手に入れることじゃなかったの!?」

「詳しよう細さいはのちほど三名家を通じてお伝えいたしますわ」

　月を背に氷のような笑みを浮かべて一礼する、リディア＝カインズ。

「ただこれだけは申し上げましょう。やはり竜は駆除されるべき害がい獣じゆうであったと」

「……なに言ってるの？」

　愛菜はさげすみきった目で、彼かの女じよを見た。

「それに、晴空があの程度でやられるわけないじゃない」

「天伎家にすがって生きるだけの〈失敗作〉になにができるというんですの？」

「そっか、知らないんだっけ」

　愛菜は、こほん、と咳せき払ばらい。〈杖つえ〉をリディアに向け、宣言する。

「晴空は天伎家の慈じ悲ひにすがってるわけじゃない。うちがあいつをむりやりこの町にいさせてるのよ。野放しにすると、なにするかわからないから」

「――――はぁ!?」

　リディアが「理解不能」とばかりに目を見開く。それはそうだろう。

　このことを知っているのは天伎家でも当主と歌か音のん、愛菜くらいだ。

「ねぇ、あなたは友達を傷つけたって理由だけで、自分が死ぬ気で身につけたスキルをゼロにすることができる？　それがあれば、世界の頂点に立てたかもしれない力を」

「……い、意味不明ですわ！　なにを言っていますの!?」

　動どう揺ようするリディア。彼女に答える代わりに、愛菜は脇わき腹ばらの古傷に触れた。

　もう痛みはない。だけど晴空は覚えている。

　ばかだから。

　こっちの気持ちなんか考えてくれない。自分勝手な馬鹿。

　心配なんかしてやらない。どうせカインズの猟犬なんかに、晴空は殺せない。

「ふざけないでください！　彼かれは死んだのですわ！　〈アッシュ〉であの爆発を無効化できるはずが――――」




「塵と化しアツシユ・灰に還れトウ・アツシユ」




　銃じゆう声せい。

　リディアの胸当てブレストプレートが、弾はじけ飛んだ。

「――――っ!?」

　心臓を守っていた魔ま導どう具ぐを失い、リディアはあわててあらわになった胸を隠かくす。




　再度銃声。

　アミュレットが砕くだける。ブレスレットがバラバラになる。アンクレットが粉々になる。

　八発分の銃声が、八個の魔導具を破壊した。




「葛木――――晴空!?」

　屋上の入り口に立っている人影に気づいて、リディアが叫んだ。

　信じられないものを目にしたように後ずさり、屋上の金網を軋きしませる。

「どうして……生きていますの？」

「黙だまれよ、魔法使い」

　晴空は〈アッシュ〉の銃口をリディアに向けた。

　荒あらい息をついている。Ｔシャツとズボンも埃ほこりまみれだ。けれど、傷ひとつない。

　隣となりに立つ茉莉花は晴空以上にふらふらだった。身体を覆おおうのは、さっきまで晴空が着ていたシャツだけ。それが汗あせで身体に張り付いている。鎖さ骨こつから、ほんのり膨ふくらんだ胸の先せん端たん――さらにはシャツの裾すそが隠している足の付け根まで、ほとんど透けた状態だった。

「なぁ、魔法使い。他人には自爆トラップ仕し掛かけて、自分は魔導具じゃらじゃら鳴らして完全防ぼう御ぎよって、人間の上位種がやることなのか？」

　晴空は茉莉花を支えながら、片手で〈魔法喰らい〉のシリンダーを開く。

　空の薬やつ莢きようが落ちる。鈴すずのような音と共に、八発の弾だん丸がんを再装填リロード。

　照準の向こうに、震ふるえるリディアがいる。

　この距きよ離りなら外さない。〈杖〉を上げた瞬しゆん間かんに、心臓でも頭でも撃うち抜ける。

「晴空が怒ってるのはわかるんだけど」

〈杖〉をリディアに向けたまま、愛菜が晴空を見た。

「どうして竜りん胆どうちゃん、裸はだかシャツ状態なの？」

「……いろいろ事情があるんだ」

「ぐったりしてるし、顔は真っ赤だし、汗びっしょりだし、下着つけてないのまるわかりだし、目はうつろだし……ねぇ、なにがあったの？」

　愛菜は反論を許さない口調で畳たたみ掛かける。

「兄さまが二回もするからです……茉莉花、はじめてなのに」

「――!?」

　晴空の背中に寄りかかる茉莉花のセリフに、愛菜の表情が固まった。

「命令だからしょーがなかったですけど、さすがに身体がつらいです……兄さま、あんなにはげしいなんて」

「はーるーあーきぃー！」

「ち、違ちがう！　ストップ！　〈神罰パニツシユメント〉はやめて!!」

　愛菜の〈杖〉の先に生まれた光に、晴空は悲鳴をあげる。

　隙すきあり、と思ったのか、リディアが〈杖〉を掲かかげる――けれど、

「黙ってろ！　リディア＝カインズ！」

「今は晴空と話してるの！　あんたは黙ってなさい!!」

〈アッシュ〉の二連射＋〈神罰〉。

　一発目の銃じゆう弾だんが発動しかけの魔ま法ほうを打ち消す。二発目が〈杖〉に食い込む。大量の呪文をインストールされた〈生命金属〉が絶ぜつ叫きようを上げ、〈杖〉が爆発する。それがリディアを真横に吹き飛ばし、一瞬前まで彼女がいた空間を〈神罰〉の光線が通過した。

「――ひっ」

　リディアのくぐもった悲鳴。

「あんたはしばらくじっとしてなさい！　解放――〈煉獄の釘バインド・ネイル〉！」

　愛菜の〈杖〉のまわりに数本の光の剣けんが生まれる。それがリディアの周囲を飛び回り、彼女の服の袖そで、スカートを貫つらぬいて、コンクリートに突つき立つ。昆こん虫ちゆう採集の虫のように、リディアを屋上に繋つなぎ止める。

「さあ、邪じや魔ま者ものは黙らせたわ。話を聞かせてもらおうかしら、晴空？」

　恐こわすぎる含ふくみ笑わらいとともに、愛菜は晴空の後ろにいる茉莉花を指さした。

　裸シャツ、真っ赤な顔、うつろな目、汗びっしょり。晴空にべったり。

「人が戦ってる間になにしてたのか、あらいざらい話しなさい。さもないと裁くわよ？」

　笑顔で宣言する愛菜。

　ため息をついた晴空は、廃はい校こうで起きたことを話し始めた。




　　　＊




　時間を少しさかのぼって、十分くらい前。

「――ここを切り抜けるには、僕か茉莉花が餌になるしかない」

　廃校の科学室で、晴空は言った。

「わかりました。茉莉花が餌になります」

　一秒の迷いもなく、茉莉花は答えた。

「短い間でしたけど、兄さまと一いつ緒しよにいられて、まつ、茉莉花は幸せでした！　に、にいさまも、まつりかのこと――わすれ、わす、わすれない――で」

　大きな目から涙がぽろぽろとこぼれる。晴空のシャツをつかむ手が震えていた。

「いや、餌っていってもにおいで猟りよう犬けん誘さそうだけだから」

「せめて最後に思い出をください。兄さま――」

「聞けってば！　にーおーい！　猟犬の口を開かせるためのデコイになるだけ！」

　なぜか目を閉じて顔を近づけてくる茉莉花の肩かたを掴つかんで押し戻もどす。

「あいつは僕たちを見つけたら問答無用で攻撃して、殺すかそれとも自爆に巻き込むか、っていう単純なプログラムで動いてるんだと思う。そしてこの暗闇の中、あいつは僕たちを正確に追いかけてきている。たぶん、僕たちのにおいを頼たよりに追つい尾びしてる」

　茉莉花の言葉を遮さえぎり、早口で晴空は言った。

「だったら僕たちのにおいがついたものを囮おとりにすればいい。あいつはとにかく僕たちを喰くらおうとしてた。だから、目の前に僕たちのにおいがしみついた人型のものが飛び出したら、反射的に口を開いて攻撃するはずだ。その隙に〈アッシュ〉を撃ち込む」

「人型のものなんかありましたっけ？」

「廃校に残ってるかどうかは賭かけだったけどね」

　晴空は理科室の隅すみを指さした。

　窓まど際ぎわに人体模型が立っていた。埃まみれで、右手首から先がなかったけれど。

「こいつに僕たちの服を着せれば、猟犬が引っかかってくれるかもしれない。僕たちも転げ回って埃まみれになってるし、全力疾しつ走そうしたせいで服には汗とにおいが染しみこんでる。うまくいくかどうかわからないけど、試ためしてみる価値はあると思うんだ」

　晴空は制服のシャツを脱ぬいだ。

　茉莉花がそれを受け取った。

　大事そうに両手に抱かかえたまま、理科室の隅へと駆かけていく。穴の空いた暗幕と倒れかけの棚が作り出した物もの陰かげ、そこで少しの間、ごそごそしていたと思ったら戻ってきて――

「……どうぞ、兄さま」

　晴空の手に、ブラウスとスカートと、生温かいブラとパンツを手て渡わたした。

「……あ、あの。えっと、これは……これはなに？　茉莉花？」

「あ、あんまりこっち見ないでください。兄さま、えっちです！」

　茉莉花は素す肌はだの上に着た晴空のシャツの裾を握りしめた。

　いくら引っ張っても、足の付け根がぎりぎり隠れるくらいの長さしかない。

「お風ふ呂ろならいいですけど、お外でこれはさすがに……ちょっと恥はずかしいです」

「茉莉花……どうして全部脱いでるの？」

「人体模型さんに服を着せて、においでワンコさんを騙だますんですよね？」

「うん。だから僕がシャツを脱いで――」

「それを茉莉花に着せて、代わりに茉莉花の服を全部人体模型さんに着せるって話じゃないんですか？」

「いつそんな話になったんだよ!?　僕のシャツを人体模型に着せるだけだって！」

「……じゃ、じゃあなんのために茉莉花はこんな格好になったんですか!?」

「知らないよ！　いいから服着てこい！」

「に、兄さまの服をワンコさんに食べられるくらいなら、茉莉花が恥ずかしい格好をしてた方がましです！」

　シャツの襟えりを、ぎゅ、と握りしめて、茉莉花は宣言する。

「それに、服をたくさん着せてにおいをしっかりつけたほうがワンコさんを騙しやすいはずです。シャツだけだとトラップだって気づかれる可能性があります！」

「それはそうだけど茉莉花はいいのそれで!?」

「うー」

　茉莉花は真っ赤になって胸むな元もとと裾を押さえた。晴空のシャツはサイズが合ってない。襟元が開きすぎ、裾は足を隠すには短すぎ。襟元からはあんまりない胸の上半分が見えているし、裾の隙すき間まから下着を穿はいていないのがはっきりわかる。茉莉花はいまさらひっこみがつかなくなったのか、服があんまり開かないように小さくガッツポーズ。

「……いいです。生き残るためです。この作戦が失敗したら兄さまがまた無む茶ちやなことしちゃいますから」

　自分を見る晴空の視線が気になって、目が泳いでるのに。

「兄さまはこんな格好の茉莉花を一人で帰らせるようなことしませんよね？」

　茉莉花の言葉に、ぎこちなくうなずく晴空だった。










「あとは茉莉花の服を着せた人体模型で猟犬を誘い出して、終わり」

「じゃあ、『兄さまが茉莉花に二回もしたから身体がつらい』ってのはなぁに？」

「……それはあとで説明するから」

　実際は茉莉花をもう一度覚醒させて、猟犬から距離をとった上で、茉莉花の服を着せた人体模型を投げつけて――猟犬が口を開いた隙に狙撃したのだけど、それはまだ言うべきじゃない。少なくともリディア＝カインズがいる場所では。

「ま、いいか。あとで晴空が『ごめんなさい』って土下座するまで尋じん問もんするから」

　愛菜は諦あきらめたようにため息をついた。

「魔ま法ほう使つかい相手に生き残った一いつ般ぱん人じんの扱あつかいとしてはひどくない？」

「魔法使いを出し抜く一般人がどこにいるのよ」

「一般人だよ。だから、必死で抵てい抗こうしてる」

　晴空はリディアに歩み寄り、銃口を向けた。

　猟犬に仕掛けられた自じ爆ばく魔法に気づかなかったら死んでいた。あれは間ま違ちがいなく、晴空と茉莉花を殺すためのトラップだった。

「リディア＝カインズ。あんたはどうして僕たちを殺そうとした？」

「〈失敗作〉に話す理由はありませんわ」

　服を引きちぎり〈煉獄の釘〉から逃のがれたリディアは青い顔で、それでも唇を噛みしめ、晴空を見返す。

「僕は、最悪でも茉莉花が殺されることはないと思ってたから〈争魔〉に応じた。それが違うっていうなら、僕はどんな手を使ってでもカインズに思い知らせなきゃいけない」

　晴空の顔色は、彼女よりも血の気がなかった。

〈アッシュ〉のトリガーにかけた指が、痛いくらい震えていた。

「答えろ、リディア＝カインズ。お前はどうして茉莉花を殺そうとした!?　僕たちはただほっといて欲しいだけなのに……そんなに竜の生き残りがめざわりなのかよ!?」

「……だめです、兄さま」

　ふわ、と、やわらかい手のひらが〈アッシュ〉を包つつみ込んだ。

　茉莉花が、晴空の後ろから手を伸ばして、アッシュのシリンダーを押さえていた。

「茉莉花は無事でした。兄さまの作戦のおかげで、なんにも怪け我がしませんでした」

　まだ、身体がつらいんだろう。小刻みに息を吐はいている。重ねた手のひらが焼けるように熱い。それでも茉莉花は晴空を安心させるように、笑う。

「戦いはおしまいです。兄さまの勝ちです。だから、そんな怖こわい顔しないでください」

「竜胆ちゃんに賛成。こいつ殺したら全面戦争になるわよ」

〈杖〉を手にしたまま、さらりと告げる愛菜。

　魔法使い同士の〈争魔〉で、誤って死人が出たなら仕方がない。

　けれど、晴空が魔法使いを殺したとなれば、他の魔法使いが黙っていない。上位種が下位の存在に殺された――それは絶対に消さなければいけない汚お点てんになってしまう。

「リディア＝カインズ。魔法使いのあたしになら言えるわよね。あなたが晴空と竜胆ちゃんを殺そうとした理由はなに？　カインズはなにを考えてるの？」

　愛菜は〈杖〉を手に一歩、前に出た。

「――い、言いませ――」

「はい〈神罰〉」

　ビルの屋上に、雲まで届く光の柱が立った。

　間近で魔法が炸さく裂れつした衝しよう撃げきでリディアが吹き飛ばされ、屋上を囲む金網に激げき突とつする。錆びた金網が外れ、地上へと落ちて行く。ビルの端に倒れたリディアを、愛菜は冷ややかな目で見下ろす。

「次は落ちるわね。魔導具はもうないんでしょ？　どうする？　言う？」

「あ、あ、あ」

　助けを求めるように、リディアの手がコンクリートの上を探さぐる。勢い余って伸ばした手が空中を掴んで、バランスを崩くずしたリディアは屋上のでっぱりにしがみつく。

「ひぃっ！」

「ごめん晴空。こいつ、話す気ないみたい。時間の無む駄だだから消すわ。この件についてはあたしが責任をもって三名家と話つけるから。それでいい？」

　振り返った愛菜が、リディアから見えないように、ぺろ、を舌を出す。

　晴空は軽くうなずき返す。長い付き合いだから、愛菜が本気がどうかくらいわかる。

「だよね。しょーがないわよねー。喋しやべらないんだからー。かわいそーだけどねー」

「ま、ま、待って。お願いだから待ってくださいな！」

　愛菜の容赦ない宣言に、リディアが声をあげた。

「言ったでしょ？　魔法使い同士の〈争魔〉で死人が出るのは仕方がないって」

　氷のような笑え顔がおで〈光フオ子トンの・プ魔リン姫セス〉天伎愛菜は長い黒くろ髪かみをなびかせていた。

「それに、怒おこってるのが晴空だけだと思う？　あんたはあたしの友達を罠わなにかけて焼き殺そうとしたのよ？」

「――ひっ」

「天伎愛菜の名において存在の根源より消しよう滅めつせよ！　〈励起崩壊アポカリプス〉！」

　愛菜の〈杖〉に光が宿る。それが爆はぜ、放射状に光の粒りゆう子しをまき散らす。

　ビルの壁に粒子が触ふれた瞬間、小さな爆発が起こり、コンクリートがごっそり削り取られる。倒れているリディアのまわりも、端はしから崩れていく。うつぶせに倒れたリディアの足あし下もとでも小さな爆発が起こり、脱げたブーツがビルの下へと落ちていく。

「天伎愛菜！　あなたはなにもわかってない！　わたくしがその二人を殺そうとしたのは！　カインズと摩耶マーヤーの魔ま法ほう使つかいが竜の眷けん属ぞくに殺されたからですわ!!」

　耐たえきれなくなったのか、リディアは金色の髪かみを振り乱して叫んだ。

「そ、それが、最初にカインズが天伎家の〈竜の遺産〉を探たん索さくに来た理由ですの！　それが、葛木晴空と竜胆茉莉花を抹まつ殺さつに来た理由ですの！」

　晴空、愛菜、茉莉花のまわりに、息をするのを忘れたかのような沈ちん黙もくが落ちる。

　愛菜が魔法を解除する。降り注いでいた粒子が、消える。

　リディアはマントで身体を隠し、焼け付くような視線で晴空を見上げていた。

「今月に入って二人、魔法使いが正体不明の存在に襲おそわれ、殺された。傷口を解析した結果、二人は竜の爪つめで殺されたことがわかったのですわ。かつて接近戦において、魔法使いの魔力障しよう壁へきを薄うす紙がみのように切り裂さいたといわれる、竜の爪で」

「あ、ありえない、です！」

　シャツの胸を押おさえて、茉莉花は叫んだ。

「竜の眷属の生き残りは、兄さまと茉莉花だけのはずです……」

「殺された魔法使いのひとりは、わたくしの友人でしたの！　わたくしは竜の眷属を絶対に許さない！」

　リディアは晴空と茉莉花を睨にらみ付けた。

「竜に魔法使いが殺されたことは天伎家を除く三名家すべてに伝わっています！　そして今回の戦いで、あなたたちが魔法使いに対する脅きよう威いだということが確かく認にんできました！」

「それは違う！　攻こう撃げきしてきたのはそっちだろう!?」

「竜は駆く除じよする。それが、天伎家を除いた魔法使いたちの結論ですわ」

　晴空の言葉を無視して、リディアは宣言した。

「……駆除。僕ぼくと茉莉花を……？」

〈アッシュ〉を握にぎりしめたまま、晴空は身動きもできなかった。

『駆除』――人に向けるには残ざん酷こくすぎる言葉が、頭の中を回っていた。

「あなたたちは死ぬべきです。魔法使いを倒せる竜など、あってはならないのですから」

　リディアは怯おびえた目で晴空を見み据すえながら、言った。







第五章　竜をあがめる者







「愛あい菜なさんにお話があるんです」

　不意に茉まつ莉り花かが口にした言葉に、愛菜は彼女の背中を拭ふく手を止めた。

　晴はる空あきの家の二階だった。部屋には制服姿の愛菜と、下着姿の茉莉花。

　リディアを天あま伎き家に引き渡わたしたあと、愛菜は晴空と茉莉花の護衛として、この家に来ていた。今は、覚かく醒せいの後こう遺い症しようで疲ひ労ろうした茉莉花の身体を拭いてあげている。

〈争そう魔ま〉のあと、リディア＝カインズは天伎家の手によって、屋や敷しきの地ち下か牢ろうに幽ゆう閉へいされた。

　今回の〈争魔〉の目的は、竜の眷属を奪うばい合うこと。

　けれど、リディアの目的は、晴空と茉莉花を殺すことだった。〈争魔〉は天伎家の管理する特区で堂々と魔法を使うための口実でしかなかった。それは重大なルール違い反はんだ。

　現在、天伎家では歌か音のん、それと当主の天伎夏なつ希きとで、三名家への対応を考えている。

　時刻は真夜中。

　天伎家の結論が出るまで、晴空・茉莉花・愛菜は、この家で待機。

「兄さまはしばらく二階に来ませんよね？」

「うん。ご飯の準備にもうちょっとかかると思うわ。夜食っていっても、あいつ、結構こったの作るから」

　茉莉花の小さな背中を見つめながら、愛菜は答えた。

　竜りゆう王おう認にん定ていと竜の覚醒については、この家に来てから教えてもらった。

　茉莉花の身体が熱いのも、つらそうなのも、覚醒の後遺症らしい。

　――この子が竜のハーフで、晴空が〈竜王〉なんてね。

　真っ白な下着だけを身につけた茉莉花の身体は、愛菜が少し力を入れたら折れてしまいそうなくらい華きや奢しやで、繊せん細さいで、まるで竜と人の血が生み出した芸術品みたいだった。

　魔法使いさえいなければ、茉莉花はたぐい稀まれなる美少女として大事にされ、幸せに生きていたはずだ。ぶっちゃけ、晴空の妹にはもったいなさすぎるって愛菜は思う。

「愛菜さん、茉莉花がいなくなったら、兄さまは殺されずにすみますか？」

　しばらくうつむいていた茉莉花が、意を決したように言葉を続けた。

「……どういうこと？」

　思いがけないセリフに、愛菜は茉莉花の肩かた越ごしに問い返す。

「茉莉花、なんにもわかってなかったです。〈争魔〉がこんなに危ないなんて、魔法使いさんが竜をあんなに憎にくんでるなんて……」

「今回のことはあたしだって予想外だったもの、仕方ないわよ」

　竜の爪の持ち主が魔法使いを殺した事件は、天伎家でさえ把は握あくしていなかった。

「竜をあがめる」天伎家に、三名家は意図的に情報を流さなかったのだろう。

「でも、そのせいで兄さまを危ない目にあわせちゃいました。茉莉花は妹失格です……」

「妹ってのは絶対ゆずらないのね」

「茉莉花ができるのは、自分がなにものなのか、選ぶことだけですから」

　そう言って茉莉花は、寂さびしそうに微ほほ笑えむ。

　視線の先には空色のリュック。茉莉花の荷物はそれだけ。中身はまだほとんど出してもいない。晴空の両親が使っていた和室には、布ふ団とんとテーブル、からっぽのチェストがあるだけ。生活感なんてまるでない。

「茉莉花は最後の竜の直系です。同族は絶ぜつ滅めつしてるから、なにもないんです。でも、どんな竜でいたいかって選ぶことはできると思うんです。そう思わないと寂しくて、哀かなしいだけですから」

　茉莉花は唇くちびるを噛みしめて、愛菜を見た。

「……茉莉花はたった一人の家族を守りたいんです。だから、教えてください愛菜さん。もしも茉莉花がいなくなったら、魔ま法ほう使つかいは兄さまを狙ねらうのをやめてくれますか？」

　その言葉を聞いたとき、不思議なくらい、愛菜の胸が痛くなった。

　天伎家のお目付役としてここにいるはずなのに、その境界線を踏ふみ越こえてしまいそう。

　昨日まで茉莉花のことを、この町にトラブルを持ち込んできたやっかい者くらいにしか思ってなかったのに。

　――だけど、この子のせいじゃないのよね。

　それに、茉莉花は晴空の妹になろうとしてる。

「竜りん胆どうちゃんがいなくなっても、三名家は晴空を狙うのをやめないと思うわ。あいつらが恐おそれてるのは、魔法使いを倒せる『竜の力』だもん」

　うん――妹。晴空の妹ならしょうがない。

　小さくて可か愛わいい、晴空の妹。彼女をなぐさめるように、愛菜は告げる。

「それに、たぶんあなたがいなくなったら、晴空は暴走すると思うの。『茉莉花が魔法使いにさらわれたーっ』って」

「でも、兄さまは、茉莉花のこと妹だって思ってないって言ってたですよ？」

「妹とかそういうの関係ないもん。あいつは友達を絶対に見捨てないの」

　愛菜は少しの間、言葉を切った。

　続きを話していいのか少しだけ考える。でも、晴空の妹が相手ならいいかな――

「晴空が五年前まで魔法使いの卵だったのは、竜胆ちゃんも知ってるでしょ？」

「はい。魔法使いとしてはできそこないだったから、代わりに〈竜りゆう眼がん〉に手を出したんだって、兄さまは言ってました」

「あー、やっぱりそういう言い方したんだ。晴空ってば」

「違うんですか？」

「うん。色々省略されてる」

　どう言ったらいいんだろう。

　あの時のことは、愛菜もまだ気持ちの整理ができていないのだけど。

「正確には『魔法使いとしては強すぎてできそこないだった晴空が、自分の魔力を封ふうじるために竜眼に手を出した』かな？」

「……どういうことですか？」

「晴空は小さい頃ころ、あたしと一緒に魔法使いになるための修しゆ行ぎようをしてたの。でね、天伎家にはひとつ、ルールがあってね。優ゆう秀しゆうな子どもは、血が繋がってなくても、天伎家の姓せいをもらって後こう継けい者しや候補に――天伎家の家族になることができるの」

　晴空はその実力を認められ、後継者候補になるための試験を受けることになった。

　その試験とは、決められた相手と魔法で戦い、勝利すること。

「で、晴空はその試験の相手を、魔法で殺しかけちゃったの」

「……冗じよう談だんですよね？」

　信じられない、という顔の茉莉花に、愛菜は首を横に振ふる。

「本当のことよ。晴空は、対戦相手が防御のために張はり巡めぐらせた魔力障壁をあっさりぶちやぶって、極大魔法をぶつけたの。たまにあるバトル中の事故なんだけど……」

　対戦相手は命にかかわるほどの傷を負った。天伎家の魔法使いたちがつきっきりで、治ち癒ゆを早める魔法を使い続けて、やっと助かったくらいだった。

　誰だれも晴空を責めなかった。それどころか絶賛した。

　魔法使いの血筋でもないものが、天伎家の直系の子を打ち倒たおすなんて、って。

「でも、気がついたら晴空はこっそり最後の竜のところに行ってて、〈竜眼〉を手にいれてた。そのせいで身体の中の魔力の流れはズタズタになった上に、封ふう印いんされちゃった。魔法が一いつ切さい使えなくなったの。それが、五年前にあったことよ」

　だから、事情を知らない魔法使いたちは晴空を見下している。

〈神しん獣じゆう〉と魔法使いの細さい胞ぼうが相あい容いれないなんて常識。そんなことも知らずに、竜の力を望んで破は滅めつしたのか？　そう言って彼を笑う。

　真実はまったく逆なのに。

「じゃあ、兄さまは魔法使いとして未熟だったから〈竜眼〉を欲ほつしたんじゃなくて……」

「あいつは自分の魔力系を壊こわして、魔法使いを辞やめるために〈竜眼〉を望んだの。よっぽどショックだったんでしょ。自分の魔法が友達を傷つけたことが、ね」

「……兄さまらしいです。なんだか、すごくよくわかります」

　愛菜の話を、茉莉花は目を輝かがやかせて聞いていた。

「あの、愛菜さん」

「なに？」

「その対戦相手の人は、どうなったんですか？」

「…………………………………………………………………………元気よ？」

　茉莉花のなにげない問いかけに、愛菜の頬ほおを冷や汗が伝った。

　ひきつったその表情を目にして、茉莉花がなにかに気づいたように、はっ、となる。

「もしかして、兄さまが殺しかけちゃった対戦相手って、愛菜さん？」

「えっと……」

　五年前の試験のことは、愛菜にとってはとっくに終わったこと。いまさら「晴空に殺されかけた」なんて、言う必要もないことだった。

　傷は完治してるし、敗れた愛菜が未熟だっただけ。それが魔法使いの常識だ。

　でも、茉莉花にとってはそうじゃなかったらしい。

「だ、だだだだ大だい丈じよう夫ぶですか愛菜さん！　ごめんなさい。申し訳ないですごめんなさい。に、兄さまが愛菜さんにとんでもないことを――――――っ!!」

「ちょ、ちょっと!?」

　茉莉花が愛菜の肩をつかんでゆさぶる。がくがく揺ゆれる視界の中、茉莉花はパニック状態。桜色の目をいっぱいに見開いて、愛菜の怪我を探すみたいに視線をさまよわせてる。

「ご、ごめんなさい！　兄さまのしたことは茉莉花のしたことです！　い、痛くないですか？　茉莉花、サバイバルの知識があるんです。と、とにかく手当しましょう。応急手当しないとダメです！」

「応急手当って、怪我してから五年も経たってるんだけど――――っ!?」

　ごろん

　勢い余って愛菜を布団に押し倒す茉莉花。毛布を愛菜の頭にかぶせて、自分は救急箱を探し始める。小さな背中は汗だく。呼吸も荒い。それでも愛菜を心配して、テーブルの下に頭を突っ込み、チェストを片っ端ぱしから開けて行く。そんな姿を見ていたら、愛菜は――

「……あ、は、はははははははははははは！」

　気が付いたら、お腹なかを抱えて笑っていた。

「愛菜さん!?　やっぱり兄さまと戦った時の後遺症が!?」

「ち、違うの」

　真っ青な顔の茉莉花に、愛菜は手を振って答える。

　わかってしまった。

　愛菜のことを大おお慌あわてで心配してるこの子が、人を殺したりできるわけがない。

　晴空が守ろうとしてる少女だから、愛菜も茉莉花を信じていた。でも百パーセントじゃなかった。愛菜も魔法使いだ。もしかしたらそういうこともあるかも――と。

「ばっかみたい。あたし、なに考えてたんだろ」

　茉莉花は晴空の妹になるためにこの町に来た。

　だったら、愛菜の友達にだってなれるかもしれない。

「あたしは大丈夫。だから、竜胆ちゃんは晴空の心配だけしてなさい」

「兄さまの心配、ですか？」

「竜胆ちゃんは晴空が無茶しないように見張ってて。野放しにすると、あいつなにするかわかんないから。晴空が竜胆ちゃんにとっての世界とつながるよすがなら、竜胆ちゃんは晴空が暴走しないように繋ぐリードになればいいんじゃない？」

「茉莉花は兄さまの妹でいても、いいんですか？」

「うん」

　愛菜は真しん剣けんな顔でうなずいた。

「竜胆ちゃんは晴空の妹。天伎家の次期当主候補第三位にして〈光フオ子トンの・プ魔リン姫セス〉の名を持つあたしが保証するわ。絶対に妹。間違いなく妹。妹以外のなにものでもないの」

「……どうしてそこまで念を押すんですか？」

　不思議そうな顔の茉莉花。

　うまい答えが見つからなくて、愛菜はごまかすみたいに視線を逸そらした。

「え、えっと、難しい話はごはんの後にしましょ？」

「……はい！」

　茉莉花の瞳ひとみが輝く。耳がなにかを捉とらえたように、ぴくん、と動いた。

　少し遅おくれて一階から、晴空が二人を呼ぶ声が聞こえた。




　＊




「いただきます」

　リビングのテーブルについた晴空、茉莉花、愛菜がそろって手を合わせた。

　三人の前には皿に盛られたオムライスと、インスタントのスープ。トマトとレタスだけのサラダ。それと、ケチャップとマヨネーズの容器。

　今の時間は真夜中過ぎ。

　食事には中ちゆう途と半はん端ぱな時間だけれど、茉莉花は覚醒で体力を消しよう耗もうしてるし、気分を切り替かえるにはごはんを食べるのが一番ということで、夜食ということになったのだった。

「梢こずえさんが言ってました。哀しいことも難しいことも、ごはんの間はお休みだって。お腹がいっぱいになったら、いいアイディアも浮うかぶんだって」

「それには賛成かな。あの人には僕も、いろいろ言ってやりたいことはあるけど」

　スプーンを握りしめて力説する茉莉花に、晴空はうなずいた。

　竜りゆうの眷属を取り巻く状じよう況きようは最悪に近い。

　でも、まだ打つ手はあるはずだ。茉莉花は竜の爪なんか持ってないし、覚醒したのも初めてだ。茉莉花が魔法使いを殺していないって証明できれば、状況をひっくり返せる。

　つまり、晴空がしなければいけないことは――

「に・い・さ・ま！　難しいこと考えるのは禁止って言いましたよね？」

　気づくと、隣に座すわった茉莉花がこっちをにらんでいた。

「竜胆ちゃんに賛成。あたしが護衛についてるんだから、ご飯の間くらいは気楽にしてなさい。あとケチャップ取って」

　愛菜も頬を膨ふくらませて、こっちに手を伸のばしてくる。

　確かに、暗い顔してたかもしれない。

　晴空はかぶりを振ってから、ケチャップの容器を愛菜に渡した。

　味が少し物足りなかったのか、愛菜は皿の上でそれを握りしめ――

「あ」

　べちゃ

　中蓋が外れ、容器に半分以上残っていたケチャップが、まとめて落下。

　愛菜のオムライスが、ケチャップの海に沈しずんだ。

「…………はるあきぃ」

「だからなんでそんなに不器用なんだよ、〈光子の魔姫〉」

　涙目の愛菜に、晴空は静かに彼かの女じよの皿と自分の皿を入れ替えた。

「愛菜さ、複数魔ま法ほう陣じん同時展開とか、数時間魔法連続使用とかは普ふ通つうにこなすのに、なんでケチャップかけるのに失敗するの？」

「魔法は小さい頃から訓練してるけど、こういう訓練はしてないもん。経験値の違いよ」

「ケチャップかける訓練する奴やつなんかいねぇよ」

　晴空はケチャップの海と化した皿から、被ひ害がいの少なそうな箇か所しよのサルベージにかかる。そんな晴空の姿に、愛菜は申し訳なさそうに手を合わせる。

「じ――――っ」

　二人を、茉莉花がじっと見つめていた。

「？　どしたの茉莉花」

「……なんだか、胸のあたりがちくん、としました……あれれ？」

　茉莉花はとまどうようにオムライスをすくって口に運ぶ。

「んーっ！」

　茉莉花の顔が、一いつ瞬しゆんでとろけるような笑顔に変わる。

「すごく美お味いしいです！　茉莉花、日本食大好きです。こんな贅ぜい沢たくなご飯食べていいんですか、兄さま!?」

「いやそれ冷れい凍とうご飯と特売のケチャップで作ったやつだし。そもそもオムライスは洋食だから」

　バイト生活の学生はコストとスピード優先。味はあんまり気にしてなかった。

　でも、笑顔でご飯をほおばる茉莉花を見てると「明日から一品増やしてもいいかな」って気分になる。思わず「家族」って文字が頭にちらついて、晴空はあわてて首を振る。

「ま、まぁ、喜んでくれたならいいかな。うん」

　ごまかすようにつぶやく晴空だった。

「そういえば二人に提案があるんだけど、あたしもここに住んでいい？」

　愛菜はスプーンを置いて、晴空たちに訊たずねる。

「あたしが常に護衛についてれば三名家も手を出しにくくなるでしょ。〈争魔〉がどうなるかわからないけど、晴空一人が竜胆ちゃんを守ってるよりはいいはずよ？」

「学園はどうするの？」

　晴空は聞き返した。

「僕はしばらく休んで茉莉花の護衛をするつもりだけど、愛菜はそうはいかないだろ。〈光子の魔姫〉が何日も休んだら目立つし、なにが起きたのか勘かんぐる奴もいるだろうし」

「竜胆ちゃんも時とき軸じく学園に通えばいいじゃない」

　当たり前のことのように、愛菜は言った。

　その言葉を聞いた茉莉花が、驚おどろいた顔になる。

「が、学園にですか？」

「それがベストだと思うわ。いくら魔ま法ほう使つかい三名家でも、一般人がいる学園に手を出したりできないでしょ？」

　愛菜のセリフには一理あった。

　晴空にはできないことが、愛菜にはできる。

　天伎家の力を使えば、茉莉花を時軸学園に通わせるのは簡単だ。学園にいる間は、三名家も茉莉花に手が出せなくなる。晴空が学校を休み続けて茉莉花を護衛するよりは、ずっといい。

「で、でも……魔法使いさんの学園、ですよね」

　茉莉花は震ふるえる手で、パジャマの胸を押さえた。

「大丈夫よ。普ふ通つう科かに入れるようにするから。魔法使いのいないクラスなら、竜胆ちゃんも怖くないでしょ？」

　愛菜は茉莉花の怯えに気づいたのか、その手を取った。

「は、はい」

　茉莉花は迷っているようだったが、突とつ然ぜん、なにか思いついたように、

「はっ、そうです。いい方法を考えました。茉莉花が学園に通って、みんなに竜が敵じゃないことをわかってもらえばいいんです」

「竜が敵じゃないことを？」

「はい。確か、兄さまは学園では一般人ということになってるんですよね？」

「うん。〈竜眼〉のことを知ってるのは愛菜くらい。クラスメイトも僕が魔法使いのなりそこないだってことは知らないはずだよ」

　茉莉花の問いに、晴空はうなずいた。

「だから、茉莉花が兄さまと仲がいいところを見せつければ、みんな竜への警けい戒かい心しんをといてくれるかもしれないです！　具体的には茉莉花と兄さまと手を繋つないで登校して、隣となりの席で教科書を見せあって、お昼はお弁当をあーんしあって、一いつ緒しよに着き替がえて体育の授業に出て、一緒にシャワーを浴びて汗あせを流すんです！」

「それじゃみんなの警戒心を解く前に僕の学園生活が破は綻たんするだろ!?」

「恐れていたらなにも始まりませんよ兄さま！　茉莉花と兄さまがお互たがいにすべてをさらけだしてわかりあってるところを見せれば、みんなだって、竜と人はわかりあえるって――敵じゃないって信じてくれるはずです！」

「だめ――――――っ！　そんなのだめ――――っ!!」

　絶ぜつ叫きようが響ひびいた。

　愛菜がぶんぶん腕うでを振り回し、晴空と茉莉花の間に割って入る。

「時軸学園生徒会副会長として、学園内でそんなの認めません！　竜の眷属でもだめ！　遺伝子がちょっと繋がった兄きよう妹だいでもだめ――――っ！」

「あ、愛菜が壊れた!?」

「そ、そんな、あーんとか、一緒にシャワーとか、す、すべてをさらけだすとか…………つまり…………晴空が竜胆ちゃんと…………うわ、うわわ……」

　しばらくぶつぶつつぶやいていた愛菜の顔が、ぼっ、と、真っ赤になる。

「ぷしゅう」と、頭から湯気を出し、愛菜はテーブルにつっぷしてしまった。

「愛菜？　大丈夫？　愛菜？」

「…………………………だめだから……いちゃいちゃ、だめだから……」

「えっと、茉莉花」

　晴空は茉莉花に向き直る。

「やっぱり学園で茉莉花が竜の末まつ裔えいだってことを明かすのは危険だと思うんだ」

「わかりました兄さまがそう言うなら」

　茉莉花は動かない愛菜の背中を見つめながら、不思議そうな顔になる。

「魔法使いって怖い人ばっかりだと思ってました。愛菜さんみたいな人もいるんですね」

「愛菜はいいやつだよ。普ふ段だんはちょっとゆるゆるだけど」

「でも、どうしてでしょう？　兄さまと愛菜さんを見てると……この辺がちくん、って」

　茉莉花は真っ白な指先でパジャマの胸に触れた。

　それから、なにかを振り切るように立ち上がり、

「やめです。こんなの、茉莉花らしくないです！　すっきりしないのでお風ふ呂ろに入ることにします。沸わかしてきますから、兄さまはここで愛菜さんを見ててあげてください！」

　茉莉花は小走りにお風呂場へ向かった。

　あとにはテーブルにつっぷした愛菜と、ケチャップの海に沈んだオムライスと戦う晴空が残された。

「愛菜、大丈夫？」

「…………こっち見ないで。あと、お水ちょうだい」

　テーブルに額をつけたまま、ぽつり、と、愛菜がつぶやいた。

　晴空が水の入ったコップを置くと、愛菜は真っ赤な頬を押さえながら起き上がる。こくり、と、氷の入った水を一気に飲み干して、長いため息をついた。

「学園でいちゃいちゃするの駄だ目めだからね！」

「さっきの話まだ続けるの!?」

　うつろな目で釘くぎを刺さしてくる愛菜に、晴空が驚きよう愕がくする。

「すべてをさらけだしてとか……あるわけないだろ。学園で茉莉花の正体を明かすのは危険だし、それに茉莉花は最後の竜エリシアからの大事な預かりものなんだから」

　なんだか言い訳みたいなセリフだって思った。

　誰に向かって言い訳してるのかは、晴空にもわからなかったけれど。

「……ふーん、預かりもの、なんだ」

　愛菜は頬ほお杖づえをつき、不ふ機き嫌げんそうに唇をとがらせた。

「晴空はもっと女の子の気持ちを考えた方がいいわよ。すぐに無む茶ちやなことするのもそう。見てるこっちのことも、ちょっとは考えてよ」

「今回はしょうがないだろ。殺し合いになるなんて知らなかったんだから」

「それはわかってるわ。でも、晴空はこれからどうするつもり？」

「どうする……って」

　竜の爪の使い手がどこかにいる。三名家はそれを茉莉花だと考えている。

　だから、晴空が魔法使いを殺した犯人を捜さがし出して捕つかまえればすべて解決――

「晴空が一人で、魔法使いを殺した犯人を捜し出して捕まえればすべて解決とか考えてないでしょうね？」

「ないよっ」

「ダウト！　返事が早過ぎ。まったくもーっ！」

　不意に愛菜は、晴空に向かって手を伸ばした。

　なめらかな指が、晴空のてのひらを握りしめる。よく知っている幼おさな馴な染じみの、不思議なくらい熱い指先。その温度が伝わってきて、晴空はなぜかどきりとする。

「晴空の性格はわかってるから、無茶するな、なんて言わない。だけど、無茶なことするなら――命がけのことするなら、あたしにちゃんと、言ってからにして」

　愛菜の漆しつ黒こくの瞳が、晴空のすぐ近くにあった。

　ほんの少しだけ、涙をこらえるみたいに濡ぬれて、震えてる。

「そしたらあたしもちゃんと覚かく悟ごする。五年前みたいなのは、やなの。怪け我がして眠ねむってて、目が覚めたらみんな終わってたなんてのは、絶対にやなの。だから、約束して」

「……愛菜」

　晴空は小さくうなずいた。

　目の前にいる、大事な幼馴染みを安心させるように。

「わかった。無茶する時はちゃんと愛菜に言うよ。約束する」

「うん、約束」

　愛菜は握りしめていた晴空の手を放し、代わりに、小指を彼かれの目の前に示した。

　なんだか、照れくさかった。

　けれど、愛菜が真剣な顔をしていたから、晴空は彼女の小指に自分の小指をからめた。

　すぐそばで目を合わせたまま、なんとなく黙だまり込む二人。

　真夜中。聞こえるのは小指を絡からめたまま動きを止めた愛菜の呼吸音と――

　愛菜の胸ポケットから聞こえる、かすかな振動音だけ。

「…………もー」

　愛菜は慌あわててポケットから携けい帯たいを取り出した。

　彼女の顔から一瞬で血の気が引く。晴空にも表示された名前が見えた。

　電話を掛かけて来ているのは、天伎歌音。

　天伎家次期当主候補にして、愛菜の姉だった。










「あれ？　愛菜さんは？」

　風呂場から戻もどってきた茉莉花が首を傾かしげた。

「電話してくるってさ。天伎家の結論が出たみたいだ」

「そ、ですか」

　茉莉花は冷蔵庫から麦茶を出して、二人分コップに注ぎ、晴空の隣の席に腰こしをおろした。

「あの、兄さま、確認なんですけど」

　しばらくコップを手にうつむいていた茉莉花は、おそるおそる口を開いた。

「兄さまが茉莉花を守ってくれるのは、茉莉花が家族だからじゃないんですよね？」

「茉莉花？」

　突然の質問に、晴空はさっきの自分のセリフを思い出す。

「もしかして愛菜との話、聞いてた？」

「……立ち聞きする気はなかったんです。でも、聞こえちゃいました。茉莉花は竜のおかーさんからの預かりもので、家族じゃないって……こと」

　晴空の言葉に、茉莉花はさみしそうに目を伏ふせた。

　しばらく、なんて答えればいいのかわからなかった。

　頭の中をすみずみまで探して、晴空が見つけた答えは、

「……ごめん、わからないんだ」

「わからない、ですか？」

「僕も茉莉花と同じだよ。家族ってどんなものか知らないんだ」

　晴空の家族が死んだのは、彼が五歳の時。原因はありふれた交通事故だった。

　覚えているのは、焼け焦こげた地面。

　崖がけから落ちた車と、引火したガソリンが生み出す炎ほのお。家族を焼き尽つくしているそれを、晴空はずっと見ていた。まわりに人はいなくて、助けを呼んでもなんにもならなくて、怖こわくて――まるで、世界中でひとりぼっちになったみたいだった。

「なんてひどい話ですか!?」

　語り終えた晴空の目の前に、茉莉花の顔があった。

　まるで痛みをこらえるみたいに拳こぶしを握りしめて、息が触ふれる距きよ離りで晴空を見つめている。

「信じられないです！　そんなこと、あっていいはずないです！」

「よくある事故だよ。珍めずらしい話じゃないと思うけど」

「どうしてその場に茉莉花がいなかったんですか！　どうしてひとりぼっちの兄さまを抱だいててあげなかったんですか！　そんなひどい話はないですっ!!」

「え、そっち!?」

「それに兄さまだってひどいです。どうしてそんな大事なこと、茉莉花に教えてくれなかったんですか？　家族で隠かくし事するのはすっごくよくないです！」

「隠し事なんて誰だってあるだろ。茉莉花だって」

「ないです！　兄さまに隠すことなんて、茉莉花なんーっにもないですっ！」

　茉莉花は席から立ち上がり、小さな手で晴空の手を引っ張った。

「兄さまに、それを証明してみせます」

「証明？」

「一緒に、お風呂場に来てください」

　茉莉花は照れくさそうに頬を染めていた。

「兄さまに茉莉花の秘密を全部、見て欲ほしいんです」

　こらえきれなくなったみたいに目を閉じて、茉莉花は言った。
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　実の姉だけれど、愛菜が歌音と話すときはいつも緊張する。

「そうですか。リディア＝カインズの話は正しかったってことですね」

　晴空の家のすぐ側、街灯の下で携帯電話を手に、愛菜は深呼吸をひとつ。

「魔法使いを襲おそった竜の眷けん属ぞくは実在する。だから三名家は晴空たちを殺すためにリディアを送り込んできたってわけですか。どうりで魔導具の数が半端じゃないって思いました」

『無理に敬語使わなくてもいいよ。いつも通り「かのん姉」って呼べば？』

「あたしそんな呼び方したことないもん！」

　思わず叫さけんでしまう。愛菜が最強の魔法使いの歌音をそんなふうに呼べるわけない。

　彼女を「かのん姉」なんて呼んだのは、あとにも先にも晴空だけだ。

「そ、そ、それで……当主さまはなんて言ってます？」

『他の三名家と話をしてみるらしいね。それで対応を決める、とおっしゃってる。それより、あの二人は？』

「晴空も竜胆ちゃんも無傷です。竜胆ちゃんの服がちょっと燃えたくらい」

　正確にはパンツも残さず燃え尽きたくらい、なのだけど。

『ふぅん……カインズと戦って無傷なんてね』

　携帯電話の向こうで、歌音はふふん、と鼻を鳴らした。

『そして竜の少女により〈竜王〉と認にん定ていされ、彼女を覚醒させた、か』

「二人からはそう聞いてます。それと、カインズが言っていた『魔法使いを殺した竜』は、竜胆ちゃんじゃないと思います。そんなことできる子じゃないし――」

『どうでもいいよそんなこと。竜の少女の情報はあとでメールで送って』

　けだるそうな声のあと、愛菜の耳に届いたのは意外なセリフだった。

『しかし晴空が〈竜王〉か。さすがの私も驚いたよ。やっぱり伝説の少年は違ちがうね』

「え……うそ。姉さまが晴空を認めてたなんて」

『まさか。死ぬならせめて天伎の役に立ってもらわないとって思ってるだけさ。「茉莉花は僕ぼくが守る」なんて格好いいこと言って、初戦で死なれたら興ざめだろう？』

　愛菜に口を挟む暇ひまを与えず、早口で歌音はたたみかける。

『だけど、魔ま法ほう使つかいを倒せる竜の眷属ってのは貴重だよね。どれだけ強いのか試ためしたくなるよ。本当なら五年前あいつは愛菜と戦ったあと、腕うで試だめしとして私とも戦うはずだったんだからさ』

「姉さまは最強種でしょう？」

『戦う相手がいない最強種に存在価値ってあるのかな？』

　どうしてそんなことを聞くんだろう。

　愛菜は電柱に背中をあずけ、空を見上げた。

　歌音は儀ぎ式しきによって生まれ、天伎家を継ぐことが運命づけられた最強種だ。二度目の儀式に母体が耐たえられなかったせいで、普通に生まれてきた愛菜とは違う。

　天伎家のみんなが歌音を頼たよりにしてるし、大事に思ってる。もちろん、愛菜も。

　そんなの当たり前すぎて、言う必要もないことだって思ってた。

「……あ、あの、姉さま。あたしは――」

『ま、いいや。晴空と竜の少女を、屋や敷しきに連れてきてよ。愛菜』

　愛菜の言葉を遮って、歌音は言った。

　状況が変わった。

　摩耶マーヤーとアグリッパの動きが読めない上に、竜の爪つめを持つ何者かがうろついている。天伎の魔法特区で、これ以上騒ぎを起こしたくない。

　晴空と茉莉花を守るには、天伎家で保護するのが一番いい。それに、二人が天伎家にいる間に魔法使いが襲われたら、それが二人が無実だということの証明になる。

「あたしが晴空の家に住み込んで護衛するのは駄目ですか？　時軸学園に竜胆ちゃんを通わせれば、三名家の干かん渉しようも防げると思うんですけど」

『駄目だね。愛菜は晴空と親しすぎる。二人が無実だっていう証人にはなれないよ』

　とりつく島もない答えが返ってくる。

　それに愛菜はリディア相手に手こずっている。摩耶、アグリッパからさらに強力な魔法使いが来たら、二人を守りきれないかもしれない。

　また、天伎家にも茉莉花が「竜の爪」の使い手ではないかと疑っている者はいる。その疑いが晴れるまでは、学園になんか通わせるわけにはいかない。

「……そう、ですね。二人を守るには天伎家で保護するのが一番いいですよね。竜胆ちゃんの無実を証明するためにも……」

『うん。それと、当主さまは晴空と竜の少女に〈竜の遺産〉を見せるべきかもしれないってさ。うちにいる間の暇つぶしにはなるからね』

「でも、本当に……大丈夫なの？」

　愛菜は、ぎゅ、と、携帯を握にぎりしめた。

「そのまま晴空と竜胆ちゃんを天伎家に幽ゆう閉へい、ってことにはならないの？」

『愛菜はいつでも晴空のことばっかりだねー』

「――な!?」

『どうだろう。晴空を愛菜の婿として天伎家に迎むかえ入れるのは。晴空には魔力の遺伝的要素があるんだから、愛菜の子どもにその遺伝子を残すための種として――』

「うわーうわーうわぁああああああああぁ――――――――――っ!!」

　愛菜の喉のどから絶叫がほとばしる。

　どうして魔法使いってこうなんだろう。デリカシーとか乙女の気持ちとか、そういうのを一切無視した合理的思考。真っ赤になって電信柱に額を擦り付ける愛菜も、心のどこかで歌音のセリフを「正しい」と思ってしまっている。それがなおさら恥はずかしい。

『とにかく、あとで迎えをやるからさ、それまで晴空たちが逃げないように見張ってなよ。それが愛菜の仕事なんだから』

　そう言って電話は切れた。




「……晴空？　竜胆ちゃん？　寝ねちゃったー？」

　愛菜が家に戻ると、リビングと二階の明かりが消えていた。

　リビングには飲みかけの麦茶がほったらかし。二階の部屋にも誰もいない。

「そういえば、お風呂の支度するって言ってたっけ」

　愛菜は、ぽん、と手を叩たたいた。

　さっき茉莉花が、お風呂を沸かすって言ってた。その準備が出来たんだろう。だから、二人とも部屋にいない。

「なーんだ。そっか、二人ともお風呂に入って――ってええええええええっ!?」

　叫びかけて愛菜は口を押おさえる。

　耳を澄すます。確かに、風呂場から水音が聞こえる。

　――まさか、一緒にお風呂？　いやまさかそんな。いきなりそんな!?

　愛菜は忍び足で脱衣所に向かった。

「……ひゃ、は、ひゃう！　だ、だめです兄さま、もっとゆっくりして、ください……」

　風ふ呂ろ場ばから茉莉花の声が聞こえた瞬しゆん間かん、愛菜はだだだだだーっと脱衣所を駆かけ抜ぬけ、風呂場のガラス戸に耳を押しつけていた。

　聞こえるのは途と切ぎれ途切れのかすかな声。しかもなんだかせつなそう。

「は、はぅ――ひゃん！　兄さま、やめちゃだめです――もうちょっとで――ですから」

　愛菜の耳をくすぐるような、茉莉花の声。

「……茉莉花のここ、こんなふうになってるんだ」

　さらに、興味しんしん、と言った晴空の声。

「に、にーさま！　見つめないでください！　いくら兄さまでも……あの、その」

　――な、な、なにしてるの？　というかなんでお風呂なの？

　頭の中がぐるぐると回り出す。脳内に肌色で桃色な光景が浮うかんで光って炸さく裂れつする。身体が熱くなり、冷たいのは脱衣所のガラス戸に押し付けた耳だけ。すりガラスを通して、途切れ途切れの声が聞こえてくるからもう、どうしたらいいのかわからなくなる。

「に、兄さま――茉莉花はもうちょっと、もうちょっとで――」

「あんたたちわああああああああああああああああっ!!」

　ガラス戸を蹴けり開けて、愛菜は風呂場に飛び込んだ。

「二人でなにやって――――っ!?」

「「はい？」」

　そこにいたのは、お風呂椅い子すに座った茉莉花と、向かい合う格好で座った晴空。

　パジャマ姿の茉莉花が少し顎あごを逸らしていて、その喉元を晴空が覗のぞき込んでいた。晴空の指先が茉莉花の喉をかりかり、と、引っ掻かいてる。

「ひゃ、ひゃうん！」

　恥ずかしいところを見られた茉莉花が両手で顔を隠した。

「う、ううううううううううう。な、なんで愛菜さん入ってきちゃうんですか……」

「いや、あの、あのね……」

　自分がさっきなにを想像してたのか思い出して、愛菜はあわててごまかすように、

「へ、へんな声が聞こえたから敵が来たかと思ったの！　警けい戒かい大事。すごく大事大事！」

「そ、そうだったんですか!?　心配かけてごめんなさい……」

「えっと……なにしてたの？」

「逆げき鱗りんを剥がしてもらってました」

　茉莉花は愛菜に向かって、喉をそらしてみせた。

　真っ白な顎と首筋の境目に、数枚の、水すい晶しようのような鱗うろこがあった。

　大きさは小指の爪くらい。ぽつん、と三枚だけ浮かんでいる。

「これが、逆鱗？」

「はい〈竜の血〉を覚かく醒せいさせると出てきちゃうんです。竜の姿に変身できない茉莉花のリスクです。ほっといても数日間で落ちちゃうんですけど、気になるんで、兄さまに剥がしてもらってたんです。お風呂場ならお掃そう除じも簡単ですから」

　よくみると、風呂場のタイルの上にも数枚、半はん透とう明めいの鱗が落ちていた。

　二人ともしっかり服を着てる。動どう揺ようしてるのは愛菜だけ。自分がなにを想像してたのか思い出し、愛菜は恥ずかしさのあまり、真っ赤になって座り込む。

「言ってくれれば手伝ったのに。こういうのは女の子同士の方が――」

「わぁ！　だめですっ!!」

　愛菜の指先が首筋に触れた瞬間――茉莉花の目から光が消えた。

　茉莉花の全身を赤いオーラが包つつみ込む。

　無言のまま茉莉花は愛菜に向かって腕を振ふり上げ――

「ストップ！　やめろ茉莉花っ!!」

　晴空の叫びを無視して、腕を床ゆかにたたき付けた。

　轟ごう音おんと共に、愛菜がさっきまで立っていたタイルの床に大穴が空いた。

「竜りゆう王おうの名において命ずる！　わが眷属は鉾を収め、その本ほん性しように戻れ!!」
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　愛菜を抱きしめて風呂場から転がりでた晴空が叫ぶ。

　茉莉花の動きが、止まった。

　光が消えていた目に意識が戻る。茉莉花は左右を見回し「はっ」と声をあげる。

「ご、ごめんなさいいいぃっ！」

　茉莉花はすごい勢いで頭を下げた。

「は、晴空。今の、なに？」

「ごめん。説明しなかった僕が悪い。愛菜は茉莉花の逆鱗に触れたんだよ」

「それって、慣用句的な意味で？」

「ううん。現実的な意味で」

「じゃあ逆鱗って……本当に竜のあれなの？」

　愛菜の問いに、晴空と茉莉花が揃ってうなずいた。

「ことわざにもあります。逆鱗に触れる、って。どうも茉莉花は、竜の眷属以外が逆鱗に触れると、一瞬だけ意識が飛んで暴走状態になっちゃうみたいなんです」

　なぜか、えっへん、と胸を張って説明する茉莉花。

「覚醒状態の茉莉花は〈絶対防アブソリユート・御の鱗セイクリツド〉の他に筋力と運動能力の上昇えっと――強くなってすごくなります。本当は兄さまの命令でしか発動できないんですけど、逆鱗に触れられると同じような力が出るみたいです……」

　茉莉花もこうなったのははじめてなので、とまどってるんですけど、と、付け加える。

　竜の力を覚醒させたのもはじめてなら、暴走したのも、逆鱗をはがしてもらうのもはじめてです、と説明する茉莉花は、なんだかすごく嬉うれしそう。

「というわけで兄さま、逆鱗はがしの続きをお願いします」

「まだやるの!?　これ、やってる方も恥ずかしいんだけどな……」

　うんざり、という顔で晴空が肩かたを落とした。

「茉莉花をこういう体にしたのは兄さまですよね？」

「不可抗力だし。覚醒させると逆鱗ができるなんて聞いてないし……」

「男の子なんだから、きちんと責任を取ってください、ね、兄さま」

　言いながら「ふふふ」と笑う茉莉花。愛菜はなんだかむっとする。

　竜の血を引く少女、竜胆茉莉花。

　幼く見えるけれど、彼女もちゃんと女の子なのだ。

「話があるの。だからその前に晴空は、竜胆ちゃんの逆鱗全部はがしちゃいなさい！」

「……ほんとにこれ最後までやらなきゃ駄目？」

「ほっとくと危ないでしょ！」

　ほんとに、しょうがない兄妹。

　肩をすくめて、愛菜は風呂場から出た。




　　　＊




「これから晴空と竜胆ちゃんの身柄は、天伎家が保護します」

　リビングのテーブルの向こうで、愛菜が言った。

　晴空と茉莉花はコーヒーを飲みながら、彼女の話を聞いていた。

　二人の前には愛菜の携帯電話が置いてある。画面には天伎家からのメールが表示されている。愛菜は、歌音や他の魔法使いとのやりとりを全部教えてくれた。

　茉莉花の覚醒のこと、竜王のこと、逆鱗のこと。

　竜についてのすべてを隠さずに天伎家に伝えた結果が「保護観察」だった。

「具体的には天伎家が他の魔法使い名家と話をつけるか、魔法使いを殺した犯人が見つかるまでね。その間の衣食住は保証します。とにかく天伎としては、二人が魔法使い殺しの犯人じゃないって、他の名家に証明しなきゃいけないから」

　愛菜が苦そうな顔をしたのは、眠ねむ気け覚ましのブラックコーヒーのせいじゃないだろう。

　彼女は、茉莉花が人を殺したりしないってわかってる。

　でもそれ以外の魔法使いは、晴空や茉莉花のことを危険生物ぐらいにしか思ってない。

　たぶん奴らは、晴空たちを問答無用で抹まつ殺さつしようとするはずだ。

「……茉莉花は魔法使いを襲ったりしてないです」

　カップを握る茉莉花の手が、震えてた。

「竜りゆうのおかーさんと人間のおとーさんが愛し合ったから、茉莉花が生まれたんです。なのに茉莉花が人間や魔法使いを嫌きらいになるわけないです。竜はみんな『人間萌え』です。だから竜のおかーさんは兄さまに〈竜りゆう眼がん〉をあげたんです。なのに、どうして……」

「わかってるよ」

　気がついたら晴空は、茉莉花の頭に手を乗せていた。

　絹糸のような銀髪を撫なでて――自分のしたことにびっくりして手を引っ込める。

「兄さま？」

「わかってるから。茉莉花が人間を傷つけたりしないって、僕も愛菜もわかってる」

「このままうちに幽閉するわけじゃないわ。竜の眷属と天伎家の同盟はまだ有効よ。それはあたしが保証する。それと、これは姉さまが言ってたんだけど」

　愛菜は気分を切り替かえるように、こほん、と咳せき払ばらいをひとつ。

「天伎が敵じゃないってことを伝えるために、二人に〈竜の遺産〉を見せてあげるって」

「〈竜の遺産〉ですか？」

「そう。竜胆ちゃんのお母さんの遺産。あたしも晴空も見たことないもの。本来は当主さまと、歌音姉さましか見られないものよ。噂うわさでは竜の歴史や秘密を記したもの、って言われてるわ。竜胆ちゃんも興味あるでしょ？」

　愛菜の言葉に、こくこくこく、と、茉莉花は頷うなずく。

　愛菜は微ほほ笑えんでコーヒーカップを掲かかげる。茉莉花も真似して、二人でカップを、かちん。

「大だい丈じよう夫ぶよ。晴空も知ってるでしょ。天伎家は竜を大切にしてきた一族なんだから」

「……うん、わかってる」

　わかってるんだけど――どうしてだろう。

　嫌いやな予感が消えなかった。







第六章〈竜の遺産〉







　明け方、晴はる空あきたちは天あま伎き家が手配した車で出発した。

　やってきた車は合計十五台。それらはいくつかのグループに分かれてから街中をぐるぐると巡り、どれに晴空たちが乗っているか隠すために、途と中ちゆうで何度か乗員を入れ替えた。

　そうした手順を踏ふんでから、いくつかのルートに分かれて、天伎家へのコースに乗った。

「……兄さま」

　天伎家の屋敷に通じる橋にさしかかった時、不意に茉まつ莉り花かが口を開いた。

「なんだか、変な感じがしませんか？」

「変な感じ？」

「なんだか、見られているような……」

　それはないと思う。

　乗る前に〈竜眼〉でチェックした。車に魔ま法ほうや魔導具はしかけられていなかった。

　車は五台。一列に並んで走っている。晴空たちがいるのは三台目の車の中だ。先頭車両には愛あい菜なが乗り、周囲に目を光らせている。なにかあったら晴空にも連れん絡らくが来るはずだ。

「……ですよね。きっと気のせい――」

　茉莉花がごまかすように笑った瞬間――

　目の前を走っていた車が、爆ばく発はつした。
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「……襲しゆう撃げき!?」

　愛菜は車から飛び出した。

　橋の上を小さな犬が駆け回っていた。数は七、八匹。サイズは猫ねこくらい。

　一匹が鼻を鳴らして愛菜の方に走ってくる。その前を、急ブレーキをかけた車が横切る。直後――犬が爆発した。

「リディア＝カインズの使い魔!?」

　間ま違ちがいない。晴空たちが戦ったものより簡易化されている。サイズもはるかに小さい。橋の上を通る車に向かって自走し、自爆するだけ。いわば走る爆弾だ。

「でもどうして？　リディア＝カインズは天伎が監禁しているはず……」

　愛菜は制服のブラウスのボタンを外し、胸むな元もとから金色のペンダントを引っ張り出す。細い鎖がついた、コインのようなもの。それに指を当て、魔ま力りよくを注ぎ込む。

〈生命金属〉で作られた〈杖つえ〉の起動キーが反応する。ペンダントが光のラインに変わる。愛菜の手の中に、使い慣れた金色の〈杖〉が出現する。

「〈光の矢、十連師団フアランクス〉！」

　愛菜の〈光の矢〉に撃たれて、橋の上を走っていた猟りよう犬けんが吹ふき飛ぶ。直後、爆発。

　明るくなった視界の中、愛菜は晴空たちの車に向かって走る。

「ＧＹＡＧＹＡＧＹＡ！」

「うざい！」

　愛菜の行く手を遮るように、猟犬が回り込む。愛菜は歩道の欄干を蹴り、猟犬の突とつ進しんをかわす――直後、別方向から飛んできた赤い〈矢〉が、猟犬を木っ端みじんにした。

　爆炎に照らされ、もう一人の魔法使いの顔が浮かび上がる。

　天伎家に向かう道路の中央に立つその人の顔を目にして、愛菜は安あん堵どのため息をついた。

「……どうして、ここに」

「手伝いが必要かと思って」

　そのセリフに、愛菜は肩の力を抜いた。

　彼かの女じよが来てくれるとは思わなかった。でも、もう大丈夫。

　この人がいる限り、この場所はどこよりも安全だ。

「あたしは晴空と竜りん胆どうちゃんの護衛に向かいます。そちらはみんなを率いて、敵を掃討してください。リディア＝カインズが近くにいるはずですから、気をつけて」

「わかった。私は邪じや魔ま者ものを排除すればいいんだね？」

　短い答えに、愛菜はこくん、と頷き、彼女に背を向けて走り出した。

「じゃあ邪魔者を排除するね」

　ざくり

　背後から聞こえた声――それと奇き妙みような音とともに、愛菜の背中から血が噴き出した。

「………………なに…………これ」

　足がもつれる。力が急速に抜けて行く。膝ひざをつく。転がる。

　仰向けに倒たおれた愛菜の目に、よく知っている顔が映った。

　防ぼう御ぎよ魔法を使う暇はなかった。この人相手にそんな必要はない――はず。

「……なんで……その……つめ……は、なに…………」

　頭の中を疑問がぐるぐると回る。

　どうして敵が、ピンポイントで愛菜たちを攻こう撃げきできたのか。

　どうしてここに、リディア＝カインズと、その使い魔がいるのか。

　どうして――自分の背中を切り裂さいた武器が、竜の爪にしか見えないのか。

　――はる……あき……りんどう、ちゃん…………にげて。

　警告を口にすることもできず、愛菜の意識は闇に飲まれた。




　　　＊




「リディア＝カインズ……」

　晴空は白銀の拳銃アツシユを握りしめた。

　リディアが猫サイズの猟犬を従え、橋の上に立っていた。

　金きん髪ぱつのツインテールが、朝日を受けて輝かがやく。千切れかけのマントは、ほとんど身体を隠す役に立っていない。その下に下着だけを身にまとい、銅色の簡素な〈杖〉を握りしめ、彼女は晴空を見ていた。

「お久しぶりですわね、竜の眷属たち」

　リディアの目が晴空を捉とらえた。彼女の自信に満ちた表情に、寒気がした。

　ここは天伎家の屋敷の近く。リディアにとっては敵地のはずなのに。

「僕たちはこれから天伎家の屋敷に行く」

　晴空は銃じゆうを下ろして、リディアに告げる。

「事件が解決するまで、屋敷の外には出ない。あんたはその間に竜の爪の持ち主を捜せばいいだろ。邪じや魔ましないし、そいつをかばう気もない。だから――」

「そうですか。ではその前に、この場であなたたちが無実だと証明してくださいな」

　小首をかしげて、ただ静かに訊たずねるリディア。

「証明って……それは」

「できないですわよね。じゃあ、あなたはわたくしの敵です」

　通じない。百年前と同じだ。

　あの時、神しん獣じゆうが人を殺した。だから魔法使いはすべての神獣を殺すことにした。

　今度は竜の爪の持ち主が魔法使いを殺した。だから魔法使いが竜の眷族をすべて――

「くそっ！」

　晴空は〈アッシュ〉の照準をリディアに合わせた。

「僕はこいつを足止めする！　茉莉花は愛菜を呼んできて！」

「は、はいですっ！」

　茉莉花が走り出すと同時に、晴空は〈アッシュ〉の引き金を引いた。

　リディアの体がぶれる。身体強化の魔法――銃じゆう弾だんが避さけられる。リディアが〈杖〉を振り、漆黒の鎌を生み出す。それを握り、リディアは滑るように晴空に向かってくる。

「なんでこんなにしつこいんだよ!?」

「言ったはずですわ。竜はわたくしの友人の仇だと！」

　鎌が光る。自分の首を切り落としにくるそれに、晴空は至近距離から〈アッシュ〉を撃うち込む。鎌が消しよう滅めつし、リディアの腕うでが空を切る。

「かかりましたわね」

　真横に飛んだリディアの背後から五匹の猟犬が現れる。

　列をなし、まっすぐ晴空に向かってくる。

「危険な絶滅種！　いさぎよくこの世界から消滅なさい!!」

「他人の運命を勝手に決めるんじゃねぇ！　塵と化しアツシユ・灰に還れトウ・アツシユ!!」

「無む駄だですわ！　その銃の威い力りよくでは、猟犬の再生速度には敵わない！」

　リディアが笑う。でも、構わない。

　晴空は続けざまに引き金を引く。先頭を走る猟犬に、残弾すべて叩き込む。

　一発目、小型猟犬の眉み間けんに着弾。

　直後、同じ位置にふたたび着弾。三発目――同上。数ミリのずれもなく次々に銃弾が着弾し、先に当たった弾丸を小型猟犬の体内に押し込んでいく。再生する肉が銃弾を押し出す前に、最初に撃った弾丸が小型猟犬の体内の〈魔法陣〉を貫つらぬいた。

　自爆〈魔法陣〉が発動。

　猟犬は併走していた仲間を巻き込み、爆ばく風ふうとともに消し飛んだ。

「もういいから帰れよ！」

　空の薬やつ莢きようを投げ捨てて、晴空は叫んだ。

「あんたの友達を殺した竜の爪の使い手は、僕が必ず探し出す。竜王の名において約束する。だから僕たちのことはほっといてくれ！　リディア＝カインズ！」

「おろかな〈失敗作〉！　あなたはなにもわかっていないのですわ！」

　優位を崩されたリディアは、ツインテールの髪を振り乱す。

「竜の眷属を脅きよう威いと感じているのは三名家だけではない。竜の抹殺は、もはやすべての魔法使いの意思！　だからわたくしがここにいるのです！」

「すべての魔法使いの意思――!?」

　晴空の頭の中を思考がめぐる。

　誰だれが、監禁されていたリディア＝カインズを逃がした？

　誰が、晴空たちの移動経路を彼女に伝えた？

「まさか……天伎家に、三名家に通じている奴やつがいる？」

「兄さまぁ―――――っ！　愛菜さんが――愛菜さんがあああああああああっ!!」

　不意に、茉莉花の絶ぜつ叫きようが響ひびき渡わたった。

　晴空は声が聞こえた方向へ走り出す。視界の端に、リディアが〈杖〉を振り上げるのが見えた。晴空は装弾を終えた〈アッシュ〉のトリガーを引く。肩を撃ち抜かれたリディアが地面に転がる。あとは見ない。見る必要がない。

　晴空はまっすぐ、茉莉花がいる方向に駆けていく。




「行かせるわけにはいかぬよ、竜の眷属」




　晴空の頭上から声が響いた。

「竜の抹殺は天伎家を含めた魔法使いの総意。ゆえに、汝なんじらの旅はここで終わりだ」

　晴空の足下に爆炎が上がり、コンクリートの破は片へんが飛び散る。道路に亀き裂れつが走り、晴空の足を止める。

　顔を上げると、橋の上にかかったケーブルに、白銀のローブをまとった人ひと影かげが立っているのが見えた。

「竜の眷属よ、汝らは裁かれねばならぬ」

　人影はローブの袖そでを羽根のように広げ、ふわり、とリディアの隣となりに舞まい下りる。

　フードを目ま深ぶかに被かぶっているせいで顔が見えない。両手も幅広の袖で隠している。体型から女性だとわかる。背は高い方だろう。ローブに隠れた手に握っているのは黄金の〈杖〉。先せん端たんには羽根のようなものがついていて、表面には膨ぼう大だいな魔力を示すラインが幾重にも走り、どくん、どくん、と脈打っている。

「竜の眷属よ、汝らが魔法使いを殺していないという確証がない限り――」

　重々しい口調で、女性は言った。

「ふざけるな……なんなんだよ、あんたは！」

　いくら顔を隠していても、晴空にはわかる。物理的な圧力を感じるほどの魔力と、晴空の身体に染みついている恐きよう怖ふ。目の前にいるのは、桁外れに強い魔法使いだ。

　そんな奴は晴空が知る限り、一人しかいない。

「なんであんたがカインズについてんだよ！　天伎次期当主、天伎歌か音のんっ!!」

「…………魔法使いを抜けた奴に呼び捨てにされたくないさ。〈失敗作〉」

　明け方の風が、白銀のフードとエメラルドグリーンの髪を巻き上げる。

　そこにいたのは愛菜の姉、天伎歌音だった。

　天使のような柔らかい髪と、徹底した無表情。正体を暴かれたのに眉ひとつ動かさない。綺麗とか可か愛わいいとか、そういうレベルじゃない。まるで天才芸術家マエストロの最高傑作を前にしたような緊張感。最強種を前に、晴空の身体に寒気が走る。

「この方は〈竜の遺産〉を三名家に公開するつもりなのですわ」

　リディアが肩を押さえながら立ち上がった。

「共に竜の眷属を駆く除じよし、〈竜の遺産〉を研究しようとおっしゃっていますわ。天伎家にも話のわかる方はいるのですね」

「あれ？　そんなのまだ信じていたのかい？」

　高らかに語るリディアに向かって、歌音が腕を振り上げた。

　歌音のローブの袖がほどけて行く。

　袖の中にあったのは――巨きよ大だいな五本の爪を備えた〈ガントレット〉だった。

「――その――爪は!?」

「魔ま導どう具ぐ〈魔法ドラグ・仕掛けのエクス・竜王マギカ〉」

　ガントレットを掲げ、歌音は歌うように声をあげる。

「これは、魔法使いをさらなる進化の高みへと誘いざなう魔導具さ。その実験に参加できることを光栄に思うがいい、リディア＝カインズ」

　さわやかすぎる笑え顔がおで歌音はリディアに向かって爪を振り下ろした。

　リディアが反射的に防御魔法を発動させる。爪が魔力の障しよう壁へきに当たる――

「――――――――――――っ!!」

　五本の巨大な爪は魔力障壁を薄うす紙がみのように破り――リディアの身体を切り裂いた。

　ぶしゃ、と、血がしぶいた。

　ローブを重だるい赤色に染めて、リディア＝カインズは路上に倒れた。

「……なんだよ、それ……」

　晴空は、歌音の手にある爪に見覚えがあった。

　湾曲した銀色の爪。一ひと振ふりで車くらいは簡単に破は壊かいできそうなくらい大きい。だけど、あの爪の持ち主は誰も傷つけようとはしなかった。

　最後の竜は、とても優やさしい生き物だったから。

「なんで……なんであんたが茉莉花の母さんの爪を持ってるんだよっ!!」

　晴空は口を押さえた。悪寒が、止まらなかった。

　見間違えるはずがない。あれは、最後の竜の爪だ。

　歌音が持っているガントレットは、茉莉花の母親の死体から作ったものだ。

「ああああああああああああああああああああああああああっ!!」
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　晴空の喉から絶叫がほとばしる。〈アッシュ〉が銃じゆう弾だんを吐はき出す。

　それに反応した竜の爪が空中に複雑な軌跡を描えがく。歌音は銃口さえも見ない。

「絶滅種に身の程を知らしめよ〈魔法仕掛けの竜王〉」

　歌音がうやうやしくつぶやく。地面に銃弾が落ちる。

　弾道予測を自動で行った竜の爪が〈アッシュ〉の銃弾をすべて弾はじいていた。

「興奮するなよ〈失敗作〉。竜の作った銃弾で、竜の爪が破壊できるわけないだろう？」

「自動防御の魔ま導どう具ぐ!?　あんたは最後の竜に一体なにをした!?」

　動揺で銃口が定まらない。揺ゆれる晴空の視界の中で、歌音が笑っている。

　竜の爪は〈アッシュ〉の弾道を自動的に読み取って弾いている。

　爪と繋つながるガントレットに〈魔法陣〉が浮かんでいた。おそらくあれは敵の攻撃に反応して自動的に防御するための魔導具だ。爪の後ろにあるガントレットに銃弾を当てなければ壊こわせない。

　竜の爪は魔法障しよう壁へきを破壊する武器であり楯たてでもある。

　たぶん茉莉花の〈絶対防アブソリユート・御の鱗セイクリツド〉と同等の強度があるはずだ。

「人が来ると面めん倒どうだ。ここは一回仕切り直しといこう」

　歌音は〈杖〉を掲げた。

「殲せん滅めつ魔法、〈はじまりの天雷テンペスト〉――」

「天伎歌音――――――っ！」

〈竜眼〉に三重円の〈魔法陣〉が映る。晴空は〈アッシュ〉のトリガーを引く。〈魔法陣〉を狙ねらった銃弾が竜の爪に弾かれる。一発――二発――届かない――通じない！

「あんただけはこんなことする必要ないだろ!?　天伎家の次期当主で、生まれる前から最強の魔法使いになることが決まってて！　なのに、なんで絶滅種なんか狩かりにくる!?」

「最強だからこそ、さ」

　歌音は無邪気に目を細めて、笑った。

「最強の魔法使いだからこそ、自分が最強だと確かめるためには戦いが必要なのさ。お前にはわからないよ。天伎家に数知れない伝説を残した〈失敗作〉」

「……じゃあ。わたくしは、なんのために…………？」

　歌音の足あし下もとから、かすかな声がした。

　右肩から背中にかけて切り裂かれたリディアが血の泡を吐きながら、つぶやく。

「…………ただの道具？　噛かませ犬？　殺されたあの子も……わたくしも？」

「ごめんね」

〈杖〉を握ったまま、歌音が軽く手首を返す。

「君は進化へのルートから振り落とされたんだ。君が悪いわけじゃない。ただ君は晴空の相手にも、私の相手にも不足なんだよ。このステージに君の居場所はないんだ」

　ふわり、と、リディアの身体が浮き上がる。

　まるで古い荷物を投げ捨てるように、そのまま、川に向かって飛んでいく――

「――くそっ！」

　思わず駆けだした晴空は、先回りしてリディアの身体を受け止めた。

「がはっ」

　衝しよう撃げきに思わずのけぞる。がしゃん、と、橋の欄干に晴空の背中が激げき突とつする。

「…………なんのつもりですの……竜の眷けん属ぞく」

　晴空の腕の中で、リディアが小さく首を振る。

「わたくし……なにもわかってなかった。踊らされて……あなたを…………焼き殺そうとした………………同情なんか…………」

「リディア＝カインズ。あんたには生き残って、竜が敵じゃないってみんなに話してもらわなきゃいけない」

　リディアの言葉に、晴空は答えた。

「やっとわかってくれたのに……そういう奴に死なれるのは嫌なんだよ！　同情なんかじゃない。僕ぼくは自分の都合でリディアを助けるだけだ！」

「……りゅう……おう……」

　がくん、と、リディアの身体から力が抜ける。

　かすかな呼吸を確かめてから彼女を背負い、晴空は走り出す。

　茉莉花と合流する。それしか、この状じよう況きようを打開する方法がない。

　倒れた車を乗り越えると茉莉花の背中が見えた。血まみれの愛菜を抱だいてる。茉莉花が振り返る。晴空は叫ぼうとする。「竜王の名において覚醒を許す。愛菜を連れて逃にげろ」と。晴空は口を開き――吸い込んだ空気がやけに薄いことに気づいた。

　不意に噴ふき上がる風と瓦が礫れきが晴空の視界を覆おおう。

　一個集団を殺傷・無力化する殲滅魔法〈はじまりの天雷〉の発動。

　歌音の〈杖〉の先に発生した膨大な魔力が、周囲の空気を膨れあがらせる。

　爆発的な大気の膨ぼう張ちよう。

　そして巻き起こった暴風が、晴空とリディアを吹き飛ばした。

「――――茉莉花――――っ！　愛菜――――――っ!!」

　続いて轟音。

　雷らい鳴めいが無数の鉄てつ槌ついとなり、橋を打ち据えた。

〈絶対防御の鱗〉でも感覚器官は守れない。音と衝撃に耐たえきれなくなったのか、茉莉花は愛菜に覆いかぶさるように倒れる。そこまでは晴空にも見えた。

　でも、もう手は届かない。

　晴空は橋の上から放り出され、落ちて行く。










　目を開けると、真っ白な天てん井じようが目に入った。

　自分がどこにいるのか、しばらくわからなかった。

「晴空、気づいたか？　どこか痛いところはないか？　我のことがわかるか？」

「……天伎の当主さま？」

　耳元で聞こえた声に、晴空はぽつり、とつぶやいた。

　暴風で橋の上から吹き飛ばされたあと、川に落ちたのは覚えている。

　天伎家が晴空を拾って、運んでくれたらしい。

「…………じゃあ、ここは」

　晴空はまわりを見回し、自分のいる場所を確かく認にんする。

　ここは昨日来たばかりの天伎家の屋や敷しき。その客間だった。

「……すまぬことをした。よもや歌音があのような……」

　晴空が横たわるベッドの横で、丸椅子に腰こし掛かけた小さな姿があった。

　小学生にしか見えない少女。ボブカットの髪に丈の短い和服を着て、居心地悪そうに膝をこすり合わせている。

　晴空が天伎家に引き取られた時から外見は変わっていない。

　彼女が天伎家の当主、天伎夏なつ希きだった。身体の成長を止めることで生命力と魔力の消費を抑おさえ、人を超えた寿じゆ命みようを獲得している。今は眠ねむりと覚醒を繰くり返しながら、次世代の後こう継けい者しやを育てるのに専念しているはずだった。

「――っ！　茉莉花と愛菜は!?」

　晴空は弾かれたように跳ね起きた。

「愛菜は別室で治療を受けておる。なんとか一命はとりとめた。リディア＝カインズもそうじゃ。竜胆茉莉花は……」

　夏希は言葉を選ぶようにうつむいた。

「竜胆茉莉花は、歌音が連れ去った」

「わからないよ。どうしてこんなことに？　歌音は天伎家の次期当主なのに……？」

　晴空は頭を振った。

　歌音の目的を考えても意味がない。それより先にすることがある。

「茉莉花たちの居場所は？」

「……まだわかっておらぬ」

「うん。じゃあわかったら連絡して。僕は茉莉花を捜しに行く」

　晴空は布ふ団とんをはねのけてベッドから出た。

「晴空！」

　枕元に座すわったままの当主が声をあげた。

「お主に見せたいものがある」

「ごめん。急ぐんだ。当主さま」

「五分で済む」

　夏希は老人らしいゆっくりとした動作で立ち上がった。

「今回の事件とも関わりのあるもの――〈竜の遺産〉を、お主に見せておきたいのじゃ」
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「おや、起きたかな。やっぱり竜は頑丈だね」

　自分を呼ぶ声に茉莉花が目を開けると、歌音の顔が見えた。

　最悪の目覚めだった。

　茉莉花は首をめいっぱい曲げて、歌音から目を逸そらした。

「話をしようよ、最後の竜の子ども」

　歌音は椅子に腰掛けながら、茉莉花の子どもっぽい抵てい抗こうを笑った。

「……兄さまはどこですか、天伎歌音さん」

「最初に言うことがそれかい？」

「耳が腐るから黙だまっててください。あと近づかないで、こっち見ないでください」

　床ゆかに転がされた茉莉花は、自分を見下ろす歌音に「がるる」と唸り声をあげた。

「竜の末まつ裔えいが犬みたいな声を出すもんじゃないよ」

　歌音は茉莉花の反応に、がっかりしたような顔になる。

「だったらこの鎖をほどいてください」

　茉莉花の身体は、金色の鎖で拘こう束そくされていた。

　さっきから力を入れているが、身体に幾重にも巻き付いた鎖はびくともしない。肩から膝のあたりまで、茉莉花の身体は金色の鎖で覆われていた。鎖の表面には拘束された竜のレリーフが施ほどこされている。なにかの魔ま導どう具ぐなのは間違いない。

「君が覚かく醒せいしても切れないよ。これは中世に作られた竜封じの鎖だからね」

「茉莉花をあんまり怒おこらせない方がいいです。茉莉花には強い兄さまがいるんですから」

　そう言ったとき、茉莉花の全身に寒気が走った。

　魔法が発動したとき、晴空が吹き飛ばされるのが見えた。橋の下は川だ。あの程度で晴空が死ぬとは思えない。でも怪け我がくらいは――もしもうちどころが悪かったら――

「心配しなくても晴空は無事だよ。たぶんね」

「あたりまえです！　でも、あなたなんかに兄さまの名前を呼んでほしくないです」

　絶対に怖がるもんか。怖がったら竜りゆう王おうたる兄さまの名を汚してしまう。

　めいっぱい力をこめて、茉莉花は歌音を睨にらみ返した。

　歌音はまったく動じない。

　茉莉花の視線を真っ向から受け止め、ただ、笑っている。

　わからない。この人はどうしてこんなことをしているんだろう。天伎家の仲間を襲い、茉莉花をさらった。なのに茉莉花を連れて遠くへ逃げるわけでもない。

　椅子に腰掛け、頬杖をついて。まるで誰かを待っているような――

「あなたが、魔法使いさんを殺した犯人だったんですか」

「そうだよ。でも、君が聞きたいのはそんなことなのかな？」

　歌音は左ひだり腕うでを覆うガントレットに触ふれた。

　茉莉花は歯を食いしばる。晴空と愛菜を傷つけた相手の思い通りになんかなりたくない。でも、押さえきれなかった。血を吐くように声を絞り出し、叫さけぶ。

「じゃあ聞きます！　あなたが持っている竜の爪つめは――いったいなんなんですかっ!!」

「〈魔法仕掛けの竜王〉さ」

　待ちかねたように、歌音は答えた。

「これは竜の爪を素体として作りだした魔導具さ。魔法障壁を破る力と、自動的に攻撃を防ぐ能力を持ってる。天伎家が持つ〈竜の遺産〉を加工したものだよ」

「……〈竜の遺産〉を？」

「君にも教えてあげよう。天伎当主と後継者しか知らない〈竜の遺産〉の正体を」

　歌音は残ざん酷こくな笑えみを浮うかべ、茉莉花の顔をのぞきこんだ。
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「……これが〈竜の遺産〉」

　離はなれの地下にある保管庫に、晴空は足を踏み入れた。

　長い螺ら旋せん階段を下りると、そこはコンクリートで作られた円形の大広間だった。

　空調が効きすぎているのか、鳥とり肌はだが立つほど寒い。螺旋階段を取り巻くように、壁かべ際ぎわにガラス製のカプセルが並んでいる。中に入っているのはなにかの液体と、生き物の一部のようだった。




　その正体がわかった瞬しゆん間かん、すさまじい吐き気がした。




　喉のどの奥おくから酸っぱいものがこみあげてくる。おぞましさに身体が震え出す。見ているものが信じられなくて、何度も目をこする。でも、目の前の光景は消えない。

「なんだよ……これ。これのどこが〈竜の遺産〉だ!!」

　保管庫を埋うめ尽つくすカプセルの中には粘り気のある液体――魔法使いが研究に使う保存液だ。液体の中に浮かんでいるのは、茉莉花の〈絶対防御の鱗〉によく似たもの。

　茉莉花の母親の死体から剥がした、竜の鱗だった。

　別のカプセルの中身は牙きばだった。さらにその向こうにあるひときわ大きなカプセルには頭蓋骨。その隣は、脳。まだまだある。吐き気をもよおす光景は消えない。竜の骨、神経細さい胞ぼう、角、耳、頚けい骨こつ、背骨、腕骨――血管、心臓、人間にはないなにかの臓器――ここにないのは眼球だけ。

　晴空は左目を押おさえた。そういえば自分は竜王だった。茉莉花が任命してくれた竜王。なんて軽い。だけど間違いなく竜王だ。だって、こんなにも怒っている。

　今すぐこの場にあるものを全部ぶち壊してしまいたいくらい！

「ふざけるな!!　こんなの遺産なんかじゃない!!」

　ここにあるのは肉の一片にいたるまで解体された茉莉花の母親の遺体――

　いや、標本だ。

「最後の竜は死んだあと、ちゃんと葬られたんだって思ってた。なのに――」

　骨と内臓、器官と鱗までも綺麗に分類され、並べられたエリシア＝アースドラグの死体の前で、晴空は喉を押さえてうめいた。

「なんでこんなひどいことができる!?　天伎家は竜をあがめてるんじゃなかったのか!?」

「あがめておるよ。だからこうして腐らないように保存しておる」

　カプセルに寄りかかりながら、和装の天伎夏希が答える。

「冗じよう談だんだろ!?　最後の竜はそれでいいって言ったのかよ!?」

「なにも。だが、察しのいい方じゃった。我らが偉大なる竜の記録を残すことくらい予想しておったじゃろうな」

「当主さまは……これを茉莉花に見せるつもりだったの？」

「あの娘むすめも、母親に会いたいじゃろう？」

「ふざけんな！　親のバラバラ死体を見て喜ぶ子どもがいるかよ!?」

「……晴空、お主はさっきからなにを興奮しておるのじゃ？」

　当主は不思議そうに問い返した。

　――通じない。

　晴空と魔法使いは見ているものが違ちがう。魔法使いにとっての竜は、ただの絶滅種だ。

　だけど、晴空にとっては――

「茉莉花の母さんは、優しかった」

　身体は人間よりもずっと大きくて、口には巨大な牙が並んでいたけれど。

　晴空を怖がらせないように、最後の力で人間に化けてくれた。

「死にかけてたのに、僕の話をちゃんと聞いてくれた。魔法使いをやめたいって願いを叶かなえてくれたんだ」

「自分が愚かなことをしたとは思わぬのか」

「思うもんか。僕は、魔法使いになんかならなくてよかった」

　心からそう思う。

　自分が竜を解体してもなにも感じない生き物にならなくてよかった。

「……ここの管理は次期当主たる歌音の役目じゃった」

　当主は部屋の一角にある、からっぽのカプセルを指さした。

「おそらく、この中にあった竜の爪を持ち出し、魔導具を作り出す実験をしておったのじゃろう。お前と同じように、竜の力による異能を手にするために」

「一いつ緒しよにするな。僕の〈竜りゆう眼がん〉は茉莉花の母さんにもらったんだ」

「確かにな。お主のように竜の細胞を身体に入れた者は、魔力系を破壊されてしまう。それを回避する方法として、歌音は魔導具を作り出したのじゃろう……」

　苦い顔で、当主は首を横に振ふった。

「晴空よ、竜の娘のことは諦めてくれぬか」

　あっさりとしたセリフだった。

　ひどいことを言われてるって、すぐには気づかないくらい。

「歌音が摩耶マーヤーとカインズの者を襲おそったことは、他の三名家にも知られているはず。奴らはすでに動き出しているじゃろう。歌音をかばうことは、天伎家にはできぬ」

「だからなんだよ!?　茉莉花はただ巻き込まれただけだろ!?」

「それがカインズ、摩耶、アグリッパに関係あるのか？」

「関係……って」

　晴空は痛いくらい両手の拳こぶしを握にぎりしめた。

　当主の言いたいことがわかってしまった。

　茉莉花は歌音と一緒にいる。三名家の魔ま法ほう使つかいが歌音を倒そうとすれば、茉莉花もまきぞえになる。彼かれらには茉莉花を生かしておく理由がない。

「騒ぎが大きくなれば、魔法特区の存在が危うくなる。我らには居場所が必要なのじゃ。魔法使いがいくら強くとも、普ふ通つうの人間に比べれば少数派。彼らと対立すれば、結局は神獣のように狩られてしまう」

　天伎夏希は肩かたを落とした。

「そして天伎家の後継者が問題を起こしてしまった以上、三名家との全面戦争を避けるためにも、我々は静観するしかない。わしらには竜の娘を助け出すのはおろか、捜し出すことさえもできぬのじゃよ」

「だったら三名家が見つける前に、僕が茉莉花を助け出す」

「できぬことを言うな」

「できなくてもやる！」

　晴空は螺旋階段を駆かけ上がった。重い鉄の扉とびらを開け、地上に出る。

　そしてそのまま茉莉花を捜しに行く――はずだった。

「葛かつら木ぎ晴空。当主さまの命令により、拘束する」

　離れの中庭には、魔法使いたちが並んでいた。

　全員〈杖つえ〉を構えている。天伎家の中ちゆう枢すうにいるということは、愛菜に次ぐ実力を持つ魔法使いたちだろう。数は、二十人前後。

　花畑のような庭に、黒いローブの魔法使いが並ぶ光景は異様だった。昇り始めた月が、離れの庭を照らしている。晴空は唇くちびるを噛みしめる。時間がない。眠っている間に、もう半日が過ぎている。急いで茉莉花を捜し出さないと手遅れになる。

「これ以上、問題をこじらせるな。すべてはもう終わっているのじゃよ」

　背中越しに、夏希の声が聞こえた。

「それは魔法使いの理り屈くつだろ」

　晴空は右手首のリングに触れた。小さな竜が、しゅる、とほどけ、銀色の拳銃に変わる。

「だけど僕は魔法使いじゃない。あんたたちの考えが、わからないんだ」

　晴空は〈アッシュ〉を握りしめ、息を整えた。

　円弧状に並んだ魔法使いたち。一番薄いのは右翼。あそこにアッシュを撃ち込んで、包囲を破る。魔法は〈竜眼〉で流れを読んで避ける、それしかない。

　――できるはずだ。竜王なら。茉莉花が任命してくれたんだから。

　数を数える――いち、に、の、さんで、動く。

　――いち、に、の――！

「そこまで！」

　突とつ然ぜん、中庭に声が響いた。

「まったく……こんなことじゃないかと思った」

　晴空を包囲していた人垣が割れる。中央から、愛菜がゆっくりと歩いてくる。

　ボロボロだった。

　背中と脇わき腹ばらにかけて、包帯で厳重にくるまれていた。一歩進むごとにふらつき、がくん、と倒たおれそうになる。それでも手助けには手を振って断り、晴空に近づいてくる。

「馬ば鹿かは魔法使いだろうと竜の眷属だろうと馬鹿よね。この包囲を一人で破ろうなんて」

　無表情のまま愛菜は〈杖〉を晴空に向けた。

「ねぇ、答えて。晴空はどうして竜胆ちゃんを助けに行こうとするの？」

「当たり前だろ」

「当たり前じゃないよ。だって晴空はあの子のことを家族だなんて思ってないんでしょ？　なのに、どうして命がけになるの？」

「なに言ってんだよ。そんなこと話してる場合じゃないだろ!?」

「約束したよね。無む茶ちやなことをする時は、あたしにちゃんと言うって。今がその時だよ」

　愛菜は胸を押さえて、掠かすれる声で言った。

　晴空の行く手を遮るように地面を踏ふみしめ、じっとこっちを見つめている。

「ちゃんと答えて。晴空は誰を助けに行くの？　竜胆ちゃんをどうしたいの？」

「…………愛菜」

「竜に借りがあるからほっとけない？　ひとりぼっちで可か哀わい想そうな女の子だから哀れんでる？　違うよね。晴空が必死になるのは、あの子を大事に思ってるからでしょ？　なのに、妹って呼んであげない理由はなに？　いいじゃない、家族って呼んであげるくらい」

　長いため息をついてから、愛菜は晴空を、きっ、と睨んだ。

「まさかとは思うけど、『僕が家族だって思った人はみんな死んじゃう』なんて、呪いの話をまだ信じてるわけ？」

　そのセリフを聞いたとき――どくん、と、晴空の心臓が鳴った。

「愛菜、やめ――！」

「僕の家族は事故でみんな死んだ。きっと僕が呪われているからだ。僕が天伎の家族になろうとした時、愛菜を殺しかけた。きっと僕には、家族になった人を殺してしまう呪いがかかってるんだ――とか、本気で信じてるの？」

「……よく覚えてるな」

　そのことを話したのは小さい頃ころ、一回だけなのに。しかもあの時は、愛菜は晴空のせいで重傷を負って死にかけてたのに。

　五年前、晴空は天伎家に引き取られたあと、魔ま法ほうの勉強をはじめた。

　適性――才能――そういうものが覚醒したのだろう。晴空は、魔法の能力を認められ、天伎家の一員になるための最終試験を受けることになった。

　愛菜に勝てば、天伎の家族になれるはずだった。

　徹底的に作戦を練った。強力な呪じゆ文もんを組み上げた。自分を忘れるくらい、必死に。




　そして頭の中が真っ白になって、気がついたら目の前に血まみれの愛菜が倒れていた。




　これは呪いだ、って思った。

　小さい頃に両親をなくしたのも、試験で自分が暴走して、愛菜を殺しそうになったのも。

　自分は家族を殺してしまう呪いにかかっているんだ、って。

　だから茉莉花を絶対に「妹」って、呼ぶわけにはいかなかった。

「ばっかみたい。そういうのを中二病っていうのよ。自分が他人の運命を握ってるとでも思ってるの？」

「だけど、僕の家族になりにきた茉莉花はさらわれた」

「だからぁ！　それは歌音姉さまのせいでしょ！　だいたい、あたしがこうして生きてるんだから、呪いなんてあるわけないもん」

「それは僕が天伎家を抜ぬけて、愛菜の家族になるのを諦あきらめたからだろ！」

　そのために晴空は〈竜眼〉を手に入れて、自分の魔力系を壊した。

　自分が天伎の家族になれないようにした。

「僕が魔法使いを辞めたから呪いは消えた。だから愛菜は死ななかった。それだけだよ」

「この臆おく病びよう者もの」

「うっさい」

「ありもしない呪いにおびえて、一生ひとりぼっちなんて、許さないんだから」

　くるくると〈杖〉を回転させながら、愛菜は告げる。

「僕は妹を助けに行くんだ、って、ちゃんと言いなさい」

「だからそれは茉莉花の死亡フラグだって言ってんだろ！」

「竜王なら、それくらい破壊してみせて」

「ふざけんな魔ま法ほう使つかい」

「あたしはいたって大真ま面じ目めよ、竜王」

　向かい合う、〈杖〉を手にした愛菜魔法使いと、〈アッシュ〉を握った晴空竜王。

「あたしは竜胆ちゃんに借りがあるの。あの子は姉さまの殲滅魔法からあたしをかばってくれた。あたしはあの子を助けたい」

　愛菜は〈杖〉の先で、ととん、と晴空の胸を叩たたいた。

「それにね、あんなに『兄さまにいさまー』って懐いてる子に『そばにいてもいい、でもお前は妹じゃない』なんて言ってるの、単なるいじわるだから。かっこよくもなんともないから。あの子の友達として、あたしはそういうのを認めるわけにはいかないの」

　逃げ道なんか与えてくれない。

　愛菜は晴空に「覚かく悟ご」を聞いてくる。

「はい、言いなさい。竜胆ちゃんは晴空のなに？　言って言って、さんはい！」

「……まつりか、は」

「ん？」

「ぼくにとって……まつりかは、い……い」

「聞こえなーい」

　愛菜は聞いてくる。何度も。

　晴空がとっくに気づいていて、口に出せなかった答えを。

「ちぇ、時間切れかぁ」

　舌打ちして、愛菜が振り返った。魔法使いの群れをかき分けて、天伎家の使用人が駆けてくる。彼は愛菜に紙を渡わたす。愛菜はそれを見てうなずき、晴空に向き直る。

「竜胆ちゃんの居場所がわかったわ。はいこれ地図」

「……愛菜、それ」

「うん。探たん索さく魔法で竜胆ちゃんの居場所を調べてもらってたの。なのに晴空ってば、さっさと行っちゃおうとするんだもん」

　ということは、愛菜がやってたのは探索魔法の結果が出るまでの時間稼ぎで――

「覚悟」とか、時間稼ぎのために言ってただけで――

「愛菜――あの」

「歌音姉さまが、探索魔法回避ジヤミングしてるから、完全には絞り込めなかったみたいね。あと、これ竜胆ちゃんに返しておいて」

　愛菜がいたずらっぽい笑みを浮かべて、晴空に水すい晶しようのような鱗を手渡す。

「お風ふ呂ろ場ばで拾っておいたの。竜胆ちゃんの逆鱗」

「……こういうとこは、愛菜も魔法使いだよな」

「そうね、本当は研究に使うつもりだったの。探索魔法の触しよく媒ばいに使ったのは偶ぐう然ぜんよ。でも、もうやめる。あたしは竜胆ちゃんを知っちゃった。あの子を研究材料にはできない」

　愛菜は〈杖〉を中庭に集まった魔法使いに向け、離れの壁かべによりかかる。

「というわけで、これからあたしは晴空を行かせるために戦います。当主さま」

「……お主らは」

　天伎夏希は冷えた視線を向けながら、晴空と愛菜に歩み寄る。

「歌音のみならず、愛菜も天伎家に背くというか!?」

「背いてなんかないもーん。天伎家は竜をあがめる一族でしょう？　あたしはあたしのやり方で、竜胆ちゃんをあがめているだけです」

「お前のやり方、じゃと？」

「あたし、『竜りゆう萌もえ』ですから！」

　愛菜は宣言した。はっきりと。迷いもなく。

「可か愛わいいですよねー、竜胆ちゃん。晴空の妹にはもったいないくらい。あたしは当主さまと違うやり方で竜をあがめます。それは天伎家に背いたことにはならないはず」

　そして、少しうつむいて愛菜はつぶやく。

「それにあたし――姉妹なのに、歌音姉さまのことをなんにもわかってなかった。ほんとは晴空の代わりにあたしが行かなきゃいけないのに――」

　話し続ける愛菜の唇の端はしから、ぽたり、と血の雫しずくが落ちた。

「限界みたい。ごめん、晴空」

「いいよ。愛菜は休んでて。目的は戦うことじゃない。茉莉花を助けることだから」

「……もうよい、行け」

　疲つかれたように、夏希が腕うでを振った。

「この件が片付くまで天伎家は門を閉ざす。外に出て行ったものの運命は知らぬ。生きようが死のうが関係ない。それが歌音という異端者を生んだ家としてのけじめじゃ」

　当主の言葉に、晴空と愛菜が頷うなずく。

　中庭に集まっていた人垣が割れる。中央に開いた道に向かって、晴空は走り出す。

「忘れ物じゃ。晴空！」

　不意に呼ばれて、振り返る。

　当主が投げた小さなコインのようなもの――反射的に受け取る。

　握った瞬間、その馴染んだ感触に、晴空は驚おどろく。

「お前のようなわからずやのことは知らぬ。そんな奴やつの荷物をここにおいておくわけにはいかぬ。持っていけ」

「……当主さま」

「夏希のばあちゃんの気休めじゃよ」

　こくん、と、当主に頷き返し、晴空はまた走り出した。

「行け、最後の竜王よ」

　屋敷を出て――門が閉じた時、当主の声がかすかに聞こえたような気がした。







第七章〈最強種〉と〈失敗作〉







「そして最後の竜はバラバラに解体され〈竜の遺産〉になりました。めでたしめでたし」

　得意そうに語る歌か音のんの声を、茉まつ莉り花かは遠いノイズのように聞いていた。

　――天あま伎き家のひとたちが、竜のおかーさんをバラバラに解体した……。

　嘘うそだって思いたかった。でも、無理だ。

　歌音の左腕にある竜の爪が、茉莉花の母親が解体されたって証しよう拠こだ。

　――竜のおかーさんは土に還ったって……思ってたのに。

　茉莉花は埃ほこりまみれの床にうずくまる。

　母親が埋葬されたとまでは思わなかった。遺体はそのまま放置されて、朽ちて、土に還ったのだと。それが最後の竜にはふさわしい終わり方だと思ってたのに。

「こんなのおかしいよねぇ。復讐したいって思うよね、天伎家にさ」

「そんなのあなたに言われる筋合いじゃないです」

　ほくそ笑む歌音から茉莉花は目を逸らした。

「復讐したくなったら自分でやります。兄さまがいいって言ったら、ですけど」

　兄さまは、竜のおかーさんを看み取とってくれた人だから。

　おかーさんが、その生命の終わりに一緒にいてもいいって思った人が止めるなら諦める。

「それに、兄さまは茉莉花が認めた竜王ですから」

「聞いてるよ。竜のパーツを持っている者を、君は竜王と呼ぶんだってね」

　歌音は古ぼけた椅子に腰掛けたまま、竜の爪を高々と掲かかげた。

「だったら私にも竜王の資格はあるはずだ。君が復讐を望むなら、晴はる空あきよりも私の方が役に立つ。私なら天伎家から君の母親の遺体を取り戻すことも簡単だよ？」

「……なにが言いたいんですか？」

「竜の末裔に問う。私を竜王と認めるかい？」

「なにゆってるんですかあたまこわれてますか天伎のひと」

　めいっぱいの侮蔑をこめて、茉莉花は歌音のセリフを否定する。

「茉莉花が竜王って呼ぶのは兄さまだけです。兄さまとあなたはぜんぜん違います!!」

「どこが!?　私も晴空も天伎出身なのは同じだ。こうして竜のパーツを持っている。戦せん闘とう能力では私の方が上だ！　なのに、どうして私を認めない!?」

「〈竜ドラゴン・のインス直ピレー感シヨン〉です！」

　茉莉花はきっぱりと言い切った。

「はじめて兄さまに会ったとき、どきどきしました。胸が熱くなって、頭がぽーっとなりました。ふわふわしました。せつなくなって、くっつきたくて抱きつきたくて、自分がどうにかなっちゃったんじゃないかって思いました！　茉莉花の胸にあふれてきて、今も止まらないこの気持ちが、兄さまと茉莉花が兄きよう妹だいっていう証拠です!!」

　今だって、晴空のことを考えるだけでどきどきする。

　まだ、茉莉花のことを「妹」って呼んでくれてないけど、兄さまは来る。絶対。

「あなたはなにが欲ほしいんですか？」

「……どういう意味かな？」

　全身を鎖で拘束されながらも強い視線で見返してくる茉莉花に、歌音は問い返した。

「あなたはなんでも持ってます。天伎家の次期当主さんで、将来が約束されてるすごい魔法使いで――これ以上なにが欲しいんですか？」

「すべてを持っているというのは、なにも持っていないのと同じなのさ」

　傷だらけの机に頬杖をついて、歌音は寂さびしそうに笑った。

「私は最強種として作られた。周りのみんなも、私を最強の魔法使いとして扱う。私もみんなの期待に応えてきた。少し努力すれば大抵のことはできたからね」

　歌音は手を伸のばして、茉莉花の銀色の髪かみを撫なでた。

　ひぅ、と、茉莉花が小さな悲鳴をあげるのを見て、笑う顔のままかぶりを振る。

「だけど、期待に応えても、私はみんなからなにももらえなかったんだ」

「……なにも、もらえない？」

「最強種がなんでもできるのは、当たり前のことだからさ」

　歌音が生まれてすぐに言葉を話した時も、誰だれも褒ほめてくれなかった。当たり前のことだから。五歳で地水火風の四大元素の魔ま法ほうを全部使えても、誰も感心はしてくれない。当たり前のことだから。

　最強種だから当たり前――その言葉にずっと囲まれてきた。

「ああ、晴空は違ったっけ。あいつは私の魔法を見てびっくりしてたよ。『かのん姉、すごい！』って。うっとうしいよね。死ねばいいのに」

「そんなに嫌きらってるのに、どうしてあなたは兄さまのことばっかり話すんですか？」

「…………死ぬほどうっとうしかったからじゃない？」

　茉莉花の言葉に、歌音はつまらなそうに吐はき捨すてた。

「まぁ、そういうわけで、私は生まれてから今まで、なにもしていないんだよ。でも、それじゃ駄だ目めだよね。最強種として生まれたからには、魔法使いの世界で伝説になるようなことをしないとねっ！」

「それが、竜の爪の魔導具を作った理由ですか」

「私はこれから、この〈魔法ドラグ・仕掛けのエクス・竜王マギカ〉をもって魔法使いを統一する。やがて魔法使いは生命や時間さえも支配し、神に等しい進化の終着点を目指すのさ！　このすばらしさが君にもわかるだろう!?」

「ぜんぜんわかりません。ほんとに、まったくわからないです」

　茉莉花のしたいことは、特別なことじゃない。

　晴空のためにご飯を作ってあげたい。晴空と一緒に学校に行って、勉強を教えてもらって、夜になったら隣となりで眠りたい。晴空のことをもっと知りたい。茉莉花のことも知ってほしい。なんでも話したい。話すことがなくなって、同じ話の繰り返しになるくらい、ずっとずっと一緒にいたい。

　特別なことなんかなにもなくていい。一緒にいられれば、それでいい。

「わかんないです。伝説なんてもののために、仲間や愛あい菜なさんを傷つけたんですか!?」

「私に仲間なんかいないよ。愛菜は家族なんかじゃないし」

　びっくりするほどあっさり、歌音は茉莉花の言葉を否定してみせた。

「だって私は最強種として作られた単一種族さ。私は君と同じさ。家族なんか誰もいない。だから私がこの世にいたという伝説が必要なのさ。〈失敗作〉が伝説を残してるのに、最強種がなにもしないわけにはいかないだろう？」

　歌音は〈杖〉を手に、乾かわいた笑いを発した。

「五年前、晴空が最後の竜に会いにいったことは、君も聞いてるだろう？」

「知ってます。兄さまが山の結界を破って、死にかけてた竜のおかーさんに会いに行った――ですよね？」

「正確には違う」

　不思議だった。

　歌音の笑え顔がおが、まるで涙なみだをこらえているように茉莉花には見えた。

「十歳の晴空が、私や他の魔法使いたちが張はり巡めぐらせた、引っかかったら即死する結界をひとつひとつ破り、十八時間かけて飲まず食わずで竜のところにたどりついた、さ！」

「――!?」

　茉莉花の脳裏に小さい頃の晴空の姿が浮かんだ。まるで、その場にいるかのように。

　竜に会って魔法使いを辞やめるために死にものぐるいで山道を歩く、子どもの晴空が。

　ああ、兄さまだ。と、茉莉花は思う。

　それが〈竜眼使い〉――できそこないの魔法使いにして竜王、葛かつら木ぎ晴空だ、と。

「それだけの伝説を残した理由が『愛菜を殺しかけたせいで魔法使いになるのが嫌いやになった』だよ？　わけわっかんないよね。こんな伝説残されたら、天伎家の次期当主はそれを超えなきゃいけないじゃないか」

　歌音の口調が速くなる。声が甲高くなっていく。

「君には使い道がある。ハーフとはいっても竜の末裔。竜王を認にん定ていすることができる、竜の総意の代表者」

「あなたなんかを竜王なんて呼ばないです！」

「愛菜から報告を受けている。君は人間が逆鱗に触れると暴走するんだってね」

　歌音は椅い子すから立ち上がり、茉莉花の側にしゃがみこむ。

　さわやかすぎる笑顔がかえって不気味だった。

「……それがどうかしましたか」

「逆鱗に触れられるのは竜の眷けん属ぞくのみ。逆に言えば、逆鱗に触れても暴走しなければ、君の身体が私を竜の眷属だと――晴空と同等の資格があると認めたってことだよね」

「――ひっ!?」

　目の前に迫せまった感情のない顔に怖おぞ気けが走る。濡れた、爬は虫ちゆう類るいのような目。

　歌音の、ガントレットをはめていない側の手が、ゆっくりと茉莉花に近づいてくる。

「君の意思が私を認めないのなら、身体に聞くさ。君を研究して、魔ま法ほうか薬物で覚醒させる。そして量産した〈魔法仕掛けの竜王〉を魔法使いに着けて、逆鱗に触れさせる。一人くらいは君が、竜の眷属だって認識する奴もいるだろうしね。面白い実験だと思わない？」

「いや。や、いや――――――――っ!!」

　茉莉花の心が悲鳴をあげる。

　兄さまは逆鱗をすべて剥がしてくれただろうか。わからない。喉を引っ掻かいてくれる指が気持ちよくて、ぼーっとしてたから。

　逆鱗は兄さましか受け入れない。そんなのは茉莉花にもわかってる。

　だけど、逆鱗は茉莉花の大切な部分だ。梢こずえさんに何度も聞かされた。逆鱗は竜の眷属か、茉莉花が心から大切だって思う人間にしか触れさせちゃいけないって。こんな、茉莉花をさらって縛り上げるようなひとに触れられるのは――嫌だ!!

「いやあああああああああああああああ！　兄さま！　にいさまああああああああっ!!」

「――!?」

　茉莉花に向かって伸びていた手が、不意に引かれた。

　歌音の左腕がひらめく。




　銃じゆう声せい。




　銀色の閃光が走り、弾はじかれた銃弾が歌音の足あし下もとに転がった。

「茉莉花から離はなれろ、天伎歌音」

　聞こえた声に茉莉花は顔を上げる。振り返る。

　涙で視界がにじんで、その人の姿がよく見えない。

　でも、そこに立っていたのは、茉莉花が死ぬほどこがれて、待ち望んでいた竜りゆう王おうだった。




　　　＊




「晴空にしては月並みなセリフだね。離れろ！　だってさ。ははっ」

　薄汚れた窓ガラスから差し込む月明かりの中、歌音が笑う。

「月並みなことする奴には月並みなセリフで十分だろ、歌音」

　晴空は〈アッシュ〉を手に、教室の入り口から歌音を見据えていた。

「意外と早かったね。校舎のまわりに、探索魔法回避ジヤミングの魔法をかけといたのに」

「ああ、だから見つけられた」

　晴空の〈竜眼〉が金色の光を放つ。

「こんな廃はい墟きよのまわりに大量の〈魔ま法ほう陣じん〉が浮うかんでたら誰でも気づくだろ？」

　愛菜の探索魔法のおかげで、二人が廃墟地区にいるのはわかってた。

　あとは周囲を走り回って探索魔法回避の〈魔法陣〉が浮いている場所を探せばよかった。まさか昨日、カインズと戦った場所にいるとは思わなかったから、時間がかかった。

　ここは廃墟地区にある、中学校の廃校舎。

　西側半分が消し飛んだ校舎の三階にある、調理室だった。

「茉莉花を返せ、天伎歌音」

　晴空は教室に視線を巡らせ、互たがいの位置を確かく認にんする。

　歌音は黒板の側に立ち、こっちを見ている。その背後には茉莉花。金色の鎖が、幾重にも巻き付いている。ただの鎖じゃない。〈竜眼〉には鎖の表面に浮かんでいる〈魔法陣〉が見える。あれは竜を封ふうじるための魔導具だ。たぶん、茉莉花が覚かく醒せいしてもほどけない。

　歌音の持つ竜の爪つめが、晴空と茉莉花の間に立ちはだかっている。

〈アッシュ〉で狙ねらうのは、歌音の〈杖〉だ。竜の爪は〈アッシュ〉では破は壊かいできない。

　だけど〈杖〉を破壊すれば、歌音は魔法を使えなくなる。戦闘能力が激減する。

「茉莉花を返して、竜の爪を捨てて、家に帰れ」
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　晴空は調理室に足を踏み入れた。

「その気はないよ。この〈魔法仕掛けの竜王〉で私は世界を変えるんだ」

　歌音は〈杖〉を起動し、晴空の言葉を笑い飛ばす。

「変えてどうするんだよ。あんたは天伎家の次期当主だろ？」

「私が見ているのは天伎家なんて小さなものじゃない。魔法特区だってどうでもいい。重要なのは人類の未来さ」

「人類の……未来？」

「十年前、この廃墟地区を作り出した魔法実験のことは、晴空も知ってるだろう？」

　知ってる。

　魔法使い四名家が互いの利害を超こえて、一度だけ行った共同魔法実験。

　だがそれは完全な失敗に終わり、この場所を人が住まない町にしただけだった。

「あの時、四名家は召喚魔法により〈上位者セフイラ〉を呼び出そうとしたのさ、晴空」

「……〈上位者〉？」

「神とか、精霊とか呼ばれるものさ。かつて〈生命金属〉の生成方法を四名家の祖先に伝えた者たちで、生命と時間の領域さえも操あやつる力を持つと言われている。四名家は十年前にそれを召喚しようとした。我々がいまだに使えない、生き物を生き返らせる魔法や、怪け我がを一いつ瞬しゆんで治すような魔法を教えてもらうためにね」

　あの時、異世界への門は確かに開いた。

　町の住人が幻げん覚かくを見て、五感に異常をきたしたのがその証拠だ。一瞬だけ垣かい間ま見みた上位世界に一いつ般ぱん人じんの感覚が耐たえきれず、脳がそれを記き憶おくすることと、理解することを拒きよ否ひした。幻覚と五感の異常はその後こう遺い症しようだった。

　しかし〈上位者〉は、魔法使いたちの前には現れなかった。

　それでも、四名家はおたがいを疑うことをやめなかった。

　もしかしたら、儀ぎ式しきは成功していたのではないか。

　他の名家が、われわれをあざむいているのではないか。

　四名家のいずれかに〈上位者〉は潜んでいるのではないか――と。

「それ以来、四名家はさらに敵対するようになった。事件が起こるたびに〈上位者〉が絡んでいるのではないかと探りを入れながらね。けど、そんな状態を続けてるわけにもいかないよね。だから私がこの〈魔法仕掛けの竜王〉で魔法使いを統一するのさ！」

　高らかに語る歌音を前に、晴空は言葉をなくした。

　歌音が言ってることはわかる。けれど、

「そんなの、僕ぼくも茉莉花も関係ないだろ」

「この子は魔導具の材料さ。〈竜りゆうの遺産〉を使い切ったら研究は終わりだからね。スペアは必要なのさ」

　歌音は〈アッシュ〉の銃じゆう口こうを見つめたまま、唇をゆがめて笑う。

「関係ないのは晴空の方じゃないのか？　お前はこの子を家族だって認めてないんじゃないの？　どうして助けにきたのさ」

「僕は最後の竜に、魔法使いを辞めたいって願いを叶かなえてもらったんだ」

　晴空は銃を構えたまま、答える。

「その子どもに、人間を嫌いになって欲ほしくない」

「つまんない奴。竜王だから、とか言えよ」

　歌音が〈杖〉を振る。茉莉花が「ひゃ!?」と悲鳴をあげる。宙に浮かんだ茉莉花の身体が、ドア一枚挟はさんだ準備室へと飛んで行く。全身を鎖で簀す巻まきにされたままの茉莉花が準備室に放り込まれたあと、木製のドアがぱたん、と閉じた。

「茉莉花！」

「はいいいっ、兄さまっ！」

「必ず助けるから！　なにがあってもいいように茉莉花はドアに背を向けて防御体制！　〈絶対防アブソリユート・御の鱗セイクリツド〉を展開して！　そこで待ってて！」

「はい、兄さま！　がんばってくださいですっ！」

　そしてドアの向こうから「がんばれー、兄さまがんばれ」という声が流れ出す。

「それじゃあ決着をつけようか、晴空――ハルくん。私と並び立つはずだった少年よ。お前が逃げなければ、五年前につけるはずだった決着を」

「あのさ、歌音――かのん姉」

　不意に口をついて出た言葉に、晴空自身が驚いた。

「僕はかのん姉のことが恐こわかった。でも……尊敬もしてたんだ。僕や愛菜よりひとつ年上なだけなのに、ちゃんと次期当主の仕事をやってる。すごいって思ってたんだ」

　通じないのはわかってた。

　でも、言わずにはいられなかった。

「なのに……なにしてるんだよ！　仲間を裏切って、愛菜を傷つけて……持ってるもの全部自分でぶっこわしてどうするんだよ!?」

〈アッシュ〉の照準の向こうに歌音がいる。恐いけど、嫌いじゃない。

　晴空は小さい頃、天伎の家族になりたくて魔法を学んだのだから。

「壊したら元には戻らないんだ！　魔法じゃ死んだ人間は甦よみがえらないし、絶ぜつ滅めつ種しゆを甦らせることだってできない。もうやめろよ！　お願いだから、なにもかもが壊れる前に家に帰れよ!!」

「自分は逃にげたくせに」

　晴空を見つめる歌音の肩かたが震ふるえていた。

「私と戦わないで逃げたくせに！　いまさら、いまさら、いまさらああああああっ!!」

　歌音の周囲に、百を超える〈魔法陣〉が展開される。

「〈爆炎の矢！　千騎の軍勢サウザンドアーミー!!〉」

「塵と化しアツシユ・灰に還れトウ・アツシユ！」

　発動直前の〈魔法陣〉に向かって〈アッシュ〉を連射。

　一発目――竜の爪に弾かれる。二発目――三発目――

「――駄目か!?」

　爪の反応が早すぎる。

　近距離なのに〈アッシュ〉の銃弾はすべて弾かれる。歌音は茉莉花がいる準備室との間に立ちふさがっている。突とつ破ぱしない限り、茉莉花を助けに行くことはできない。

「なに慌あわててるのさ。これはまだ牽制だよ？」

「魔ま法ほう使つかいやめた奴に本気出してんじゃねえよ！　天伎家次期当主!!」

「これで終わるくらいなら絶ぜつ滅めつしなよ。竜王!!」

〈魔法陣〉が灼しやく熱ねつの矢を撃うち出す。

　晴空は体を丸めて調理台の陰かげに転がる。次の瞬しゆん間かん、教室を灼熱の豪ごう雨うが横切った。

　薄闇の中を火の粉が舞まい踊る。天てん井じようが削れる。椅子が砕くだけ散ちる。窓ガラスが窓枠ごと吹ふき飛ぶ。水道をとっくに止められた蛇口が蒸発し、調理台に大穴が空く。埃と炎と煙が舞いあがり、周囲を真っ白に染めて行く。古い校舎が地響きを立てる。爆音と轟ごう音おんに負けないように、茉莉花が「がんばれー！　兄さまがんばれ！」と叫さけび続ける。

「ちょっとやりすぎたかな？」

　爆炎がおさまりかけた教室で、歌音は周囲を見回した。

「でもまぁ、晴空ならこれくらい……っと！」

　キィンッ

　煙を貫つらぬいて飛来した銃弾を、竜の爪が自動防御した。

「ほらね、無事だった」

「無事じゃねぇよ……死ぬかと思った」

　原型をとどめていない調理台の陰から、髪を少し焦がした晴空が現れる。

「参考までに、どうやって回避したのさ」

「身体丸めて当たり判定小さくして、自分に当たる矢だけ〈アッシュ〉で消した」

　空から薬やつ莢きようを振ふり捨て、晴空は歌音を見み据すえた。

〈竜りゆう眼がん〉なら〈魔法陣〉の構成内容まで読める。矢の本数、威い力りよく、予想される軌道まで。

「兄さま！　にーさまーっ！」

「応援続けて、茉莉花。声がはっきり聞こえるように!!」

「はい――っ！」

　がちゃがちゃと鎖が揺ゆれる音がする。茉莉花は準備室のドアに張り付いてる。

「ふーん、直線的な矢は消されるわけか。だったら、これはどうかな？」

　歌音は再び〈杖つえ〉を振る。

　浮かび上がる円形の〈魔法陣〉。歌音の左右に、ひとつずつ。

　その中央から、ひとのかたちをしたものが現れる。一糸まとわぬ金色の身体に、二枚の翼つばさ。頭上には輝かがやくリング――天使の姿。天伎家の屋や敷しきで見た、歌音の使い魔だ。

「行け！　〈祝福されブレツシング・し力天使ヴアーチエ〉！」

　ふわり、と、翼を広げた、天使が晴空に向かってくる。

　銃声。左右から挟み込むように迫る天使に銃弾を撃ち込む。が――

　金色の天使は空中で身体をひねり、銃弾をかわした。

「――やっぱり――自律型か!!」

　リディア＝カインズの猟りよう犬けんと同じく魔ま法ほうで作られた使い魔。違ちがいは中に魔力結けつ晶しようが入っていないことと、肉体がもろい代わりに、知能が桁違いに高いこと。

　晴空のまわりに遮蔽物はもうない。調理台も椅子もがれきと化している。見晴らしがよくなった代わりに、自分がピンチだってこともよくわかる。歌音の背後には準備室のドア。左右に分かれて向かってくる天使。この位置はまずい――

「歌音――――っ!!」

　晴空は歌音に向かって走り出した。

「当然、魔法使い本体を狙うよね」

　歌音が笑う。晴空の右側から天使が飛来する。鉤かぎ爪づめのついた腕を振り下ろす。晴空がそれを見たのは一秒だけ。それだけで十分だった。〈竜眼〉で腕の軌道を予測。死角に向かって転がる。攻こう撃げきをかわされた天使の後頭部に〈アッシュ〉を突つきつける。いくら知能が高くても、この距離なら外さない！

「灰に還れ！」

　銃声。

　頭部を砕かれた天使が消えていく。晴空は銃弾を歌音に撃ち込む。竜の爪に弾かれる。晴空はトリガーを引き続ける。竜の爪が光の軌跡を描き、銃弾を弾く。

　壁に――黒板に、ドアに、銃弾がめり込む。

「晴空さぁ、諦めて私の配下にならない？」

　戦いに飽きたかのように、歌音が〈杖〉を下ろした。

　生き残りの天使が身を翻し、彼かの女じよの隣で膝ひざをつく。

「…………なに言ってんだよ、歌音」

「このまま続けても、お前は私には勝てない。〈竜眼〉で魔法の軌道が読めても、それを永遠に続けられるのか？　一回でも銃弾を外したらお前は死ぬよね？」

　歌音は無邪気な顔で、晴空に語りかける。

「〈魔法仕掛けの竜王〉の力はわかった。三名家と交こう渉しようするカードとしては十分だ。あとは魔法使い統一計画を進めて行くだけなんだけどさ、使えそうな配下がいないんだ」

「仲間を襲おそう奴についてくやつがいるわけないだろ」

「でも晴空なら魔法にも詳しいよね？　もちろん私はお前なんか大嫌いだから死ぬまでこき使ってやるけどさ。一いつ緒しよに魔法使いを支配して世界を変えよう？　晴空――ハルくん」

　歌音は晴空に向かって手を差し出した。

　この場にそぐわないほど、澄すんだ笑顔だった。

「僕は世界になんか興味ない」

　晴空の答えは簡単だった。歌音の手は、握らない。

　傷ついたように手を引っ込める彼女に〈アッシュ〉を向ける。

「いいの？　このまま死ぬまで戦うのかい？　晴空では私には勝てないよ？」

「僕はあんたを倒たおしにきたんじゃない。茉莉花を取り戻もどしに来たんだ」

「だからそれは無理だって――」

「竜の爪に頼たよりすぎなんだよ、歌音!!」

　晴空はアッシュの引き金を引いた。

　攻撃に自動反応した竜の爪が銃弾を弾く。

「爪がオートで銃弾を弾くってことは、跳弾がどこに飛んでいくか自分ではコントロールできないってことだろ!!」

　弾かれた銃弾が真横に飛んで行く。ドアに当たる。準備室に通じる、ぼろぼろのドアに。

　それは竜封じの鎖に拘束された茉莉花が張り付いているドアだった。

「――!?」

　歌音の表情が凍りついた。

　気づいたのだろう。

　晴空がいつのまにか、歌音の左腕――竜の爪が準備室のドアの方を向くように、二人の位置を調整していたことに。

「竜王、葛木晴空の名において命ずる！　わが配下、竜りん胆どう茉莉花！　覚醒を許す!!」

「まつりかキ――――――――――ック!!」

　準備室のドアをぶち抜いて、真しん紅くのオーラをまとった茉莉花が飛び出す。

　同時に晴空は〈アッシュ〉を撃つ。

　狙いは歌音の右手の〈杖〉。あれを破壊すれば歌音は魔法を使えなくなる！

「はるあきぃいいいいいいいいっ!!」

　歌音の絶ぜつ叫きよう。

　そして、自動防御能力を持つ竜の爪が一瞬、迷った。

　魔法使いの命である〈杖〉の破壊と、茉莉花の攻撃による肉体のダメージ。

　それを瞬時に計算した竜の爪は――〈杖〉を守り、銃弾を弾いた。

　防御に回った天使が茉莉花キックを受け止める。茉莉花の靴くつが、金色の天使にめり込む。食い込む――打ち抜く！

　茉莉花は天使の胴どう体たいを貫き、そのまま歌音の横腹に激げき突とつした。

　衝しよう撃げきで歌音の身体が真横に吹き飛ぶ。調理室の壁にぶち当たる。自身の魔法が穴だらけにした壁に亀き裂れつが走り、ひび割れたコンクリートが落ちてくる。晴空はもう一度〈杖〉を狙う――竜の爪に弾かれる。これ以上は時間の無む駄だだ。

「はい竜王！　茉莉花は使命を果たしました！」

「了りよう解かい！　逃げよう茉莉花!!」

「はいっ！　どこまでもですっ！」

　晴空は茉莉花の手を引いて教室から駆かけ出した。

　最強種の歌音を倒せるなんて思ってない。

　晴空の目的はあくまで茉莉花を助けることだ。だから、作戦はすぐに決まった。

〈アッシュ〉の銃じゆう弾だんは、竜の爪には効かない。

　同じように〈絶対防御の鱗〉に守られた茉莉花を傷つけることもない。

　だけど、茉莉花を縛っている竜封じの鎖は壊せる。歌音もそれはわかっていたのだろう。彼女が茉莉花と晴空の間に立ちふさがっていたのはそのせいだ。

　だから晴空は、竜の爪が銃弾を準備室のドアに向かって弾くように位置を調整する必要があった。アッシュの弾丸が一発でも当たれば、竜封じの鎖は能力を失い、茉莉花は自由になる。応援してって頼たのんだのは茉莉花の位置がわかりやすいように。ドアのそばにいてくれるようにしてもらうためだ。

「茉莉花、兄さまが絶対に助けにきてくれるって思ってました」

「……う、うん」

　こんな時なのに笑顔を向けてくる茉莉花に、不思議なくらい心臓が高鳴る。

「茉莉花の胸、すごくどきどきしてます。兄さまに直接さわって確かめて欲しいくらいです。こんな気持ちになったのはじめてです。これって兄妹ってことですよね!?」

「そ、そのへんの話はあとで！」

「わかりました兄さま！　おうち帰ったら兄さまが素す直なおになるまで、ぎゅ、ってします！　ぎゅぎゅぎゅっ！　ですっ！」

「あーもうっ！」

　ここで逃げ切っても、すべて解決ってわけじゃない。

　三名家が竜の末まつ裔えいを見逃してくれるかどうかは、天伎家の交渉次第だし、これから茉莉花とずっと一緒に暮らしていけるかどうかもわからない。

　だけど、なんとかなるような気がしてきて――それが不思議なくらい怖こわくなる。

「はああああああるうぅぅぅぅあきいいぃぃいいいいいいっ!!」

　背後から聞こえた声に、晴空は思わず振り返った。

　月明かりに照らされた廊ろう下かに、歌音が立っていた。

　内臓をやられたのか、口から血が流れている。使い魔の天使は胴体に大穴が空いて、上半身と下半身がかろうじてくっついている状態だった。

「……はっ、は、ははははははははは！」

　廃校に歌音の哄こう笑しょうが響ひびき渡わたる。

「そうか、やっとわかったよ！　私と戦うはずだったハルくんはもういないってことが。こんな小細工しかできない奴になっちゃったってことが！　くだらない……なんてくだらない！　お前はあの子の残骸だ!!」

「――なんだ!?」

　歌音の頭上に、見たこともない〈魔法陣〉が起動しはじめている。

　廊下の天井まで届く円形の〈魔法陣〉。それが複数重なり、球体を形づくっている。

「茉莉花、先に行け！　僕は――」

「兄さまはやらせません！」

　晴空の数歩先を走っていた茉莉花が、急ブレーキをかけて振り返る。壁かべを蹴けり、反転。覚醒状態の加速で戻ってきて――晴空をかばうように両手を広げた。

「ばかっ！」

　晴空は茉莉花の背後で〈アッシュ〉を構える。この距離なら魔法を撃ち落とせる。

　けれど、発動した魔法は――




「殺竜キル・ドラ魔法グ・オウル〈聖ゲオルギウスの槍〉」




〈アッシュ〉の銃弾が発射されるよりも速く――

　光の速さで飛来し、〈絶対防御の鱗〉で守られた茉莉花の脇わき腹ばらを、貫いた。
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「なんで……どう……して…………まつりかの……うろこ……は」

　がくん、と、茉まつ莉り花かが膝をついた。

　小さな身体が、自らが生み出した血だまりに、ぴちゃ、と倒れる。

「茉莉花!?」

　晴はる空あきの目の前が真っ暗になった。なにが起きているのか、わからなかった。

　赤い光が茉莉花の胴体を貫いた。そこまでは見えた。魔法の直ちよく撃げきにも耐える茉莉花の〈絶対防アブソリユート・御の鱗セイクリツド〉があっさりと破れた。

　茉莉花の脇腹からは、どくどくと血が流れ出ている。

　埃ほこりまみれの廊下に、血だまりが広がっていく――

「どうして天あま伎き家が魔法使い四名家の中で、唯ゆい一いつ、竜をあがめていたのか教えてあげる」

　残ざん酷こくな笑えみを浮かべた歌か音のんが、ゆっくりと近づいてくる。

「それはね、天伎家が確実に竜を殺せる魔法を持っていたからだよ。それが当主と次期当主のみに伝えられる〈殺竜魔法〉――竜殺しの聖人の名を持つ魔法さ。都合が悪くなれば、竜なんかいつでも殺せる。だから天伎家は安心して竜をあがめていられたのさ」

　聞こえない。歌音がなにを言ってるのかわからない。

「茉莉花――――――――っ!!」

　晴空に聞こえるのは自分の叫び声だけだった。

　押おさえても――押さえても、茉莉花の傷口からは血が溢あふれ出す。竜の末裔なら人間より生命力が強いはず。そう考えても晴空の身体を寒気が駆け巡る。死なないで。死なないで。同じ言葉が頭の中を回っている。茉莉花がこっちを見る。苦痛に顔をゆがめながら、それでも晴空を安心させようと、笑う。

「武器を捨てろよ。晴空」

　気づくと、すぐ側で歌音が晴空を見下ろしていた。

「……なに言ってんだ、あんたは」

　言葉の意味がわからなかった。

〈アッシュ〉は床ゆかの上に転がってる。好きにすればいい。それより茉莉花を助けないと。どうすればいい。救急車を呼べばいいのか？　人間の医者に竜の傷は治せるのか？　どうすれば……どうすればいい!?

「〈アッシュ〉じゃない。私は〈竜眼〉を捨てろと言っているのさ」

　ざらついた歌音の声。

　晴空の目の前に、腹に大穴を空けた天使が近づいてくる。

「お前の強さの源は〈竜眼〉だ。それを私に渡せ。そうすれば竜の少女を助けてやる」

「歌音！」

「お前なんかもういらない」

　壊れたおもちゃを見るように、歌音は吐き捨てた。

「小細工しかできないお前なんか、私が戦いたかったハルくんじゃない」

　歌音の〈杖〉の先せん端たんが、茉莉花の方を向いた。

「お前なんかいらない。代わりに〈竜眼〉を渡せ。さもないとその少女の脳を破壊する」

「…………わかった」

　迷っている時間はなかった。

　茉莉花がこっちを見ている。大きな目を見開いて、口をぱくぱくと開いている。やめて、と言ってるのがわかる。兄きよう妹だいだから――家族だから？　そんなのわからない。

　晴空は茉莉花を守るって決めた。味方になるって決めた。理由なんか知らない。最後の竜に頼まれたから？　家族だから？　竜王に任命されたから？

　そんなこと知らない。

　守りたいから守る。〈竜眼〉がなくなっても、絶対に守る。

「〈竜眼〉はくれてやる。だから茉莉花は絶対に助けろ」

「約束するさ。その少女は殺さない」

　晴空に向かって天使が手を伸のばす。金色の指で、晴空の顔に触ふれる。指が左目の位置を確かめるように、まぶたを撫なでる。細い指が眼がん窩かに触れ――そして――

　長い爪が晴空の左目――〈竜眼〉を挟み、一気にえぐりとった。

「――――があああああああああああああああああああっ!!」

　絶叫。

　晴空の視界が、真っ赤に染まる。

　眼球をえぐり出された肉体的な苦痛――最後の竜エリシアが晴空にかけた〈竜眼〉譲渡の儀式を力ずくで破られた苦痛――ふたつが入り混じった激痛に、晴空はのたうちまわる。息ができない。顔の左半分を血がだらだら流れ落ちてるのがわかる。熱い――痛い――

「もういい晴空。お前なんかいらない」

　天使が晴空の身体を持ち上げ、放り投げる。晴空の身体が宙を飛び、落ちる。血まみれの頭が床に激突する。衝撃で意識が途と切ぎれかける。茉莉花の悲鳴が――遠くなる。

「〈爆炎の矢、百人兵団ハンドレツト〉」

　歌音が魔法を展開するのがわかった。

　だけど晴空の目に〈魔法陣〉は、もう見えない。

〈竜眼〉は失われた。〈アッシュ〉にも手は届かない。

「私はこの〈魔法ドラグ・仕掛けのエクス・竜王マギカ〉で世界を変える。お前なんかもういらない。死ね」

　歌音が口にしたのは、短い死刑宣告。

　そして晴空を爆ばく炎えんが包つつみ込んだ。




　　　＊




「は、は、は、はははははははははははっ!!」

　歌音は自分が笑っていることに、しばらく気づかなかった。

　吹き荒れる爆風でなにも見えない。でも終わった。葛かつら木ぎ晴空はいなくなった。

「は、ははっ、は」

　どうしてだろう。すごく楽になった。

　天伎家の魔法使いたちも、妹の愛あい菜なも、歌音にとってはその他大勢でしかなかった。晴空だけが、小さなシミのように心に貼りついていた。でも、もうそれも終わりだ。

　でも、不思議だった。

　楽になったのに――どうして、自分は泣いているんだろう。

「……ころしてやる」

　歌音の足下で、かすかな声が聞こえた。

「ころしてやる――――っ!!　きさま！　よくも、よくもにいさまをおおおおおおっ!!」

「うるさい」

　なにかをつかめそうなのに邪じや魔まするな。

　天使が竜の少女の口を押さえる。その金色の手に少女の牙きばが食い込む――食いちぎる。それでも竜の少女は暴れるのをやめない。起き上がろうとして、激痛に顔を歪ゆがめて崩くずれ落ちる。天使の指を吐き出して、歌音に向かって這はいずってくる。

「まつりかがほろぼしてやる」

「――はぁ？」

「絶対に許さない!!　魔法使いも人間も、竜は絶対に許さない!!　殺してやる……まつりかが一人残らず殺してやる!!　兄さまがいなくなった世界なんか茉莉花がこわしてやる――――――っ!!」

「〈爆ばく圧あつ〉」

　歌音は〈杖〉を振る。茉莉花の頭上で小さな爆発が起こり、指向性を与あたえられた爆風が彼女の頭を打ちすえる。起き上がろうとしていた茉莉花が床に叩たたきつけられる。

「君になにができるのさ」

「……殺してやる。竜は絶対にあなたたちを許さない！」

「うん。そうだね。言ってればいいさ。君はこれから〈魔法仕掛けの竜王〉の材料になるんだ。安心しなよ、晴空との約束だからね。脳と心臓は生かしておいてあげるから――」




「僕の妹に触るな」




　茉莉花が顔を上げた。闇に染まりかけていたその瞳ひとみが輝き始める。

　だってそれは、茉莉花が一番聞きたかった声で、一番欲しかった言葉だったから。




　びくん、と、歌音の背中が震えた。

　いまだ収まらない爆風の中から聞こえた声に、身体が硬こう直ちよくする。

「直撃のはずだ！　お前が生きてるはずがない！」

　空耳――違う。歌音の五感は生まれつき強化されている。ハルくんの声を聞き間違えるはずがない。

　だけど、あり得ない。〈アッシュ〉は床に転がっている。〈竜眼〉は天使の手の中だ。

　晴空にはなにもない。なにひとつ持っていないはずだ。

「――茉莉花は僕が守る――あんたは――もう、竜に――触れさせない――!!」

　爆風が散っていく。

　瓦が礫れきが散らばる廊下に立っていたのは、まぎれもなく晴空だった。

「――どうして」

「黙だまれ歌音！　今すぐ茉莉花から離れろ!!」

　すさまじい殺気に、歌音は飛び退のく。彼女がいた空間を、光を放つ〈矢〉が通過した。わずか一発。それが廊下の彼方かなたへと飛んで行き、校舎の壁に大穴を開ける。

「……魔法!?」

　晴空の左目があった場所からは、だらだらと血が流れ落ちている。

〈竜眼〉はもうない。〈アッシュ〉もその手にはない。

　代わりに晴空が握にぎっていたのは小さな――本当に小さな銀色の〈杖〉だった。

　そこから彼の身体を覆おおうように、金色の魔ま力りよく障しよう壁へきが発生している。〈爆炎の矢〉を防いだのはそれだろう。

「その〈杖〉は……」

「当主さまが渡してくれた。僕が子どもの頃ころに使ってたやつだ。気休めだって言ってたけどな」

「ばかな！　お前が魔法を使えるわけがない！　〈竜眼〉はお前の魔力系をズタズタにしたはずだ。体内の魔力が活性化するなんてありえない!!」

〈竜眼〉を入れたことで晴空の身体を流れる魔力の流れは寸断された。そして〈竜眼〉は魔力が活性化しないように封ふう印いんしている。そのはずだった。

「ああ、僕の魔力系は神しん獣じゆうの細さい胞ぼうを入れたせいでズタズタになってる。〈竜眼〉をなくしたからって、ちぎれた魔力系が繋つながったりはしない」

「だったら――なぜ」

「あんたが封印を解いたんだろ」

　晴空の血まみれの右目が、歌音を見た。

「僕は毎日〈竜眼〉で、ちぎれた自分の魔力系を見続けてきたんだ。どの魔力系が使い物にならなくて、どの魔力系が封印が解けたら使えそうかも、ずっと見てきた。どうして五年前に自分が暴走したのか知りたくて――時とき軸じく学園で暴走のメカニズムを調べてきた」

　晴空の〈杖〉から、金色の粒りゆう子しがほとばしる。

　それは子ども用の〈杖〉には耐えられないほどの、膨ぼう大だいな魔力のオーバーロード。

「だから！　〈竜眼〉がなくなって、封印された魔力が動き出した今なら――僕の身体にある使えそうな魔力系すべてを暴走させれば十分ぐらいは戦えるんだよ！　歌音!!」

「――!!」

　壊れてる。

　こんな魔法使いはありえない。どんな魔法使いだって、自分の身体の魔力の流れを完全に把は握あくしている奴やつなんかいない。それは血液や神経信号の流れを把握している人間がいないのと同じだ。もしも自分の魔力を完全にコントロールして、自由に増幅したり暴走させたりできる者がいたとしたら――

　そいつは魔法使いじゃない。人間でもない、もっと別の、何かだ。

「……にぃ……さま！」

「茉莉花、少しだけ我慢してて。すぐに終わらせる」

　晴空の言葉に、竜の少女がこくん、と頷うなずく。

「天伎歌音、僕はあんたを許さない」

　うつろな眼窩から血が流れ落ちている。

　なんの力も持たないはずの右目に宿る光が、歌音を捉とらえて離さない。

「愛菜を襲ったこと、リディア＝カインズを利用したこと、最後の竜の遺体を武器にしたこと――そして！　僕の妹茉莉花を傷つけ、実験動物にしようとしたこと!!　最強種だからなにをしても許されると思ってるなら――」

　晴空は文字通り、血を吐きながら宣言する。

「その思い上がりごと、竜りゆう王おうがお前を喰くい殺す!!」

「竜王……ははっ、〈竜眼〉もないのに？　くだらない。死ねばいいのに」

　声がかすれている。怯おびえている？　この天伎歌音が？

「ハルくんの残骸なんか、灰も残さず消えろ！」

　歌音は傷を負った天使を廃棄。再び、二体の天使を顕現させる。

「行け！　〈祝福されブレツシング・し力天使ヴアーチエ〉！」

「〈断罪せしジヤツジメント・堕天使フオールン〉」

　晴空の前にも天使が一体出現する。漆しつ黒こくの羽を持つ、竜頭の天使が。

　対をなす三体の天使は残像を残して飛び立ち、廊下の中央で激突する。

　竜頭の天使が巨きよ大だいな顎あごを開き、二体の天使に食らいつく。鉤爪を備えた手が金色の羽をえぐる。三体の天使が絡み合った瞬間――〈祝福されし力天使〉が爆散した。

　再び爆風と煙が廊下を包み込む。首と四し肢しがちぎれた竜頭の天使が崩れて行く。歌音は瞬時に魔法で身体強化。爆煙を目くらましに床を蹴る。

「――いくら魔法が使えるようになったって！」

　切り札はこちらにある。魔力障壁を切り裂き、魔法も〈アッシュ〉も弾く、竜の爪つめが。

「さっきまで逃げ回ってた奴が、いきなり正面から来るからさぁ！」

　爆煙の向こう、晴空がいる。歌音は竜の爪を振り上げる。振り下ろす。晴空は床の上に倒れている竜の少女を見ている。竜の少女が晴空に向かって、小さく頷く。悲しそうに――それでも、力強く。

「兄さまならいいです！　おかーさんの爪を壊こわしちゃってください!!」

　竜の少女は叫んだ。

　晴空は〈杖〉を掲かかげる。唇くちびるがすごいスピードで言葉を紡ぐ――呪じゆ文もんの高速詠えい唱しよう。

　そして、魔法が発動した。




「殺竜キル・ドラ魔法グ・オウル〈聖ゲオルギウスの槍〉！」

　赤い光の直撃を受け、竜の爪が砕け散った。




「ばかな――そんなばかなあああああああっ!!」

　役立たずになったガントレットを投げ捨て、歌音は晴空から距離を取る、

　相手は出血と、魔ま力りよく暴走のダメージでふらふらなのに――異常なくらい大きく見えた。

　あれは、なんだ。わからない。魔法使いでも人間でも竜りゆうでもない。竜のはずがない。

　竜は過去の生き物だ。攻略法もすべて確立されている。なのに――

「どうしてお前が殺竜魔法を使える!?　これは次期当主にしか伝授されないはずだ!!」

「あんたが相手にしてるのが魔法使いじゃなくて竜王だからだろ」

　がくん、と倒れそうになる晴空を、竜の少女が支えていた。

　脇腹から血を流しながら、まるで一対の生き物のように、晴空に寄より添そう。

「〈竜眼〉には全部映ってた。さっきあんたが使った〈聖ゲオルギウスの槍〉の〈魔法陣〉も術式の構成文法も、全部！　僕ぼくはそれをトレースしただけだ!!」

「この――化け物っ!!」

「竜王に言うセリフじゃねぇよ!!　魔法使い!!」

　晴空と竜の少女――二人分の眼光に圧されて、歌音は後ずさる。

　竜は絶滅種。魔法使いは神の領域を目指す上位種。自分はその頂点に立っているはず。

　なのに震えている。怯えている。こんな感覚ははじめてだった。

　――いや、違う。前に一度だけあった。

　五年前、晴空が愛菜に重傷を負わせた時のことだ。

　バトルが終わった晴空に歌音は言った。「愛菜を殺せるなんてすごいね。次は私とだよ。がんばろうね」――と。

　その時、歌音を見返した晴空の目に、恐きよう怖ふを感じた。

　絶望して世界を――自分自身を壊してしまいそうな顔を前にしたとき――恐おそれた。

　だから自分は今まで、ハルくんを忘れられなかった――？

「〈爆炎の矢！　一千の――〉」

　だけど、もう遅おそい。すべてを破壊する魔法を歌音は展開する。

「〈光子の矢……十億の神軍〉」

　それよりも一いつ瞬しゆん早く、晴空の魔法が完成した。

　暴走した魔力が生み出した、廊下を――校舎を埋うめ尽つくすほど巨大な〈光子の矢〉

「…………なんだ、これは」

　歌音は目の前に現れたものに目を見開く。

　違う。これは〈矢〉じゃない。顕現したのは光の粒子を帯びた、巨大な生物。長い首と巨大な翼。頭部にはねじれた角。開いた口には牙。そして金色の眼球。

　晴空が生み出したのは、光の粒子で作られた、竜の軍勢だった。

　焼けこげた教室から――崩れた壁の向こうから――無数の眼球が歌音を捉えた。

　ぐるりと歌音を――廃はい校こうの敷しき地ちすべてを取り囲む、銀河団のような、光の竜の群れ。

「……これほどの力があるのに……どうして!?」

　恐怖が、喉元からこみ上げてくる。それは自分が最強種ではないことの証あかし。

　瞬時に攻こう撃げき魔ま法ほうをキャンセル。全力で防ぼう御ぎよのための魔力障壁を展開する。

　相手の体力は限界だ。これをしのげば勝てる。そう自分に言い聞かせる。なんて無様。なんて清々しい感覚。なにもわかってなかった。自分は最強種なんかじゃない。たまたま今まで自分より強い相手が現れなかっただけだ。

「これほどの力があるのに、どうして魔法使いを捨てた!?　晴空!!」

「五年前、愛菜を殺しかけたとき。みんなが僕を褒ほめてくれた」

　血まみれの竜王は静かに答えた。

「強くなったな。これでお前が次期当主候補第三位だ、って」

　――勝てない。

　晴空のセリフに心臓が震ふるえる。自分でもわからない感情が、歌音の全身を支配する。

　――殺竜魔法だろうと〈魔法仕掛けの竜王〉だろうと、ハルくんには絶対に勝てない。
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「僕は……家族を殺しかけて褒められるような世界にはいたくなかったんだ」

　そして歌音を衝撃が包み込んだ。

　押し寄せる、文字通り億万の、光り輝く竜の軍勢。

　衝撃で魔力障壁が揺れる。一秒ごとに魔力が削られて行く。だけど、まだ保つ――まだ。

　――はっ。

　歌音の顔に、凄惨な笑みが浮うかんだ。

　――ほら、やっぱり。ハルくんは強いんじゃないか。

　降り注ぐ竜の軍勢の向こうに、銀色の銃じゆうを構えた茉莉花がいた。

　彼女の竜王にぴったりと寄り添って、手を重ねて――〈アッシュ〉を握りしめて。

「「塵と化しアツシユ・灰に還れトウ・アツシユ――――っ!!」」

　最後の竜の末裔と竜王の声が重なる。そして、銃声。

〈魔法喰らいアツシユ〉の弾丸が、歌音の魔力障壁を打ち砕くだいた。

　次の瞬しゆん間かん、自分を吹ふき飛ばしたのが〈アッシュ〉の弾丸なのか、殺到する竜の軍勢なのか、歌音にはもう、わからなかった。




　　　＊




「茉莉花は兄さまのそばにいない方がいいのです……」

　茉莉花は携けい帯たい電話を置いた。

　愛菜と連れん絡らくが取れた。カインズ・摩耶マーヤー・アグリッパはいったん、この町から撤退した。

　晴空が見せた超絶広範囲魔法は、三名家を怯えさせるのに充じゆう分ぶんだったらしい。

　晴空と、茉莉花自身の応急手当は済ませた。愛菜たちはこっちに向かっている。晴空と、重傷を負った歌音を回収するために。もう大だい丈じよう夫ぶだ。

　茉莉花がここにいなくても。

「……ほんの少しの間でしたけど、茉莉花は世界で一番幸せでした」

　茉莉花は〈竜りゆう眼がん〉を手に立ち上がった。歌音がこわれた天使を廃棄した時、床に落ちたのを拾っておいた。でも、これはもう晴空にはいらないものだ。

〈竜眼〉さえなければ、晴空は最強でいられる。歴史にだって名を残せるかもしれない。

　茉莉花がそばにいなければ、竜の眷けん属ぞくではなくなった晴空が狙われることもない。

「……さよならです、兄さま」

　茉莉花は晴空に背を向けて歩き出す。

　崩れた壁の向こう――月の光が照らす、ひとりぼっちの世界へ。

　でも、足が重い。血を流しすぎたせいだろうか。

　違ちがう。離はなれたくないんだ。

　ほんの短い時間だけど、一緒にいてくれた家族と離れるのを無意識に嫌いやがってる。わがままだ。こんなのじゃ、だめだ。これからは一人で生きていかなきゃいけないんだから。それが晴空のためなんだから。なのに――

「み、みれんです！　どうして――どうして、こんなに足が、重いんですか!?」

「それは僕が茉莉花の足首をつかんでるからじゃないかな」

　振ふり返る。

　仰向けのまま、顔半分を真っ赤に染めた晴空の手が、茉莉花の細い足首を押さえていた。

「どこいくんだよ、茉莉花」

「兄さまには関係ないです。兄さまなんか、知らないです」

　晴空の顔を見た瞬間、涙なみだがぽろぽろと溢れてくる。

　一緒にいたい。ここにいたい。だめなのに。だめなのに。

「や、やめてってゆったのに、殺されちゃうかも、なのに、〈アッシュ〉を捨てて、〈竜眼〉まで、渡しちゃって――」

「……ごめん」

「ひんじゃ……死んじゃ……った、かと思った、ですよ？　まつりか、にぃさまが、ひんじゃった、って。そんなことに、なったら、まつりかはにんげん、きらいに、なって」

「うん」

「化け物に、なって、暴走、とまらなく、なって。でも、そしたら兄さまに嫌われちゃう、どうしよう、って、なのに、なのに――」

「ごめん、茉莉花。ごめんね」

「うわああああああああああああああああああん!!」

　涙がとまらなかった。顔と胸が熱くて、どうしようもなかった。自分の泣き声が響いて、晴空の声がよく聞こえない。それでも涙が止まらない。

「でも、茉莉花って変なやつだよな」

「こ、この状じよう況きようで言うことがそれですか!?」

「だって後先考えないし、無駄に前向きだし、かと思うと時々寂しそうな顔するし」

「兄さまの方がよっぽど変な人です。宇宙最強の変人さんです！　なんで逃にげてくれなかったんですか。死んじゃったらどうするつもりだったんですか。茉莉花なんか放っておけばよかったじゃないですか!!」

「できるか、そんなこと」

「兄さまなんか、今まで茉莉花を妹って呼んでくれなかったくせに……」

「しょうがないだろ……僕の家族はすぐに死んじゃうんだから」

　仰向けになったまま、晴空は茉莉花から視線を逸そらした。

　声がよく聞こえなかったから、茉莉花は晴空の隣となりに座すわった。

　ゆっくりと、こわれものを扱うように晴空の頭を抱え上げ、自分の膝ひざに載せる。

「五年前、愛菜に大怪け我がさせたとき思ったんだ……ああ、またやっちゃった。また家族を殺すところだった、って」

「……家族を、ですか？」

「僕は愛菜と歌音の家族になりたかったんだ。だから同じくらい強い魔ま法ほう使つかいになりたくてがんばった。でも、そのせいで愛菜を傷つけた。その時わかったんだ。僕は呪われてる。家族を欲ほしがったらいけないんだって」

「でも、兄さまの両親が死んだのは兄さまのせいじゃないです」

「わからないよ、そんなこと」

　もしかしたら自分がそういう運命を背負っていて、家族になりそうな人を死なせてしまうのかもしれない。そういう呪いを受けているのかもしれない。

　そんなことをぽつり、ぽつりと、晴空は語り続ける。

「だから兄さまは茉莉花を妹って呼んでくれなかったんですか」

「……僕の家族になるってのは死亡フラグだから」

「ばかですねぇ、兄さまは」

　照れくさそうな晴空に、茉莉花はおだやかに笑いかける――

「茉莉花、ちゃんと言いましたよ？　ひとりぼっちで生きる百年より、大切な人といられる一瞬を、茉莉花は望みます、って」

　膝の上にいる、大切な竜王を安心させるように。

「それに、茉莉花はそう簡単に死んだりしません」

「うん、丈夫なのは茉莉花のいいところだよね」

「えへへ、もっと褒めてください」

「茉莉花、防ぼう御ぎよ力りよく高いし」

「えへへ、えへへ」

「魔ま法ほう剣けんだって茉莉花には歯が立たないし」

「えへへ、えへへ」

「頑丈だし、殺しても死にそうにないし、大抵の魔法ならくらっても無傷だし――」

「ほかに褒めるところないんですか!?」

　晴空の褒め言葉のヴァリエーションの少なさに、茉莉花がびっくりした。

「そこまで頑丈頑丈言われると傷つきます！　女の子を褒めるんですから他にもあるはずです！　あの……その……可か愛わいい、とか」

「まつりかかわいい」

「ぜんっぜん感情こもってないですね」

「茉莉花は、可愛い」

「ぜんっぜん――」

「茉莉花かわいい、茉莉花は可愛い。うん、茉莉花は可愛い」

「うわああああああああああっ！　やめ、やめ、ストップです兄さまぁ！」

　膝まくらという至近距きよ離りから飛んでくるセリフは強烈だった。

　茉莉花の顔が真っ赤になる。熱くて暑くてたまらない。晴空の言葉が耳の奥おくで反響して、茉莉花の頭をかき回す。止めたくても止まらない。というか、止まりそうな気がしない。

「か、家庭内暴力です虐待です。茉莉花はいま兄さまに虐待されているです――」

「あのさ、茉莉花」

「今度はなんですか兄さまっ！」

「僕の、家族になってよ」

「茉莉花の心臓を爆発させる気ですか兄さま！　少しはタイミングを考えてください!!」

　すでに茉莉花の頭はキャパシティオーバー。嬉うれしさと照れ臭さが混じり合い、特製ジュースのような状態。膝の上には晴空の顔があって、茉莉花はどこにも逃げられない。二人とも傷口の血は止まっているけれど、いつまでもこうしてはいられない。でも、いま動いたら大切なものをのがしてしまうような気がする。そしたら一生後こう悔かいする。

「ずっと妹だって言ってくれなかったのに、気が変わった理由はなんですか」

「茉莉花なら頑丈だから……」

「兄さまの妹選定基準は丈夫さのほかにないんですか!?」

「茉莉花のお母さんとも、約束したから」

　この残酷な世界の、未来を見せて。竜のかけらを連れて行って。

　人間に未来を託たくして滅ほろんでいった神獣たちが悔くやまないような世界を、見せて。

「僕は、茉莉花がこの世界で生きてくためのサポート役くらいにはなれると思うけど」

「……兄さまは、もうちょっと女の子の気持ちを考えた方がいいです」

「はい？」

「茉莉花が今まで兄さまのことを『兄さま』って言葉以外で呼んだことがありますか？」

　家族だから「兄さま」

　茉莉花の答えなんか、とっくに出ているのだ。

「そっか」

「家族ができてよかったですね。なにかして欲ほしいことがあったら言ってください」

「うん。じゃあ〈竜眼〉返して」

「却下です」

「そんなあっさり!?」

「兄さまは魔ま法ほう使つかいとして生きていくべきだと思います」

　晴空に言い聞かせるように、茉莉花は告げた。

　天伎家最強の魔法使いである歌音を圧あつ倒とうしたあの魔力。

　相手の魔法を予測し、対たい抗こう魔法を詠唱する知ち恵えと高速詠唱能力。それを維い持じする集中力。

　それに今まで〈竜眼〉で読み取った魔法の知識が加われば、晴空は無敵に近い。

「兄さまは伝説の魔法使いにだってなれるかもしれないです」

「やだよ魔法使いなんて。絶対やだ」

「駄々こねないでください」

　晴空に、竜の眷属でいて欲しいと思うのはわがままだ。

　そばにいられればいい。同じ種族でなくてもいい。

　それは茉莉花が一人でどこかに消えるよりは、ずっといい結末のはず。

「天伎家は茉莉花のお母さんを解体したんだよ？　僕が力におぼれて、そんなふうになったらどうするの？　魔法使いは力を求めるものなんだよ？」

「だったら兄さまが変えてください。天伎家も、魔法使いの世界も」

「わかった。じゃあ今からちょっと天伎家の屋や敷しきを襲しゆう撃げきしてくる」

「誰だれがそんな即効性ありすぎることしろって言いました!?」

　ほっとけない。なにするかわからない。

　茉莉花が晴空を置いて、一人でいなくなったりなんかできない。

「兄さまは、いくつ伝説を作るつもりなんですか」

「魔法使いになんかなりたくない。〈竜眼〉返して」

「だめです」

「わかった。実は〈竜眼〉をつけてる間に竜の遺伝子が体をめぐって、あちこちに転移してるんだ。いまさら魔法使いには戻れないんだよ。だから〈竜眼〉返して」

「だったら〈竜眼〉返しても返さなくてもおんなじですよね？」

「竜王の名において命ずる！　竜りん胆どう茉莉花よ、我に〈竜眼〉を返還せよ！」

「〈竜眼〉ないのに竜王のふりしてどうするんですか!?」

「そっか。うっかりしてた。じゃあ茉莉花、僕の左目に〈竜眼〉をはめこんで」

「あ、はいはい……って、そんな手に引っかかるとおもうですかぁっ!?」

　うっかりおろしかけた手を、茉莉花は慌あわてて引き戻もどした。

　本当にもう……まったくもう。

「兄さまが自分を竜王だって言い張るなら、それを証明してください」

「証明？」

「茉莉花のここに触ってみてください」

　茉莉花は顎をそらして、晴空に自分の喉を示した。

　白い茉莉花の喉、顎と首の境目。そこには、水すい晶しようのような〈逆げき鱗りん〉があった。

「兄さまが自分を竜王だって言い張るなら触れられるはずです。でも、もしも違ったら茉莉花は暴走しちゃいます。この距離です。兄さまは絶対に逃げられません。殺しちゃうかもしれませんよ？」

　ふふん、と、鼻を鳴らして茉莉花は宣言した。

　やわらかい茉莉花の膝の上。晴空は片目でじっと茉莉花の喉を見ている。

「いくら兄さまでもそんな勇気はないですよねー。兄さまも知ってる通り、逆鱗は人間が触れると茉莉花を暴走させちゃいます。触れても大丈夫なのは竜の眷属と茉莉花と運命でむすばれた――ひゃあああああああきゅううううううんっ!?」

　びくんびくん

　全身を貫つらぬいた刺激に、茉莉花の身体がのけぞった。一瞬、頭の中が真っ白になる。つま先から頭のてっぺんまで電流が流れたような感覚。手も足もしびれて、なにが起こったのかわからない。目の裏がちかちかと点滅している。膝ががくがく震えて止まらない。

「……あ……あ……は、はぁ」

　甘あまくしびれている逆鱗に触れると、指先に血がついていた。思わずぺろりと舐めて、自分がしたことにびっくりする。味わわなくてもわかる。晴空の血だ。晴空は一秒も、一瞬も、一刹那も迷わなかった。まっすぐに手を伸ばして茉莉花の逆鱗に触れた。

「に、兄さま、は、まったく！」

　茉莉花は、まだ焦点の定まらない目で晴空の顔を覗のぞき込む。茉莉花の身体をどうにかしちゃった本人は、体力の限界がきたのか、意識を失ってる。ぽかぽか殴りたくてもショックを与えたら晴空が死んじゃうかもしれなくて、茉莉花は空中で腕うでをぶんぶんさせるだけ。でも、賭かけは晴空の勝ちだった。茉莉花は暴走してないし、晴空を殺してもいない。

「ほんとに竜の遺伝子が身体に定着しちゃったんでしょうか……」

　晴空が言うんだからそうなのかもしれない。

「それに……兄さまがこれ以上強くなったら、地球が大ピンチかもしれないです。〈竜眼〉が兄さまのあやうさを封印してくれるなら、その方がいいかも――です」

　茉莉花は血にまみれた〈竜眼〉を手のひらに載せた。

「（あらゆる竜のアーク・エル総意により・ドラク、葛木晴空に竜ミナモル・フイア・眼を授けますハルアキ・カツラギ。再び彼に竜リピア・ヒルテイム王の称号を・ドラグロード）」

　古代魔法エンシエント――この世界で最も古い言葉をもって、茉莉花は宣言する。

　そして、血にそまった晴空の左の眼窩に〈竜眼〉を載せた。

　すぅ、と、まぶたに〈竜眼〉が吸い込まれて行く。一度だけ瞬きした晴空の左目は元の色とかたちを取り戻していて、茉莉花は胸をなでおろした。

「……まったく、兄さまは無む茶ちやばっかりなんですから」

　だからずっと一いつ緒しよにいよう。

　この世界でたった二人の竜の眷属。最小単位の種族として。

「兄さまに竜の遺伝子がなかったら殺しちゃってたかもしれないんですよ？　梢こずえさんが言ってたんです。茉莉花の逆鱗に触れていいのは竜の眷属と――」

　茉莉花はメモ帳を取り出して、読み上げる。




「茉莉花と交わって未来に竜の血を残すって、運命が定めた人だけなんですから」




　難しくて意味わかんないから、あとでちゃんと兄さまに教えてもらおう。

　そう思いながら茉莉花は、晴空の髪かみを撫でた。







終章　竜の墓標







　満月が、薄い雲の向こうに隠かくれていた。

　青い闇の中、晴はる空あきが持つ懐中電灯が、湿しめった地面を照らしている。

　ここは天あま伎き家の裏手にある山の奥深く。

　五年前、竜の死に場所だった場所に、今は彼かの女じよの姿はない。

　あるのは、小さな――その生き物がいたことを示すには、ささやかすぎる、黒い墓標。

　最後の竜、エリシア＝アースドラグの墓標だった。

「はじめまして、竜のおかーさん。茉まつ莉り花かです」

　墓標の前に膝をつき、茉莉花は手を合わせた。

　彼女が着ているのは黒いワンピース。急だったから、喪服の用意は間に合わなかった。それは制服姿の晴空と愛あい菜なも同じ。〈竜の遺産〉――茉莉花の母親の遺体が埋葬されることを聞かされたのは、今朝になってからだった。

　歌か音のんとの戦いから一週間後。

　今日は五年遅れの、竜の葬式の日だった。

　参列者は三人だけの、とてもひっそりとしたものだけど。

「……これがおかーさん、ですか」

　黒い墓標には、竜をかたどったレリーフが彫られていた。

　最後の竜が生きていた頃の姿を知る、天伎夏なつ希きの手によって作られたものだ。

　竜の遺体が運び出されて、地中深くに埋められるまでを――茉莉花は見なかった。

　はじめて目にする竜の姿が、解体された標本だなんて、ひどすぎたから。

　だから、今となってはこのレリーフが最後の竜の姿を映す、唯ゆい一いつのものだった。

「……さよなら、エリシア＝アースドラグ」

　ぽつり、と、晴空は最後の竜の名前を口にした。

　出会ったのはほんの短い時間だったけれど、絶対に忘れない。

　死に際に押しかけてきた、怖こわい物知らずの子どもの願いを叶かなえてくれた、優やさしい竜を。

「本当にあれでよかったの？　晴空」

　墓標から、少し離れた木の下。

　晴空と愛菜は、静かに手を合わせる茉莉花の背中を見ていた。

「当主さまは、竜の偉大さを示すためのモニュメントを作りたい、って言ってたのよ？　なのに、あんな小さなお墓でいいの？」

「茉莉花があれでいいって言ったんだよ」

　埋葬は急だったけれど、墓標についてのリクエストは聞いてもらえた。

　全長二十メートルの竜の像。竜の記録映像が流れるオベリスク。そのほか――

　天伎夏希の提案をすべて聞いたあと、茉莉花が望んだのが、あの小さな墓標だった。

「絶ぜつ滅めつ種しゆのモニュメントじゃなくて、家族のためのお墓が欲しいです、ってさ」

　茉莉花らしいな、と、思う。

　誰も気づかなくていい。

　茉莉花と、晴空と、もしかしたらこれから、続いていくかもしれない竜の血筋だけが気付くような、ほんのささやかなものでいい――

「でも、天伎家はなにも変わってない。これは偽善でしかないもの」

「偽善でもいいだろ」

「このお葬式は三名家への言い訳のためなのよ？」

　竜の埋葬は、天伎家が大急ぎで決めたことだった。

〈竜の遺産〉の正体を明かし、それを文字通り葬り去る。

　魔法使いを殺した天伎歌音は、地ち下か牢ろうに幽ゆう閉へいし、魔力を封印。

　天伎家が魔法特区を守り、カインズ・摩耶マーヤー・アグリッパとの全面戦争を避さけるためには、そうするしかなかった。

「また竜を利用するのか、って、怒おこられてもしょうがないの」

「別に愛菜のせいじゃないし、怒るとかそういう話じゃないだろ。それに三名家を納得させるためには、それしかなかったんだから」

　少なくとも、魔法使いを殺したのが竜の眷属じゃないってことは証明できた。

　茉莉花が襲おそわれる理由は、もうない。

　それに――

「こっちからもひとつ、天伎家に条件を出したから」

「……あれ本気だったの？」

　月明かりの下、愛菜がうかがうように晴空を見た。

「竜の眷属は天伎家と対等の同盟を結ぶ。不ふ可か侵しん条約と互たがいの情報提供、そしてこの唯ゆい月づき市に竜の特区を置くことを正式に認める。でも、特区って言っても晴空んちじゃない」

「はったりみたいなもんだよ」

　竜は絶滅種だ。すでにこの世界にはいないことになっている。

　だけど、世界中の誰も認めなくても――

　四名家のひとつの天伎家が認めれば、この世界に竜の居場所は存在することになる。

　まだ完全には絶ぜつ滅めつしていない。茉莉花と晴空が生きてるって、言える。

「別に魔法使いに対たい抗こうしたいわけじゃない。ただ、竜はこの世界でまだ生きてるって言いたいだけだよ。いいだろ、それくらい」

「……そうね、じゃあ、これを渡わたしておくわ」

　愛菜は掌てのひらを晴空に差し出した。

　そこに載っていたのは、細い鎖のついたペンダント状のもの。

　魔法使いが使う〈杖つえ〉の起動キーだった。

「…………僕は魔法使いにはならないって言ったろ」

　晴空は不ふ機き嫌げんそうにつぶやいた。

「知ってるわ。だから、これはただのはったりよ」

　愛菜は晴空に向かって片目をつぶってみせた。

「晴空が姉さまとの戦いで示した力は、カインズ、摩耶、アグリッパも目にしたはずよ。だから、晴空が〈杖〉を持っていることは、他の三名家への抑止力になるわ。違う？」

「……いや、でも」

　愛菜の言うことはわかる。

　それでも気が進まない晴空は言葉を濁した。

「どうせ時とき軸じく学園の生徒には支給されるんだから。ね？」

「…………だけど」

「それに、ね」

　愛菜は不意に、なにかをごまかすみたいに顔をそむけた。

「あたしが、嫌なの。晴空が〈杖〉を持たないことにこだわってるのが。五年前、あたしに怪我させたことをずっと気にしてるみたいで、遠えん慮りよしてるみたいで、やなの！」

「……え？」

「あたしはもう気にしてないの！　終わったことでどうでもいいことなの！　だから、晴空も忘れて！　いいからそこ座んなさい！」

　愛菜の踵かかとが、晴空の臑すねを蹴けり飛ばした。よろめいた晴空の肩かたを掴つかんで、愛菜はむりやり彼かれを草の上に座らせる。そのまま鎖を晴空の首の後ろに回し、金具を留めようと――

「ちょ、ちょっと動かないで。うまく留められないでしょ！」

「動いてねぇよ！　というかなんでそんなに不器用なんだよ〈光フオ子トンの・プ魔リン姫セス〉！」

「暗くてよく見えないんだってば！　って、やだ。息しないでくすぐったい――」

　首筋にかかる晴空の吐息に、愛菜が甘い声をもらす。

「………………茉莉花がお墓参りをしている間に、兄さまと愛菜さんの間に、いったいなにが起こったのでしょうか………………」

　不意に、地の底から響ひびくような声がした。

　いつの間にか墓参りを終えていた茉莉花が、桜色の瞳ひとみに炎ほのおのような色をたたえ、晴空たちを見つめていた。

「愛菜さんが兄さまを胸に抱きしめているのはわかります。茉莉花、夜目がきくからとてもわかります……なにが起こっているのでしょう……」

「はっ！」

　自分の体勢に気づいた愛菜が、ばっ、と晴空から離れる。

「そ、そうだ！　竜りん胆どうちゃんにもあげるものがあったの」

　愛菜は、ぽん、と手を叩たたき、木の根本に置いてあった紙袋を引っ張り出した。

　いまだ不穏なオーラを漂わせている茉莉花に、急いでそれを手渡す。

　懐中電灯の光の中、頬ほおを膨ふくらませた茉莉花は紙袋の中に手を入れた。

　そこに入っていたのは――

「…………これ、制服、ですか？」

「うん。時軸学園の制服」

　愛菜は制服の胸ポケットから学生証を取り出し、茉莉花に差し出した。

「時軸学園普通科への入学を認めます。もちろん、竜胆ちゃんがよければ、だけど」

　愛菜は照れくさそうに、髪をかきあげた。

「歌音姉さまのしたことが、これで帳消しになるなんて思わない。でもね、あたしにできるのはこれくらいなの。魔法使いの学校に行くなんて嫌かもしれないけど、時軸学園ならあたしもフォローしてあげられるし。どう……かな」

「兄さまの通ってる学校ですよね？」

　茉莉花はしばらく、愛菜が差し出した学生証を見つめていた。

　それから、意を決したように、それを受け取る。

「だったら、竜りゆうの居場所はここからです。茉莉花、魔法使いのことをもっと知りたいです」

「魔法使いのことを？」

「はい。どうして世界がこうなったのか。どうして〈神しん獣じゆう〉と魔法使いが一緒にいられなかったのか、竜の末まつ裔えいは知らなきゃいけないと思うんです……だから」

　茉莉花は時軸学園の制服を、胸に抱きしめた。

「ありがとうございます、愛菜さん」

　不意打ちだったのだろう。

　まっすぐすぎる茉莉花の笑え顔がおに、愛菜が真っ赤になる。

　二人を見ているのが照れくさくて、晴空は頭上を見上げた。

　空は満月。ほとんど雲に隠れているけれど、最後の竜と出会った時と同じ月だ。

『竜という種族が終わるのは構わない。が、人と入り混じったかたちで続いて行くのも悪くないであろう』

　純粋な竜の時代は終わり、その遺伝子を引き継ついだ、次の竜の時代へ。

　絶滅種から、絶滅危惧種へ。

　最後の竜エリシアが言った通り、竜はそのかたちを変えて、生き残った。

　晴空と茉莉花が出会うことを、エリシアが予想していたのかどうかは、わからない。

　だけど、エリシアは最後に「信じる」って言ってくれた。

　晴空を信じられたことを幸せに思う――そう言って、後悔なんかひとつもなさそうに滅んだ。晴空が彼女のかけらを守り、未来へと進むという約束を信じるって。

「……約束は守るよ。エリシア＝アースドラグ」

　できそこないの自分にできるかどうかわからないけど。

　それでも、この世界に竜の居場所が作れるように、やれるだけのことはやる。

　だって、晴空は最後の〈竜りゆう王おう〉なんだから。

「ちょ、ちょっと竜胆ちゃん！　今すぐ着替えなくてもいいでしょ!?」

「竜のおかーさんに制服着たところを見てもらうんです！」

「だ、だめっ。晴空もいるんだから」

「暗いから平気ですよーっ」

　視線を戻すと、木々の間の暗がりから茉莉花と愛菜の声が聞こえた。

　晴空の肉眼では見通せない闇の中、衣ずれの音がする。

「それに、家族に着替えを見られたくらいで恥ずかしがるなんてありえないです。兄さまと茉莉花はそんなによそよそしい仲じゃ――」

　不意に、突風が吹いた。

　雲が吹き散ちらされ、満月が姿を現す。

　木々の間に立つ茉莉花の姿が、月光の下に照らし出された。

　喪服がわりの黒いワンピースは足あし下もとに落とし、制服のブラウスは手に持ったまま、スカートは隣に立つ愛菜の手の中。つまり茉莉花は完全な下着姿。

　長い銀髪が、透き通るような白い肌はだに絡みついている。小こ柄がらな茉莉花だけれど、ひそやかに――それでも確かに存在を主張している胸。なめらかなお腹なか。ワンピースを脱ぐときに引っかかったのか、太もものあたりまで下がっている下着。そこまで視線が移動したところで、晴空は自分がしっかり茉莉花の着替えを見てしまっていることに驚おどろいた。

　茉莉花と、晴空の視線がぶつかる。

　宣言通り。家族だから大丈夫。

　茉莉花は、晴空に裸同然の姿を見られていることに気づいても、平然と――

「――あれ？」

　平然としていたその顔が、ぼっ、と、音がするみたいに真っ赤になる。

「あれ？　あれ？　あれれあれれ？」

　目を見開く。顔が火照りはじめる。自分の反応に自分でびっくりしたみたいに震ふるえ出す。

「ど、どうして、あれ？　茉莉花を見てるのは兄さまなのに？　あれ？　あれれ？」

「い、いつまで見てるの!?　はるあきのえっち――っ!!」

　真っ赤になってうずくまった茉莉花の代わりに、愛菜が声をあげる。

　慌てて顔をそむける晴空。

　びっくりした。すごく、びっくりした。

　考えてみれば、これが普ふ通つうの兄きよう妹だいだ。兄に着替えを見られて怒るのが普通の妹で、茉莉花は晴空の妹になったんだから、真っ赤になるのも怒るのも当たり前。でも、なにか不思議な気分がして、晴空の心臓はどきどきする。

　さっきの茉莉花の姿は、まるで竜の眷属というよりも――

　世界で一番綺き麗れいな、〈神獣〉の化け身しんのように見えたから。

「おかしいです。茉莉花、こわれてます。きっと兄さまの〈竜眼〉のせいです。兄さまの〈竜眼〉は、すべてを見抜いてしまうのです。だから恥はずかしいんです。つまり！　兄さまの死角に入るしかこの恥ずかしさから逃れるすべは――っ！」

　ざざっ、と地面を蹴る音がした。

　跳はねた。白い月の下で、竜の眷属が跳んだ。

　気づくと晴空の目の前には、真っ赤な顔で飛びついてくる茉莉花の姿。

「隙すき間まもないくらいぴったりくっつけば兄さまの〈竜眼〉の力も及びません！」

「それ違うから！　根本的になにかがまちがってるから――っ！」

　避けるまもなく、ふわり、と降ってくる茉莉花の身体。

　その勢いはさすがに竜の眷属で、晴空はあっさり押し倒たおされる。

　ぎゅ、ぎゅぎゅぎゅ、と密着してくる茉莉花には確かに〈竜眼〉も届かなくて、できそこないの竜王は最後の竜の子どもと一緒に、くさむらに転がったまま動けない。

　――最後の竜の葬式がこんなぐちゃぐちゃでいいの!?

　そう思った晴空の脳裏に、エリシア＝アースドラグの言葉がよみがえった。




『人ひと恋こいしい竜がいたら悪いか？』




　――やっぱり茉莉花はあなたの子どもだよ。エリシア＝アースドラグ。

　だからってこれはあんまりだ。

「恥ずかしいです。兄さまに見られるのがこわいです。服着なきゃです。なのにこうしてると気持ちいいです。動けないです。茉莉花はいったいどうすればいいんですか!?」

「どうでもいいから放せ――――っ!!」

　叫さけんでも抵てい抗こうしても、晴空は茉莉花の腕の中。

　ちっちゃくてあったかい竜の眷属は、彼女の竜王を抱きしめたまま放さない。

　予告もなしにやってきて、家に棲み着いて――

　一緒に戦って、一緒に生き残って――

　そして、家族になった竜の少女に――晴空はいつの間にか捕つかまっていた。
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あとがき







　はじめまして、千月さかきです。

　第八回のＨＪ文庫大賞で銀賞をいただき、こうして本を出すことができました。




　この物語のタイトルは「絶滅危惧種の左眼竜王」です。「ぜつめつきぐしゅのさがんりゅうおう」ではなく「レッドデータ・ドラゴンロード」と読みます。当て字です。ちなみに担当さんとの間ではコードネーム「ＲＤＤＬ」になりました。「Red Data Dragon Lord」の略です。打ち合わせをしたわけではなく、なんとなく、いつの間にか決まっていました。




　竜が大好きです。

　子供の頃から「竜」が出てくるゲームは、片っ端からプレイしてました。

　竜（ドラゴン）は、ゲームでは強さの象徴です。テーブルトークＲＰＧでは出会い頭にブレスを吐いてきてこっちを即死させるし、ゲームでは大抵ラスボスか中ボスです。姫様をさらったり、悪役として人類征服を企んだり、飛行スキルを持ってて魔力を注ぐと攻撃力が際限なく上昇したりします。




　そして、歴史や神話でも、竜はやはり強さの象徴です。

　アーサー王の父親の名前はユーサー・ペンドラゴンですし、神話に出てくるジークフリートは竜の返り血を浴びて不死身になっています。三国志の武将、趙雲の字あざなは「子龍」ですし、竜はサタンでもあるという扱いですし、ほかにも西洋竜・東洋竜・翼ある蛇などの伝説は、世界のあちこちにあります。伝説上の生き物としては、まさに最強クラスです。




　じゃあ、その最強クラスの竜が、天敵に滅ぼされた世界があったら――？

　ある日、そんなことを思いつきました。




　ついでに、竜を絶滅危惧種にしてみました。

　さらに、小さく可愛くしてみました。

　そのうちに――気が付いたらこの物語ができあがっていました。

　滅びかけの竜と、その天敵の魔法使い、そして伝説の竜王が織りなす物語を、楽しんでいただけたら嬉しいです。




　自分は、よく道に迷います。

　授賞式のために新宿の編集部に行った時、二度目なのに迷いました。

　普段は北陸の（やたらと雪が降る）地方に住んでいるので、人が多いとそれだけで方向感覚がおかしくなってくるのです。

　しかし新宿は二度目なので対策済み。

　今回は赤信号で立ち止まるたびに、スマホの地図アプリを駆使して現在地と目的地を確認。なんとか編集部へと、無事たどりつきました。

　そして帰りの新幹線で、力尽きたようにスマホが壊れました。

　トンネルに入ると、そこは圏外でした。

　トンネルを出ても、そこは圏外。地元の駅についてもずっとずっと圏外でした。




「ここから先は一人で帰れるだろう……俺の役目は終わりだ」「――っ！」




　というやりとりを脳内で行ったあと、店で交換してもらいました。

　なんか機械の不良だったみたいです。




　それでは最後にお礼を。

　イラストのクロサワテツさん、素晴らしいイラストをありがとうございました。竜や小物、魔法などのリクエストに超絶クオリティで応えていただきました。感謝の一言です。

　担当様、いつもお世話になってます。こちらから原稿をメール送信　→　夜中に直したいところを思いついて再度メール送信　→　明け方に直したいところを思い（以下略）というパターンは、そろそろなんとかしたいと思っています……。

　また、この本に関わってくださったすべての方々、この物語を選考してくださったすべての方々に感謝します。




　そして、この物語を読んでくださったみなさん、ありがとうございました。

　ふたたびお会いできることを願っています。




千月さかき
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